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5３ 
前
年
分
ま
で
に
引
き
続
き
共
同
執
筆
に
よ
り
、
平
成
十
八
年
に
発
表
さ
れ
た
能
・
狂
言
関
係
の
単
行
本
、
お
よ
び
雑
誌
等
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
を
概
観
す
る
。
近
年
、
作
品
研
究
や
能
楽
史
研
究
と
い
っ
た
従
来
の
枠
組
み
に
は
収
ま
ら
な
い
新
た
な
研
究
が
多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
研
究
動
向
を
踏
ま
え
、
本
年
分
か
ら
は
演
出
研
究
の
項
を
復
活
さ
せ
、
技
法
研
究
を
加
え
て
「
演
出
研
究
・
技
法
研
究
」
と
し
、
さ
ら
に
「
そ
の
他
」
の
項
目
を
新
た
に
設
け
る
こ
と
に
し
、
全
体
を
単
行
本
（表きよし）、資料研究・資料紹介（小林健二）、能楽論研究
（高橋悠介）、能楽史研究（宮本圭造）、作品研究（山中玲子・
伊
海
孝
充
・
江
口
文
恵
）
、
演
出
研
究
・
技
法
研
究
（
山
中
玲
子
）
、
狂
言研究（橋本朝生）、その他（玉村恭）、外国語による能楽研究
（単行本・竹内晶子、論文・玉村恭）の九つに分けて、分担執
筆
し
た
。
な
お
、
「
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
九
年
分
も
併
せ
て
こ
ち
ら
に
掲
載
し
て
い
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
発
表
さ
れ
た
小
論
に
も
な
る
べ
く
目
を
配
り
、
本
年
の
主
要
な
論
文
を
網
羅
す
る
よ
う
努
め
た
が
、
重
要
な
論
考
を
見
落
と
す
な
ど
の
遺
漏
も
少
な
か
ら
ず
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
ご
寛
恕
を
乞
う
。
研
究
展
望
（
平
成
十
八
年
）
単
行
本
『
説
話
論
集
第
十
五
集
芸
能
と
説
話
』
（
説
話
と
説
話
文
学
の
会
編
。
Ａ５判棚頁。１月。清文堂出版。八五○○円）
書
名
ど
お
り
説
話
に
関
す
る
論
考
を
集
め
た
本
だ
が
、
第
十
五
集
は
芸
能
と
関
わ
る
説
話
に
つ
い
て
の
論
考
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
能
・
狂
言
関
係
で
は
、
田
口
和
夫
「
田
楽
・
猿
楽
と
説
話
ｌ
能
楽
大
成
前
夜
の
芸
能
再
考
ｌ
」
、
山
本
登
朗
「
謡
曲
「
井
筒
」
の
背
景
ｌ
櫟
本
の
業
平
伝
説
ｌ
」
、
天
野
文
雄
只
花
筐
〉
に
み
る
「
物
語
」
の
創
造
ｌ
作
り
能
〈花筐〉の制作事情と義教初政期における世阿弥の環境Ｉ」、
大
谷
節
子
「
こ
の
世
で
一
番
長
い
橋
ｌ
能
「
長
柄
の
橋
」
老
ｌ
」
、
小
林健二「能〈合甫》の説話的背景」、稲田秀雄「狂言嫁取り物
の展開と説話世界ｌ「二九十八」「吹取」、そして「因幡堂」
ｌ」、関屋俊彦「狂言〈通円〉をめぐってｌ付、翻刻「通円家
文
書
」
ｌ
」
、
中
嶋
謙
昌
「
江
戸
初
期
に
お
け
る
一
門
三
賢
説
話
の
消
長ｌ能〈正儀世守》と古浄瑠璃『小篠」を手掛かりにｌ」があ
る
。
個
々
に
つ
い
て
は
「
論
文
」
の
項
で
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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『琵琶法師の『平家物語』と能』（山下宏明箸。Ａ５判Ⅲ頁。
４
 
５２月。塙書一房。八八○○円）
長
き
に
わ
た
り
「
平
家
物
語
」
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
著
者
に
よ
る
書
き
下
ろ
し
の
論
集
。
「
平
家
物
語
」
の
語
り
本
と
読
み
本
と
の
比
較
検
討
を
通
し
て
琵
琶
法
師
の
語
り
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
平
家
語
り
と
能
の
世
界
に
通
じ
て
い
る
も
の
を
探
ろ
う
と
す
る
。
「
Ｉ
琵
琶
法
師
の
「
平
家
物
語
Ｅ
で
は
、
平
家
語
り
と
能
と
の
関
わ
り
を
考
察
す
る
上
で
必
要
と
な
る
事
柄
を
ま
ず
検
討
し
て
い
る
。
「
Ⅱ
平
家
琵
琶と能の修羅を読む」では、〈俊寛・頼政・実盛・巴〉など十
九
曲
を
取
り
上
げ
、
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
話
を
分
析
す
る
と
と
も
に
そ
れ
が
能
で
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
る
か
を
考
察
す
る
。
「能の地拍子研究文献目録』（藤田隆則編箸。Ａ４判Ⅲ頁。
２
月
。
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
。
非
売
口印）科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
研
究
成
果
の
報
告
書
。
能
の
地
拍
子
に
関
連
す
る
文
献
を
蒐
集
・
整
理
し
、
目
録
と
し
た
も
の
。
単
行
本
の
部
と
雑
誌
記
事
の
部
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
を
江
戸
中
後
期
か
ら
明
治
三
十
五
年
の
「
能
楽
」
創
刊
ま
で
の
第
一
期
、
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
ま
で
の
第
二
期
、
昭
和
二
十
年
の
太
平
洋
戦
争
終
了
ま
で
の
第
三
期
、
現
在
ま
で
の
第
四
期
に
分
け
る
。
単
行
本
の
部
で
は
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
刊
の
『
謡
之
秘
書
」
を
筆
頭
に
一
岡
七
種
の
文
献
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
書
誌
事
項
や
写
真
の
ほ
か
著
者
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
が
記
さ
れ
る
。
雑
誌
記
事
の
部
は
『
能
楽
」
「
謡
曲
界
」
な
ど
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
地
拍
子
関
係
の
記
事
を
期
ご
と
に
一
覧
表
に
し
て
い
る
。
十
分
に
理
解
す
る
に
は
難
解
な
地
拍
子
だ
が
、
地
拍
子
関
連
の
文
献
が
多
く
作
ら
れ
て
お
り
、
ど
の
時
期
も
地
拍
子
に
対
す
る
関
心
が
高
か
っ
た
こ
とが窺える。
「桂坂謡曲談義」（ジェイ・ルービン、田代慶一郎、西野春
雄
編
。
Ｂ
５
判
Ⅲ
頁
。
３
月
。
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）
日
文
研
叢
書
〃
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
の
ジ
ェ
イ
・
ル
ー
ビ
ン
が
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
を
務
め
た
平
成
十
二
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
共
同
研
究
「
生
き
て
い
る
劇
と
し
て
の
能
ｌ
謡
曲
の
多
角
的
研
究
」
で
行
っ
た
共
同
討
議
を
収
録
し
た
も
の
。
討
議
さ
れ
た
十九曲のうち〈高砂・定家・三井寺・弱法師・鞍馬天狗〉の五
曲
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
討
議
に
参
加
し
た
の
は
日
本
人
・
外
国
人
の
研
究
者
や
能
役
者
、
大
学
院
生
な
ど
で
、
各
曲
と
も
に
様
々
な
問
題
へ
と
話
が
及
ん
で
お
り
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
「
桂
坂
」
は
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
京
都
市
西
京
区
の
地
域
名
。
『伝統芸能の特殊な上演に関する調査研究」（東京文化財研
究
所
芸
能
部
編
。
Ａ
４
判
棚
頁
。
３
月
。
東
京
文
化
財
研
究
所
芸
能
部）東
京
文
化
財
研
究
所
芸
能
部
が
行
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告
書
。
内容は四部に分かれ、第一部が「三番嬰・一一一番一一一の調査報
告」である。高桑いづみ「三番翌．一一一番一一一の技法」は現行の
一一一番里（一一一番一一一）の所作や笛の地を、和泉流の三宅派・野村派、
大
蔵
流
の
茂
山
家
・
山
本
家
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
小
田
幸
子「「三番要問答」の考察と翻刻」は、「操の段」終了後の一一一
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番
里
と
応
対
役
と
の
問
答
に
つ
い
て
、
様
々
な
資
料
に
見
ら
れ
る
も
の
を
翻
刻
・
紹
介
し
て
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
第
二
部
に
あ
た
る
高
桑
い
づ
み
「
能
「
卒
都
婆
小
町
」
の
旋
律
復
元
」
は
、
平
成
十
四
年
十
一
月
に
横
浜
能
楽
堂
で
行
わ
れ
た
企
画
「
秀
吉
が
見
た
「
卒
都
婆
小
町
」
」
の
復
元
プ
ロ
セ
ス
の
報
告
で
、
全
詞
章
に
つ
い
て
、
節
が
あ
る
場
合
は
復
元
さ
れ
た
旋
律
の
五
線
譜
が
、
詞
の
章
段
の
場
合
は
ア
ク
セ
ン
ト
の
高低図が掲げられている。
「
な
ん
と
の
う
え
え
ｌ
塵
次
郎
雑
談
‐
と
（
片
山
慶
次
郎
著
。
Ａ
５
判
剛
頁
。
５
月
。
槍
書
店
。
二
五
○
○
円
）
観
世
流
シ
テ
方
と
し
て
活
躍
す
る
著
者
が
、
昭
和
三
十
四
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
に
新
聞
・
雑
誌
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
掲
載
し
た
文
章
を
集
成
し
て
い
る
が
、
一
部
に
書
き
下
ろ
し
の
も
の
も
あ
る
。
「
第
Ｉ
章
七
十
代
半
ば
に
近
づ
く
今
思
う
こ
と
」
「
第
Ⅱ
章
能
の
姿
と
心
」
「
第
Ⅲ
章
能
の
魅
力
」
「
第
Ⅳ
章
能
と
生
き
て
」
「
第
Ｖ
章
縁
あ
る
人
々
」
「
第
Ⅵ
章
未
来
へ
の
継
承
」
か
ら
成
り
、
役
者
と
し
て
の
生
き
方
、
様
々
な
作
品
へ
の
思
い
、
周
囲
の
人
々
と
の
関
わ
り
な
ど
、
著
者
の
能
に
対
す
る
考
え
が
満
ち
溢
れ
て
い
る
。
「能の歳時記」（村瀬和子箸。Ｂ５判筋頁。５月。岐阜新聞
社。一九○五円）
平
成
十
二
年
か
ら
十
七
年
に
か
け
て
岐
阜
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
能
の
作
品
紹
介
か
ら
如
曲
を
選
ん
で
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
。
春
九
曲
、
夏
十
一
曲
、
秋
冬
各
十
曲
の
四
季
ご
と
に
分
け
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れぞれの作品の内容や背景、関連する事柄がわかりやすく記
さ
れ
て
い
る
。
『戦国武将と能』（曽我孝司箸。四六判Ｗ頁。７月。雄山閣。
二六○○円）
東
海
・
北
陸
地
方
を
中
心
に
、
戦
国
時
代
の
文
書
資
料
や
能
面
な
ど
を
手
掛
か
り
と
し
て
戦
国
武
将
と
能
と
の
関
わ
り
を
考
察
す
る
。
第
一
章
「
戦
国
城
下
の
能
」
で
は
越
前
の
朝
倉
氏
、
能
登
の
畠
山
氏
、
甲
斐
の
武
田
氏
、
相
模
の
北
条
氏
な
ど
が
能
を
重
視
し
て
い
た
様
子
を
紹
介
す
る
。
第
二
章
「
戦
国
武
将
と
愛
好
曲
」
で
は
演
能
記
録
を
分
析
し
な
が
ら
武
将
た
ち
が
次
第
に
教
養
を
身
に
つ
け
て
愛
好
曲
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
説
く
。
第
三
章
「
武
家
能
の
大
衆
化
」
で
は
武
将
の
能
楽
愛
好
が
庶
民
に
も
影
響
し
て
い
く
事
を
論
じ
て
い
る
。
第
四
章
「
戦
国
時
代
の
面
打
ち
」
で
は
当
時
は
ま
だ
能
面
制
作
者
に
対
す
る
関
心
は
薄
か
っ
た
と
し
、
第
五
章
「
世
襲
面
打
ち
の
登
場
」
で
は
近
江
井
関
家
や
越
前
出
目
家
の
特
色
を
紹
介
し
て
い
る
。
第
六
章
「
豊
臣
秀
吉
と
能
」
で
は
、
秀
吉
の
能
楽
愛
好
を
契
機
に
武
将
た
ち
も
さ
ら
に
能
楽
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
能
面
制
作
を
活
気
づ
か
せ
る
と
と
も
に
能
面
所
有
欲
を
か
き
た
て
る
こ
と
と
な
っ
た
と
す
る
。
「
大
蔵
虎
明
能
狂
言
集
翻
刻
註
解
』
（
大
塚
光
信
編
。
Ａ
５
判
。
上
巻
柵
頁
。
下
巻
刷
頁
。
７
月
。
清
文
堂
出
版
。
２
冊
揃
二
八
○
○
○
円）寛
永
十
九
年
に
大
蔵
虎
明
に
よ
っ
て
成
っ
た
「
狂
言
之
本
」
を
翻
刻
し
、
頭
注
を
付
し
た
も
の
。
上
巻
に
は
「
脇
狂
言
之
類
」
「
大
名
狂
言
之類」「聟類山伏類」「鬼類小名類」の作品が収録されており、
下巻には「女狂一一一一口之類」「出家座頭類」「集狂言之類」「萬集
類」の作品が収められている。抄物などの用例を援用する語
Hosei University Repository
5６ 
注に特色がある。
「花のほかには松ばかり謡曲を読む愉しみ」（山村修箸。
Ａ５判Ⅲ頁。８月。槍書店。一九○○円）
能
の
舞
台
を
観
る
楽
し
さ
だ
け
で
な
く
、
謡
曲
を
読
む
こ
と
の
楽
し
さ
も
知
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
書
。
「
Ｉ
謡
曲
を
読
む
と
い
う
こ
と
」
で
は
、
夢
野
久
作
・
野
上
豊
一
郎
・
宗
左
近
と
い
っ
た
人
々
の
謡
曲
に
対
す
る
考
え
を
紹
介
し
つ
つ
、
わ
ず
か
な
言
葉
か
ら
イ
メ
ー
ジ
が
広
がっていく謡曲のすばらしさを説く。「Ⅱ」では〈阿漕〉から
〈夜討曽我〉に至る二十五曲を取り上げ、それぞれの作品を読
む
上
で
の
注
目
点
を
説
明
す
る
。
一
曲
あ
た
り
六
頁
の
説
明
な
の
で
や
や
物
足
り
な
い
感
じ
も
す
る
が
、
著
者
が
ど
の
よ
う
な
角
度
か
ら
謡
曲
を
読
む
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
る
か
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
『中世文学研究は日本文化を解明できるか』（中世文学会編。
Ａ５判棚頁。、月。笠間書院。一一三○○円）
中
世
文
学
会
創
設
別
周
年
を
記
念
し
て
平
成
十
七
年
五
月
に
青
山
学
院
大
学
で
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
ま
と
め
た
も
の
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
第
１
分
科
会
「
資
料
学
ｌ
学
問
注
釈
と
文
庫
を
め
ぐ
っ
て
」
、
第
２
分
科
会
「
メ
デ
ィ
ア
・
媒
体
ｌ
絵
画
を
中
心
に
」
、
第
３
分
科
会
「身体・芸能１世阿弥以前、それ以後」、第４分科会「人と現
場
ｌ
慈
円
と
そ
の
周
辺
」
か
ら
成
る
が
、
第
３
分
科
会
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
小
林
健
二
）
で
は
松
尾
恒
一
「
南
都
寺
院
の
諸
儀
礼
と
芸
能
１
世
阿
弥
以
前
の
身
体
を
考
え
る
」
、
松
岡
心
平
「
芸
能
の
身
体
の
改
革
者
と
し
て
の
世
阿
弥
」
、
宮
本
圭
造
「
室
町
後
期
の
芸
能
と
稚
児
・
若
衆
」
の
三
つ
の
発
表
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
五
味
文
彦
・
竹
本
幹
夫・兵藤裕己のコメンテーター一一一名が発言を行っている。シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様
子
が
記
録
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
芸
能
に
お
け
る
身
体
と
そ
の
表
現
の
問
題
を
探
ろ
う
と
す
る
様
子
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
「ワキから見る能世界』（安田登著。新書判川頁。ｎ月。日
本放送出版協会。七四○円）
ワ
キ
方
下
掛
り
宝
生
流
の
役
者
で
あ
る
著
者
に
よ
る
ワ
キ
の
役
割
を
手
掛
か
り
と
し
な
が
ら
の
夢
幻
能
論
。
ま
ず
、
能
と
は
異
界
と
出
会
う
物
語
で
あ
り
、
新
た
な
生
を
生
き
直
す
た
め
に
人
々
は
異
界
と
出
会
う
物
語
を
求
め
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
異
界
と
出
会
う
役
割
を
持
つ
ワ
キ
は
旅
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
「
ワ
キ
的
世
界
」
に
入
る
た
め
に
は
決
断
と
隠
嶮
化
が
必
要
だ
と
説
く
。
松
尾
芭
蕉
や
夏
目
漱
石
を
「
ワ
キ
的
世
界
」
を
生
き
た
代
表
者
と
し
て
取
り
上
げ
、
非
人
情
の
旅
を
経
験
す
る
よ
う
勧
め
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
を
巧
み
に
生
か
し
な
が
ら
論
を
進
め
、
能
の
作
品
や
様
々
な
事
柄
に
も
話
が
及
ん
で
お
り
、
著
者
の
視
野
の
広
さ
が
う
か
が
え
る
。
『
味
方
玄
能
へ
の
い
ざ
な
い
能
役
者
が
伝
え
る
能
の
み
か
た
』
（味方玄著。Ｂ５判捌頁。皿月。淡交社。二五○○円）
観
世
流
シ
テ
方
で
意
欲
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
味
方
玄
に
よ
る
能
の
入
門
書
。
「
能
の
し
く
み
ま
ず
は
一
番
見
て
み
よ
う
」
で
は
〈
松
風
〉
を
取
り
上
げ
て
能
一
曲
の
進
行
の
様
子
や
そ
れ
に
関
わ
る
役
者
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
「
能
の
主
役
脇
役
」
で
は
面
・
装
束
・
作
り
物
・
能
舞
台
な
ど
能
に
は
欠
か
せ
な
い
様
々
な
物
を
説
明
す
る
。
「
能
役
者
が
教
え
る
こ
こ
が
観
ど
こ
ろ
、
オ
ス
ス
メ
能
二
十
曲
」
で
は
〈
葵
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上
・
井
筒
・
隅
田
川
〉
な
ど
の
作
品
の
あ
ら
す
じ
と
ポ
イ
ン
ト
を
記
し
て
い
る
。
能
の
あ
ゆ
み
や
能
の
素
材
を
紹
介
す
る
「
能
の
基
礎
知
識
」
は
味
方
健
の
執
筆
。
親
切
で
わ
か
り
や
す
く
作
ら
れ
た
入
門
書
。
「
閑
話
休
題
」
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
著
者
の
子
供
時
代
や
内
弟
子
時
代
の
話も面白い。
「
能
楽
と
女
性
叩
一
考
察
Ｉ
能
楽
に
お
け
る
女
性
の
役
割
ｌ
」
（
宮
西
ナ
オ
子
著
。
Ａ
５
判
〃
頁
。
ｎ
月
。
槍
書
店
。
私
家
版
）
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
活
動
す
る
著
者
が
、
大
学
院
の
博
士
論
文
を
基
に
ま
と
め
た
本
。
「
第
１
章
歴
史
的
考
察
」
で
は
古
代
か
ら
太
平
洋
戦
争
に
至
る
ま
で
の
能
楽
と
女
性
と
の
関
わ
り
を
考
察
す
る
。
「
第
２
章
現
状
と
発
展
」
で
は
戦
後
の
女
性
能
楽
師
の
活
躍
の
様
子
を
具
体
的
に
考
察
す
る
。
本
書
の
後
半
で
は
「
聞
き
書
き
」
と
し
て
観
世
流
シ
テ
方
足
立
禮
子
・
宝
生
流
シ
テ
方
影
山
三
池
子
ほ
か
七
人
の
女
性
能
楽
師
な
ど
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
生
か
し
な
が
ら
、
女
性
能
楽
師
の
今
後
の
活
動
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
る
。
一
週
刊
人
間
国
宝
別
芸
能
・
能
楽
１
」
（
週
刊
朝
日
百
科
。
Ａ
４
判
変型犯頁。ｎ月。朝日新聞社。五一一一三円）
全
七
十
冊
で
人
間
国
宝
を
紹
介
し
て
い
く
週
刊
朝
日
百
科
の
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
。
喜
多
流
の
粟
谷
菊
生
・
十
四
世
喜
多
六
平
太
・
後
藤
得
三
、
金
春
流
の
櫻
間
道
雄
、
金
剛
流
の
豊
嶋
彌
左
衛
門
の
シ
テ
方
五
人
を
取
り
上
げ
る
。
能
楽
研
究
者
や
能
楽
評
論
家
に
よ
る
文
章
や
対
談
な
ど
に
よ
り
各
人
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
る
。
観
世
流
や
宝
生
流
の
紹
介
な
ど
能
の
基
礎
知
識
を
紹
介
す
る
頁
も
あ
る
。
「
週
刊
人
間
国
宝
西
芸
能
・
能
楽
２
」
（
週
刊
朝
日
百
科
。
Ａ
４
判
変型犯頁。ｎ月。朝日新聞社。五三一一一円）
全
七
十
冊
で
人
間
国
宝
を
紹
介
し
て
い
く
週
刊
朝
日
百
科
の
シ
リ
ー
ズの一冊。観世流の九世片山九郎右衛門と八世観世鏡之丞、
宝生流の三川泉・近藤乾一一一・高橋進・松本恵雄のシテ方六人
を取り上げる。
論
文【資料研究・資料紹介】
こ
の
年
の
資
料
紹
介
と
研
究
は
、
数
は
少
な
い
も
の
の
時
代
や
ジ
ャ
ン
ル
と
も
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
は
中
世
の
資
料
紹
介
か
ら
。
及
川
亘
「
薬
師
寺
所
蔵
「
休
岡
八
幡宮遷宮記録」について（上と（「東京大学史料編纂所研究紀
要」咄。３月）は、薬師寺の南に位置する休岡八幡宮の遷宮
に
と
も
な
う
法
会
や
芸
能
奉
納
に
関
す
る
記
録
の
翻
刻
紹
介
で
あ
る
が
、
能
楽
研
究
の
資
料
と
し
て
有
効
な
の
は
、
演
者
不
明
な
が
ら
永
正
十
二
年
の
猿
楽
記
事
に
お
い
て
、
〈
ヲ
ヰ
松
・
ス
、
カ
ノ
明
□
・
シ
ャ
ウ、、・アラシ山〉などの曲名が見え、天文十五年の記録に
金
春
大
夫
や
大
蔵
大
夫
の
名
が
あ
が
り
、
〈
舟
弁
慶
・
当
麻
・
放
下
僧
・
竹
生
島
・
松
風
・
矢
立
賀
茂
・
エ
ヒ
ラ
・
紅
葉
狩
・
通
盛
〉
の
能
が
演
じ
ら
れ
、
源
衛
門
と
い
う
役
者
が
「
キ
ャ
ウ
ヶ
ン
サ
ル
」
を
行
っ
た
記
事
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
室
町
期
の
神
事
猿
楽
を
研
究
す
る
う
え
の
一
資
料
と
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
寺
社
史
料
に
能
楽
関
係
記
事
が
あ
る
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
、
今
後
一
層
の
注
意
が
必
要
と
な
る
Hosei University Repository
5８ 
』つノ。江
戸
時
代
の
資
料
は
二
点
。
飯
塚
恵
理
人
「
豊
嶋
十
郎
筆
「
高
安
流
仕舞附地』（三）」（「名古屋芸能文化』肥。ｎ月）は、高安
流
の
豊
嶋
十
郎
師
が
書
き
写
し
た
ワ
キ
方
仕
舞
附
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
「
天
・
地
・
人
」
の
三
冊
組
で
、
今
回
は
「
地
」
冊
の
前
半
の
翻
刻
。
浅
見
恵
・
松
田
存
「
盛
岡
南
部
藩
「
御
能
日
記
』
（
二
～
（七）」（『宝生』弱１５～７．９～Ⅲ。５月～７月・９月～ｎ
月
）
は
、
南
部
藩
「
御
能
日
記
』
を
翻
刻
し
た
も
の
で
、
盛
岡
南
部
藩
の
文
化
七
・
八
年
に
お
け
る
盛
岡
城
下
の
春
日
神
社
祭
礼
の
能
興
行
や
城
内
の
演
能
に
お
け
る
番
組
な
ど
の
記
事
が
紹
介
さ
れ
る
。
江
戸
時
代
の
地
方
大
名
家
の
能
の
実
態
を
知
る
う
え
で
好
資
料
と
な
る
が
、
解
題
が
付
さ
れ
ず
、
し
か
も
見
開
き
２
頁
か
ら
４
頁
に
細
切
れ
に
掲
載
さ
れ
るので、全貌を把握しづらいことが難点である。
珍
し
く
近
代
の
資
料
紹
介
が
あ
っ
た
。
横
道
萬
里
雄
「
〈
資
料
紹
介〉昭和二年制定「観世制度」」（「楽劇学』Ⅲ。３月〉は、島
崎
稔
『
能
楽
社
会
の
構
造
』
（
島
崎
稔
・
美
代
子
著
作
集
第
十
巻
。
礼
文
出
版
。
平
成
十
六
年
）
に
翻
刻
紹
介
さ
れ
た
昭
和
二
年
に
観
世
元
滋
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
「
観
世
制
度
』
の
全
文
を
、
通
行
の
字
体
に
改
め
、
濁
点
や
句
読
点
を
施
す
な
ど
の
校
訂
を
加
え
て
翻
刻
し
た
も
の
。
「
宗
家
」
な
ど
キ
ー
ワ
ー
ド
の
解
説
も
加
え
ら
れ
、
読
み
や
す
さ
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。
近
代
に
お
け
る
家
元
制
度
を
研
究
す
る
う
え
で
基
本
資
料
と
な
ろ
う
。
次
に
、
文
庫
の
総
合
調
査
研
究
の
成
果
と
し
て
、
伊
海
孝
充
「
河
村
隆司文庫蔵書目録」（「能楽研究』釦。６月）をあげる。京都
の
観
世
流
シ
テ
方
河
村
隆
司
氏
が
能
楽
研
究
所
に
寄
贈
さ
れ
た
謡
本
・
小
謡
・
伝
書
．
付
な
ど
約
六
○
○
点
を
写
本
・
版
本
に
大
別
し
、
さ
ら
に
詳
細
に
分
類
整
理
し
て
目
録
化
し
た
も
の
。
蔵
書
の
約
四
五
○
点
が
版
本
の
謡
本
で
あ
り
、
鴻
山
文
庫
に
な
い
書
目
が
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
や
、
金
剛
流
の
謡
本
が
十
組
あ
ま
り
含
ま
れ
て
い
る
の
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
明
治
以
降
に
新
作
さ
れ
た
特
殊
謡
本
を
多
く
所
蔵
す
る
点
も
特
色
を
な
し
て
い
る
。
資
料
整
理
は
地
味
だ
が
大
切
な
作
業
で
あ
り
、
本
目
録
に
よ
り
今
後
の
研
究
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
装
束
に
関
す
る
報
告
も
あ
っ
た
。
長
崎
巌
「
新
発
見
資
料
・
ボ
ス
ト
ン美術館所蔵『献英楼画叢』に関する調査報告」（同上）は、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
能
装
束
十
六
点
を
模
写
し
た
画
帖
「
献
英
楼
画
叢
』
の
紹
介
。
東
京
国
立
博
物
館
本
と
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
本
の
連
れ
に
な
る
、
江
戸
時
代
後
期
の
将
軍
家
や
一
橋
家
・
田
安
家
・
清
水
家
に
よ
っ
て
晶
屑
さ
れ
た
宝
生
大
夫
所
持
の
能
装
束
を
写
し
た
も
の
で
、
能
装
束
の
「
写
し
」
を
作
る
た
め
の
下
絵
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
考
察
す
る
。
江
戸
時
代
の
能
装
束
の
実
態
と
、
制
作
や
使
用
、
貸
与
な
ど
を
窺
い
知
る
う
え
で
好
資
料
と
な
ろ
う
。
最
後
に
謡
本
の
国
語
学
的
な
考
察
を
一
つ
。
長
谷
川
千
秋
「
世
阿
弥
自筆能本におけるマ・バ行音の表記」会国語文字史の研究』
９
・
和
泉
書
院
。
４
月
）
は
、
世
阿
弥
自
筆
能
本
の
用
字
に
お
け
る
表
記
法
の
研
究
で
、
マ
・
バ
行
音
の
表
音
の
表
記
は
書
か
れ
た
ま
ま
に
謡
わ
れ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
さ
ら
に
他
の
資
料
と
比
較
し
て
、
バ
行
音
か
ら
マ
行
音
へ
と
変
化
し
た
新
し
い
語
形
を
表
記
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
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世
阿
弥
能
楽
論
に
つ
い
て
は
、
「
能
と
狂
言
」
４
号
（
８
月
）
の
「
拾
玉
得
花
」
特
集
と
、
重
田
み
ち
の
一
連
の
論
考
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
ず
、
『
能
と
狂
言
』
で
は
、
前
年
八
月
の
世
阿
弥
忌
セ
ミ
ナ
ー
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
も
と
に
、
三
拾
玉
得
花
」
発
見
五
十
年
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
特
集
を
組
み
、
大
谷
節
子
が
。
袷
玉
得
花
」
発
見
の
経
緯
」
に
つ
い
て
ふ
れ
る
他
、
五
本
の
関
連
論
文
を
載
せ
る
。
「
拾
玉
得
花
』
は
、
禅
竹
筆
の
本
を
金
春
八
左
衛
門
安
喜
が
転
写
し
た
金
春
本
が
現
存
唯
一
の
伝
本
で
あ
り
、
本
文
全
体
に
朱
筆
で
振
仮
名
や
注
記
等
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
朱
筆
傍
記
に
つ
い
て
は
禅
竹
加
筆
説
が
あ
っ
た
が
、
表
章
ヨ
袷
玉
得
花
」
金
春
本
の
朱
筆
傍
記
考
」
で
は
、
他
の
世
阿
弥
伝
書
に
お
け
る
振
仮
名
・
傍
注
の
実
態
の
復
元
的
考
察
を
通
し
て
世
阿
弥
自
身
に
よ
る
傍
記
と
し
、
『
世
阿
弥
十
六
部
集
』
で
底
本
の
振
仮
名
の
多
く
が
省
略
さ
れ
た
こ
と
な
ど
研
究
史
上
の
問
題
点
も
指摘する。
竹
本
幹
夫
三
拾
玉
得
花
」
の
再
検
討
ｌ
序
破
急
説
そ
の
他
に
つ
い
て
」
は
、
『
拾
玉
得
花
』
の
条
ご
と
の
内
容
を
世
阿
弥
伝
書
の
展
開
の
中に位置づけ、大半はそれ以前からの世阿弥理論の概説とみ
ら
れ
る
一
方
、
成
就
説
と
結
び
つ
け
て
序
破
急
説
を
説
明
す
る
第
五
条
は
入
門
的
解
説
の
域
を
超
え
た
特
殊
な
一
条
と
評
価
す
る
。
そ
し
て
、
第
五
条
に
み
え
る
「
序
破
急
」
概
念
は
、
『
遊
楽
習
道
風
見
」
に
み
え
る
よ
う
な
習
道
階
梯
論
へ
の
序
破
急
説
の
援
用
に
近
く
、
こ
う
し
た
「序破急」概念は『花鏡』「舞声為根」に「合掌の手より、五
体
を
動
か
し
、
手
を
差
し
引
き
、
舞
一
番
を
序
破
急
へ
舞
お
き
む
る
曲
道
」
と
み
え
る
、
舞
初
め
か
ら
舞
納
め
ま
で
の
曲
道
を
漠
然
と
さ
す
「序破急」に発しているとする。
天
野
文
雄
「
世
阿
弥
と
月
庵
宗
光
ｌ
両
者
を
つ
な
ぐ
も
の
」
は
、
『拾玉得花」第三問答の末尾に月庵宗光のエピソード（月庵の
語
録
や
法
語
に
み
え
な
い
）
が
記
さ
れ
る
背
景
と
し
て
、
将
軍
義
持
か
ら
篤
く
敬
慕
さ
れ
て
い
た
惟
肖
得
厳
が
『
月
庵
禅
師
語
録
」
蹴
文
で
月
庵
を
「
吾
師
」
と
し
て
い
る
こ
と
、
有
力
守
護
大
名
の
山
名
時
煕
が
月
庵
の
外
護
者
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
将
軍
や
幕
府
周
辺
で
の
月
庵
の
位
置
を
重
視
す
る
。
ま
た
、
月
庵
は
臨
済
宗
大
応
派
の
禅
僧
だ
が
、
曹
洞
の
教
説
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
時
期
が
あ
る
こ
と
、
世
阿
弥
が
帰
依
し
た
曹
洞
宗
の
竹
窓
智
厳
が
、
月
庵
が
参
じ
よ
う
と
し
た
総
持
寺
の
峨
山
詔
碩
の
法
脈
を
引
い
て
い
る
こ
と
な
ど
も
、
世
阿
弥
に
月
庵
へ
の
親
近
感
を
い
だ
か
せ
た
と
推
測
す
る
。
落
合
博
志
「
「
拾
玉
得
花
』
第
五
条
の
序
破
急
成
就
説
に
つ
い
て
ｌ
禅
竹
に
お
け
る
受
容
を
含
め
て
」
は
、
『
拾
玉
得
花
」
第
五
条
の
序
破
急
説
に
つ
い
て
、
序
・
破
・
急
そ
れ
ぞ
れ
の
性
質
や
具
体
的
内
容
を
説
か
ず
、
そ
の
正
し
い
展
開
と
完
結
、
「
成
就
」
を
強
調
す
る
と
い
う
特
徴
か
ら
、
こ
れ
を
序
破
急
成
就
説
と
呼
び
、
晩
年
の
世
阿
弥
が
序
破
急
成
就
説
に
よ
っ
て
能
の
全
体
を
統
合
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
、
第
五
条
に
同
書
他
条
の
説
が
引
き
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
と
す
る
。
ま
た
、
こ
の
第
五
条
の
序
破
急
成
就
説
は
、
禅
竹
が
六
輪
一露説で住輪を「落居」「成就」の位とすることや、。風．
｜
音
」
な
ど
に
上
三
輪
が
備
わ
る
と
す
る
禅
竹
の
論
に
も
影
響
を
与
え
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お
り
、
「
心
性
の
序
破
急
」
な
ど
演
技
の
基
底
に
あ
る
役
者
の
心
を
帥問題とする点も禅竹の。露」に影響していると論じる。
一一一宅晶子「軍体と砕動風ｌ「拾玉得花』我意分説をめぐっ
て」は、三体論の軍体は当初、修羅というよりは「勢へる」
事
を
演
じ
る
人
体
昌
至
花
道
』
）
で
、
そ
の
用
風
が
「
身
動
足
踏
の
生
曲
」
「
砕
動
風
」
に
あ
た
る
よ
う
に
鬼
の
演
技
と
共
通
し
て
い
た
の
に
対し、「拾玉得花』の我意分説では、多くの秀曲が生まれた
修羅能を念頭に軍体が修羅能の人体とされ、砕動風は鬼人体
と物狂に応用可能な優れた用風であるという認識に立ってわ
かりやすく現実的な演技論を展開させているとする。以上が、
「能と狂言」の「拾玉得花』特集。
さ
て
、
重
田
み
ち
は
、
「
花
伝
』
の
増
補
部
分
を
推
定
し
つ
つ
、
世
阿
弥
の
思
想
と
そ
の
変
遷
を
問
題
に
す
る
論
文
を
相
次
い
で
出
し
て
い
る
。
三
風
姿
花
伝
」
の
完
成
と
世
阿
弥
の
思
想
Ｉ
増
阿
弥
の
存
在
の
か
か
わ
り
の
可
能
性
」
ｓ
芸
能
史
研
究
」
皿
。
１
月
）
で
は
、
義
持
の
周
辺
で
増
阿
弥
が
活
躍
し
田
楽
新
座
の
地
位
が
上
が
っ
た
時
代
に
奥
義
篇
が
増
補
さ
れ
た
と
想
定
、
奥
義
篇
の
「
十
分
に
七
八
分
極
め
た
ら
ん
上
手
」
は
増
阿
弥
を
示
唆
し
、
増
阿
弥
が
必
ず
し
も
地
方
の
観
客
や
庶
民
に
人
気
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
状
況
が
世
阿
弥
の
衆
人
愛
敬
論
に
反
映
し
て
い
る
と
推
測
。
世
阿
弥
は
能
の
芸
の
道
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の
書
と
し
て
「
風
姿
花
伝
』
を
完
成
さ
せ
て
お
り
、
背
景
に
は
田
楽
新
座
の
下
位
に
立
た
さ
れ
た
自
座
の
存
続
へ
の
危
機
感
が
あ
る
も
の
の
、
奥
義
篇
に
は
増
阿
弥
へ
の
ラ
イ
バ
ル
視
を
昇
華
し
た
境
涯
も
あ
ら
わ
れ
て
いると論じる。
ま
た
、
弓
花
伝
』
「
奥
義
」
執
筆
の
契
機
と
意
図
１
世
阿
弥
能
楽
論
に
お
け
る
「
風
体
」
「
十
体
上
会
日
本
文
学
』
弱
。
２
月
）
は
、
増
補
部
分
を
除
い
た
当
初
の
奥
義
篇
で
最
も
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
幽
玄
の
風
体
の
修
得
よ
り
も
十
体
修
得
論
で
あ
り
、
座
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
観
世
座
の
保
守
的
な
役
者
に
対
し
、
古
来
の
大
和
猿
楽
の
芸
と
い
う
既
成
概
念
に
囚
わ
れ
ず
様
々
な
風
体
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
と
す
る
。
ま
た
、
当
初
の
奥
義
篇
に
お
け
る
十
体
修
得
論
や
「
風
体」の語については、「定家十体」「愚秘抄」などの歌論にみ
える「十体」や「風体」の影響を想定する。
同
「
世
阿
弥
能
楽
論
の
「
人
体
」
「
老
体
」
の
概
念
形
成
」
含
国
語
国
文
』
。
３
月
）
に
お
い
て
、
「
人
体
」
概
念
に
つ
い
て
も
歌
論
で
の
「風体」の語がもとになって「花伝』「花修」草稿執筆段階で
形
成
さ
れ
た
と
し
、
そ
れ
は
「
心
身
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
状
態
や
基
本
的
な
姿
勢
及
び
挙
措
が
周
囲
か
ら
視
覚
的
に
捉
え
ら
れ
る
、
演
ず
る
対
象
の
身体」を指すという。また、「花修」での「幽玄」「強き」の
二分類が一一曲一一一体説の「女体」「軍体」にほぼ相当する一方、
一一曲三体説での「老体」概念は、〈弓八幡〉など世阿弥の作能
の
開
拓
に
応
じ
て
智
者
と
し
て
の
肯
定
的
老
人
像
と
結
び
つ
き
つ
つ
形
成
さ
れ
た
と
論
じ
る
。
同
「
世
阿
弥
能
楽
論
の
将
来
文
化
的
文
体
の
特
徴ｌ「花鏡』「音曲口伝』の執筆時期」（『鏡仙』柵。３月）は、
世
阿
弥
が
禅
や
儒
学
の
知
識
を
積
極
的
に
受
容
す
る
義
持
時
代
以
降
の
能
楽
論
に
、
対
表
現
や
、
「
｜
調
二
機
三
声
」
の
よ
う
な
三
種
並
列
表
現が多いことを大陸からの将来文化的文体と評価、『花鏡』
や
「
音
曲
口
伝
』
に
も
こ
う
し
た
特
徴
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
執
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筆
開
始
時
期
は
義
持
時
代
以
降
、
応
永
十
五
年
以
降
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
す
る
。
執
筆
時
期
を
推
測
す
る
際
の
決
定
打
に
な
る
よ
う
な
証
拠
で
は
な
い
が
、
文
体
の
問
題
が
世
阿
弥
の
思
想
的
変
遷
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
、
玉
村
恭
「
天
・
地
・
人
を
つ
な
ぐ
も
の
ｌ
世
阿
弥
コ
調二機三声」をめぐって」（「美学藝術学研究』妬）は、「｜調
二
機
三
声
」
の
「
機
」
概
念
に
つ
い
て
、
気
と
同
義
で
あ
り
「
息
に
主
体
的
意
志
の
加
わ
っ
た
も
の
」
（
日
本
思
想
大
系
「
世
阿
弥
禅
竹
』
の
注
）
と
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
、
心
を
持
つ
存
在
と
演
者
と
の
感
応
と
い
う
要
素
を
重
視
し
、
発
声
者
の
主
体
性
に
還
元
さ
れ
な
い
、
観
客
な
ど
他
者
性
の
契
機
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
論
じ
る
思
想
的
考
察
。
沢
野
加
奈
「
世
阿
弥
伝
書
に
み
る
「
鬼
」
の
習
道
Ｉ
下
三
位
の
芸
風
解釈の視点から」（「演劇学論叢』８．８月）は、『六義」の頌
曲に対する強細風の配当について、上一一一花から却来して上三
花
の
定
位
の
ま
ま
下
三
位
へ
と
下
っ
た
芸
風
が
示
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
。
こ
の
却
来
は
「
三
道
」
で
禁
じ
ら
れ
る
力
動
風
鬼
と
は
異
な
る
、
修
練
の
後
に
演
じ
う
る
と
さ
れ
る
鬼
の
位
置
づ
け
に
見
合
っ
た
習
道
体
系
で
、
そ
の
鬼
の
強
き
芸
風
に
は
、
「
六
義
」
頌
曲
に
み
る
強
細
風
の
「
和
ら
ぎ
て
負
け
ぬ
」
と
い
う
解
釈
が
あ
て
は
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
論である。
ま
た
、
天
野
文
雄
「
世
阿
弥
の
和
歌
的
教
養
と
「
申
楽
談
儀
」
の
「す、め歌」」（「鏡仙」棚。５月）は、応永二十九年霜月に世
阿
弥
が
天
神
の
霊
夢
に
よ
っ
て
「
す
、
め
歌
」
の
点
者
に
な
っ
た
と
い
う
「
申
楽
談
儀
」
に
み
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
応
永
期
の
歌
壇
の
動
向
か
ら
読
む
も
の
で
、
細
川
満
元
の
被
官
、
横
越
元
久
の
名
も
散
見
さ
れ
る
歌
僧
尭
孝
の
歌
日
記
「
慕
風
愚
吟
集
」
に
は
、
神
仏
へ
の
結
縁
を
促
す
た
め
の
詠
作
を
「
す
、
め
」
る
こ
と
を
詞
書
に
う
た
う
「
す
画
め
歌
」
と
同
様
な
言
い
回
し
が
多
く
見
出
せ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
頗
る
興
味
深
い
。
世
阿
弥
は
「
東
風
吹
か
ば
」
の
歌
に
基
づ
く
冠
歌
に
点
を
取
っ
て
い
る
が
、
応
永
二
十
一
年
の
義
持
の
北
野
参
篭
を
契
機
に
詠
作
さ
れ
た
『
北
野
詠
十
五
首
和
歌
」
で
も
、
「
南
無
天
満
大
自
在
天
神
」
の
十
五
音
を
冒
頭
に
置
い
た
歌
が
北
野
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
【能楽史研究】
こ
の
年
の
能
楽
史
研
究
に
関
す
る
論
文
は
、
内
容
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
対
象
と
す
る
時
代
も
古
代
か
ら
近
代
ま
で
ほ
ぼ
満
遍
な
く
見
ら
れ
た
。
ま
ず
時
代
の
古
い
も
の
か
ら
。
山
路
興
造
「
「
楽
戸
」
の
伝
流
」
Ｓ
芸
能
史
研
究
」
Ⅵ
）
は
へ
近
年
に
は
め
ず
ら
し
く
、
大
和
猿
楽
の
座
の
起
源
に
関
す
る
問
題
を
取
り
上
げ
た
論
考
。
古
代
の
大
和
に
お
い
て
、
楽
戸
が
杜
屋
郷
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
地
が
現
在
の
蔵
堂
・
味
間
・
笠
形
付
近
に
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
中
世
、
猿
楽
座
が
置
か
れ
て
い
た
竹
田
庄
も
、
古
代
の
壮
屋
郷
内
の
一
部
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
そ
の
所
在
地
の
一
致
か
ら
、
中
世
の
猿
楽
座
を
古
代
の
楽
戸
の
継
承
と
見
る
点
が
新
し
い
が
、
古
代
の
杜
屋
郷
と
中
世
の
竹
田
庄
と
の
場
所
の
一
致
は
さ
ほ
ど
明
確
で
は
な
く
、
な
お
補
強
史
料
が
欲
し
い
と
こ
ろ
。
同
じ
く
、
古
代
か
ら
中
世
に
い
た
る
能
楽
の
前
史
を
取
り
上
げ
る
の
が
、
田
口
和
夫
「
田
楽
・
猿
楽
と
説
話
ｌ
能
楽
大
成
前
夜
の
芸
能
再
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考
」
Ｓ
説
話
論
集
』
第
十
五
集
）
で
あ
る
。
『
今
昔
物
語
集
』
「
宇
治
拾
遺物語」などの説話集に見える田楽・猿楽に関する記事の検
討
か
ら
、
芸
能
を
取
り
巻
く
寺
社
の
場
と
注
釈
・
談
義
の
世
界
と
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
し
、
論
の
後
半
で
は
貞
和
五
年
の
四
条
河
原
に
お
け
る
勧
進
田
楽
、
春
日
若
宮
臨
時
祭
に
お
け
る
猿
楽
・
田
楽
の
能
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
特
に
後
者
の
若
宮
臨
時
祭
に
関
す
る
詳
細
な
考
察
が
目
を
引
き
、
巫
女
に
猿
楽
を
指
導
し
た
「
ト
ウ
大
夫
」
に
つ
い
て
宇
治
猿
楽
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
な
ど
新
見
が
多
い
。
な
お
、
田
楽
を
勤
め
た
禰
宜
に
つ
い
て
、
「
常
住
神
殿
守
で
若
宮
方
の
禰
宜
」
と
す
る
が
、
若
宮
方
の
禰
宜
で
常
住
神
殿
守
を
勤
め
た
の
は
若
宮
・
和
上
谷
家
の
二
家
の
み
で
、
こ
こ
は
単
に
「
若
宮
方
の
禰
宜
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
。
む
し
ろ
拝
殿
禰
宜
の
神
楽
男
と
の
関
連
に
注
目
す
る
必
要
が
あろう。
続
い
て
世
阿
弥
関
係
。
天
野
文
雄
「
世
阿
弥
と
い
う
名
前
Ｉ
能
役
者
の阿弥号の意味と由来」（「能と狂言』４）は、世阿弥をはじ
め
と
す
る
義
満
時
代
の
能
役
者
の
阿
弥
号
を
問
題
と
す
る
論
考
で
、
能
役
者
へ
の
阿
弥
号
付
与
が
義
満
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
田
楽
の
喜
阿
弥
や
猿
楽
の
観
阿
弥
も
義
満
の
命
名
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
阿
弥
号
は
義
満
周
辺
に
近
侍
し
た
遁
世
者
の
そ
れ
に
由
来
し
、
義
満
の
御
用
役
者
た
る
こ
と
を
示
す
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
な
「
擬
法
名
的
」
称
号
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
る
。
阿
弥
号
の
解
釈
に
は
じ
ま
っ
て
、
義
満
周
辺
の
御
用
役
者
に
よ
る
演
能
環
境
ま
で
も
視
野
に
入
れ
た
論
考
で
、
こ
の
年
の
能
楽
史
研
究
の
重
要
な
成
果
の
一
つ
。
な
お
、
能
役
者
の
阿
弥
号
に
つ
い
て
は
、
「
擬
法
名
的
芸
名
」
と
す
る
の
が
香
西
精
以
来
の
通
説
で
、
本
稿
で
も
そ
れ
に
従
っ
て
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
申
楽
談
儀
』
に
お
い
て
、
観
阿
弥
と
道
阿
弥
に
は
そ
れ
が
法
名
で
あ
る
と
の
注
記
が
あ
る
の
に
、
田
楽
の
喜
阿
弥
に
は
そ
の
注
記
が
な
い
こ
と
に
関
し
、
喜
阿
弥
だ
け
は
俗
体
の
ま
ま
で
出
家
号
を
名
乗
っ
て
い
た
（
す
な
わ
ち
喜
阿
弥
の
阿
弥
号
は
擬
法
名
的
芸
名
で
あ
っ
た
）
と
す
る
香
西
説
を
支
持
し
て
い
る
。
し
か
し
、
田
楽
の
正
式
な
座
衆
は
法
体
と
な
る
の
が
決
ま
り
で
あ
っ
た
か
ら
、
喜
阿
弥
を
俗
体
と
し
、
こ
れ
を
擬
法
名
的
芸
名
と
見
る
の
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
田
楽
役
者
に
よ
る
法
体
の
阿
弥
号
が
先
に
あ
っ
て
、
そ
れ
が
猿
楽
役
者
に
及
び
、
擬
法
名
的
芸
名
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろうか。
同
「
世
阿
弥
配
流
の
理
由
を
再
考
す
る
」
ｓ
お
も
て
』
胡
。
３
月
）
は
、
世
阿
弥
の
佐
渡
配
流
に
つ
い
て
、
義
勝
誕
生
を
祝
し
て
日
野
義
資
邸
に
参
賀
し
た
僧
俗
が
処
罰
さ
れ
た
永
享
六
年
二
月
の
事
件
が
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
可
能
性
を
論
じ
る
。
そ
の
事
件
が
世
阿
弥
配
流
三
ヶ
月
前
の
出
来
事
で
あ
る
こ
と
、
『
五
音
」
所
収
の
「
太
子
曲
舞
」
に
、
義
勝
誕
生
の
際
に
文
句
を
改
訂
し
て
謡
っ
た
と
の
注
記
が
見
え
る
こ
と
を
主
要
な
根
拠
と
す
る
。
「
太
子
曲
舞
」
の
謡
の
注
記
が
は
た
し
て
日
野
義
資
邸
参
賀
の
折
の
も
の
か
ど
う
か
、
ま
た
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
な
ぜ
世阿弥だけが配流という極めて重い処罰を受けたのか、など、
問
題
点
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
従
来
の
通
説
に
対
す
る
貴
重
な
問
題提起となっている。
室
町
後
期
の
能
楽
史
に
関
す
る
論
考
は
、
田
口
和
夫
「
寛
正
五
年
糺
河原勧進猿楽追考（二）」（文教大学「文学部紀要』四１２。
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３
月
）
の
一
本
の
み
。
近
年
紹
介
さ
れ
た
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
紙
背
文
書
に
見
え
る
、
寛
正
五
年
の
糺
河
原
勧
進
猿
楽
に
関
す
る
新
出
文
書
を
取
り
上
げ
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
「
河
原
勧
進
猿
楽
記
』
の
記
述
を
補
う
好
資
料
で
あ
る
と
す
る
。
桟
敷
を
設
営
し
な
が
ら
も
、
結
局
、
神
木
動
座
の
た
め
に
見
物
が
叶
わ
な
か
っ
た
大
乗
院
門
主
尋
尊
の
思
い
や
、
そ
の
上
洛
を
押
し
と
ど
め
よ
う
と
す
る
周
囲
の
反
応
を
具
体
的
に
述べる。
続
い
て
、
戦
国
か
ら
安
土
桃
山
期
。
松
岡
心
平
「
能
に
お
け
る
安
土
桃
山
ｌ
『
也
足
詞
書
和
歌
」
に
み
え
る
古
津
宗
印
」
Ｓ
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
。
皿
月
）
は
、
観
世
長
俊
の
子
で
、
後
に
武
士
と
な
り
古
津
姓
を
名
乗
っ
た
能
役
者
古
津
宗
印
の
事
跡
に
つ
い
て
の
論
考
。
宗
印
が
亡
く
な
っ
た
時
に
追
悼
の
文
と
和
歌
を
記
し
た
中
院
通
勝
の
『
也
足
詞
書
和
歌
」
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
全
文
を
紹
介
し
、
通
勝
と
宗
印
と
の
交
流
、
さ
ら
に
彼
ら
の
交
流
の
背
景
と
し
て
、
細
川
幽
斎
を
め
ぐ
る
文
化
圏
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
宗
印
の
古
津
姓
に
つ
い
て
、
若
狭
の
武
士
古
津
氏
と
の
関
係
を
想
定
す
る
な
ど
、
傾
聴
す
べ
き
新
見
が
多
い
。
小
林
英
一
「
本
願
寺
遠
忌
能
の
は
じ
ま
り
」
（
京
都
観
世
会
館
「
能
」
。
５
月
）
は
、
「
私
心
記
』
に
見
え
る
永
禄
四
年
閏
三
月
の
春
日
大
夫
に
よ
る
本
願
寺
で
の
演
能
が
、
親
鴬
の
三
百
回
忌
に
伴
う
催
し
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
「
御
開
山
様
三
百
御
年
忌
御
仏
中
御
能
』
を
も
と
に
確
認
す
る
。
他
に
、
徳
川
家
の
謡
初
を
取
り
上
げ
た
論
考
も
あ
っ
た
。
平
野
明
夫
「戦国・織豊期徳川氏の謡初」ｓ戦国織豊期の社会と儀礼」
吉
川
弘
文
館
。
４
月
）
が
そ
れ
で
、
徳
川
家
に
お
け
る
謡
初
が
年
中
行
事
化
し
た
時
期
と
、
催
し
と
し
て
の
意
味
・
性
格
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
徳
川
家
の
謡
初
は
、
「
朝
野
旧
聞
衷
藁
』
に
「
永
禄
之
御
謡
初
之
帳
」
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
永
禄
四
・
五
年
に
は
開
始
さ
れ
て
い
た
と
の
説
が
天
野
文
雄
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
が
弓
徳
川
家
初
期
の
謡
初
」
『
上
田
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
７
．
昭
和
五
十
九
年
）
、
平
野
稿
で
は
「
永
禄
之
御
謡
初
之
帳
」
の
史
料
批
判
を
行
い
、
永
禄
期
の
史
料
と
し
て
は
疑
問
が
多
く
、
後
世
に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
。
元
亀
二
年
の
観
世
父
子
の
浜
松
下
向
を
契
機
と
し
て
、
謡
初
が
年
中
行
事
化
し
た
か
と
す
る
。
ま
た
、
戦
国
・
織
豊
期
の
徳
川
家
の
謡
初
は
、
家
臣
団
が
一
堂
に
会
し
、
官
途
成
や
受
領
成
が
披
露
さ
れ
る
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
の
続
篇
と
も
言
う
べ
き
論
が
、
同
「
江
戸
幕
府
の謡初」（「徳川権力の形成と発展』岩田書院。ｎ月）で、『酒
井
家
本
江
戸
幕
府
日
記
」
の
慶
安
元
年
の
記
事
を
基
に
、
謡
初
の
式
次
第
を
詳
細
に
記
述
し
、
列
席
者
の
概
要
と
そ
の
席
次
、
御
銚
子
御
酌
や
披
露
役
な
ど
の
役
職
者
に
つ
い
て
、
時
代
と
と
も
に
ど
の
よ
う
な
変
遷
が
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
、
戦
国
・
織
豊
期
の
徳
川
家
の
謡
初
に
際
し
て
行
わ
れ
て
い
た
家
臣
の
官
途
成
・
受
領
成
の
披
露
が
、
江
戸
期
の
謡
初
で
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
理
由
と
し
て
、
徳
川
氏
の
権
力
が
一
大
名
か
ら
公
的
な
統
一
権
力
へ
と
変
化
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
す
る
。
近
世
能
楽
史
に
関
す
る
論
考
は
、
次
の
六
本
が
管
見
に
入
っ
た
。
ま
ず
、
中
司
由
起
子
「
勧
進
能
小
考
ｌ
『
わ
ら
ん
べ
草
」
四
十
五
段
よ
り
」
ｓ
芸
能
の
科
学
一
羽
。
３
月
）
。
大
蔵
虎
明
の
『
わ
ら
ん
べ
草
」
に
見
え
る
勧
進
能
関
係
の
記
事
を
取
り
上
げ
、
興
行
日
数
の
変
遷
、
見
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席
の
区
画
割
り
へ
の
狂
言
師
の
関
与
、
楽
屋
の
席
次
に
お
け
る
争
論
則などについて、他の関連資料と照らし合わせて考察する。多
岐
に
わ
た
る
問
題
を
取
り
上
げ
る
た
め
、
論
が
や
や
散
漫
に
な
っ
て
い
るのが惜しい。
能
役
者
の
事
跡
研
究
に
は
、
宮
本
圭
造
「
研
究
余
滴
喜
多
古
七
大
夫
の
父
親
」
（
「
日
本
古
典
文
学
会
々
報
別
冊
』
。
ｎ
月
）
、
中
尾
薫
「
田
安
宗
武
と
観
世
元
章
ｌ
「
甲
子
夜
話
』
の
記
事
を
中
心
に
」
ｓ
叙
説
」
羽
。
３
月
）
が
あ
っ
た
。
宮
本
稿
は
、
松
永
貞
徳
と
交
流
の
あ
っ
た内堀道益なる人物に着目して、従来素性が明確でなかった
喜多古七大夫の父親「内堀」「道春」との関係を探った小論
で、あわせて古七大夫が亡父五十回忌追善能を催した記録を
紹
介
し
、
古
七
大
夫
の
父
親
の
没
年
に
つ
い
て
の
新
見
を
提
示
す
る
。
中
尾
稿
は
、
「
甲
子
夜
話
』
に
見
え
る
観
世
元
章
と
田
安
宗
武
と
の
交
渉
を
示
す
記
事
を
紹
介
・
検
討
し
、
「
白
妙
」
の
銘
を
持
つ
女
面
が
田
安
宗
武
の
好
み
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
の
記
事
に
着
目
、
出
目
友
水
と
観
世
元
章
と
の
交
流
に
も
言
及
す
る
。
中
尾
薫
に
は
他
に
「
明
和
改
正
謡
本
と
加
藤
枝
直
ｌ
「
謡
曲
改
正
草
案
頓
』
の
再
検
討
か
ら
」
Ｓ
芸
能
史
研
究
』
皿
）
も
あ
り
、
謡
本
の
詞
章
改
訂
案
を
記
し
た
加
藤
枝
直
の
「
謡
曲
改
正
草
案
頓
』
を
取
り
上
げ
、
同
書
に
見
え
る
改
訂
案
の
個
々
の
例
を
子
細
に
検
討
し
て
、
枝
直
に
よ
る
詞
章
改
訂
が
数
次
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
枝
直
の
意
見
が
か
な
り
明
和
改
正
謡
本
に
反
映
さ
れ
て
お
り
、
詞
章
改
訂
に
及
ぼ
し
た
枝
直
の
役
割
が
決
し
て
小
さ
く
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
他
、
地
方
の
能
楽
史
を
取
り
上
げ
た
も
の
に
、
五
島
邦
治
「
御
戸
代
神
事
能
と
猿
楽
能
」
二
上
賀
茂
の
も
り
・
や
し
ろ
．
ま
つ
り
」
思
文
閣
出
版
。
６
月
）
、
飯
塚
恵
理
人
「
三
須
錦
吾
家
・
山
本
東
次
郎
家
の
代
々
ｌ
岡
藩
の
能
楽
関
係
資
料
」
会
椙
山
国
文
学
」
釦
。
３
月
）
が
あ
っ
た
。
五
島
稿
は
、
上
賀
茂
社
で
行
わ
れ
た
御
戸
代
会
の
神
事
能
の
中
世
か
ら
近
世
に
い
た
る
歴
史
を
辿
っ
た
も
の
で
、
数
年
間
に
及
ぶ
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
の
調
査
に
基
づ
き
、
室
町
後
期
か
ら
江
戸
初
期
の
算
用
状
、
江
戸
前
期
の
矢
田
大
夫
の
書
状
、
江
戸
中
期
の
「
御
戸
代
会
御
神
事
御
能
禄
米
請
取
状
」
な
ど
の
新
資
料
を
紹
介
。
江
戸
前
期
に
は
す
で
に
上
賀
茂
社
神
事
能
に
お
け
る
矢
田
大
夫
の
地
位
は
名
目
の
み
と
な
り
、
実
際
の
演
能
は
京
都
の
町
役
者
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
と
す
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
上
賀
茂
社
の
神
事
能
に
つ
い
て
は
、
早
く
「
観
世
』
昭
和
三
十
五
年
六
月
号
に
井
上
頼
寿
「
京
都
上
賀
茂
社
の
水
無
月
能
」
と
題
す
る
先
行
研
究
が
あ
り
、
江
戸
期
の
上
賀
茂
社
の
日
記
に
見
え
る
神
事
能
の
記
事
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
飯
塚
稿
は
、
岡
藩
旧
藩
主
の
中
川
家
に
伝
わ
っ
た
藩
士
の
家
譜
か
ら
、
小
鼓
三
須
家
・
狂
言
山
本
家
の
分
を
翻
刻
・
紹
介
し
た
も
の
で
、
岡
藩
に
お
け
る
能
が
坊
主
方
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
。
三
須
・
山
本
家
以
外
に
も
、
坊
主
方
と
し
て
演
能
活
動
に
従
事
し
た
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
、
他
家
の
分
も
あ
わ
せ
て
の
紹
介
を
お
願
い
し
た
い
。
そ
の
他
、
広
く
能
楽
史
に
関
わ
る
問
題
を
取
り
上
げ
た
も
の
に
、
天
野文雄「能を「乱舞」と呼ぶこと」（「おもて』皿。Ｅ月）、
和
田
充
弘
二
謡
曲
画
誌
」
詞
書
部
分
の
考
察
」
ｓ
文
化
史
学
」
肥
。
ｎ
月
）
が
あ
っ
た
。
前
者
は
、
江
戸
時
代
に
能
の
呼
称
と
し
て
用
い
ら
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「
乱
舞
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
の
考
証
。
乱
舞
の
用
例
を
博
捜
し
て
、
天
文
年
間
に
は
す
で
に
そ
う
呼
ん
だ
例
が
見
ら
れ
る
と
し
、
明
治
初
期
ま
で
の
用
例
を
紹
介
す
る
。
後
者
は
享
保
十
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
謡
曲
画
誌
』
に
見
え
る
中
村
三
近
子
に
よ
る
詞
書
の
内
容
を
検
討
し
た
も
の
で
、
近
世
の
謡
曲
享
受
史
に
関
わ
る
論
。
曲
の
内
容
の
解
説
よ
り
も
、
む
し
ろ
故
事
や
名
所
の
考
証
、
道
徳
規
範
や
夫
婦
の
情
愛
な
ど
を
重
視
し
た
解
説
が
な
さ
れ
て
お
り
、
教
養
書
と
し
て
の
側
面
が
窺
え
る
と
す
る
。
ま
た
、
能
楽
の
み
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
「
芸
能
史
研
究
』
捌
号
（
４
月
）
に
掲
載
の
茶
湯
研
究
会
「
近
衛
信
尋
消
息
並
後
水
尾
院
天
皇
勘
返
状
」
も
、
近
衛
信
尋
と
後
水
尾
天
皇
と
の
間
に
遣
り
取
り
さ
れ
た
芸
能
・
文
芸
に
関
す
る
書
状
の
翻
刻
・
紹
介
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
中
に
は
、
渋
谷
対
馬
や
狂
言
師
の
五
郎
左
衛
門
（
山
脇
和
泉
）
な
ど
の
名
前
が
見
え
、
御
所
で
の
演
能
に
関
わ
る
興
味
深
い
記
事
が少なくない。
近
代
能
楽
史
を
取
り
上
げ
た
も
の
に
は
、
「
梅
若
実
日
記
』
に
関
す
る
も
の
が
一
本
あ
っ
た
ほ
か
、
地
方
の
能
楽
に
関
す
る
論
考
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
た
。
ま
ず
は
前
者
か
ら
。
別
府
真
理
子
二
梅
若
実
日
記
」
に
見
る
三
井
家
と
岩
崎
家
」
（
武
蔵
野
大
学
『
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要』Ⅳ。３月）は、一一一井・三菱財閥の一族が梅若実とどう関
わ
っ
て
い
た
の
か
を
、
表
題
の
日
記
を
も
と
に
論
述
し
た
も
の
。
三
井
一
族
に
つ
い
て
は
、
北
家
・
小
石
川
家
・
伊
Ⅲ
子
家
の
家
ご
と
に
、
梅
若
実
へ
の
入
門
の
時
期
や
具
体
的
な
演
能
の
活
動
を
整
理
し
、
各
家
に
よ
っ
て
梅
若
実
と
の
親
密
さ
や
演
能
に
対
す
る
熱
意
に
大
き
な
相
違
が
あ
り
、
三
井
得
右
衛
門
の
よ
う
に
、
観
世
清
廉
と
よ
り
親
密
な
関
係
を
持
つ
も
の
も
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
三
菱
財
閥
の
岩
崎
家
に
つ
い
て
は
、
梅
若
実
と
の
家
族
ぐ
る
み
の
親
交
が
顕
著
に
窺
え
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
な
お
、
こ
の
別
府
稿
と
も
関
わ
る
の
が
、
同
誌
連
載
の
初
代
梅
若
実
資
料
研
究
会
「
梅
若
六
郎
家
蔵
『
門
入
性
名
年
月
扣
』
翻
刻
お
よ
び
人
名
解
説
」
で
、
今
号
に
は
明
治
十
五
年
か
ら
二
十
年までの入門者を収める。
一
方
、
地
方
の
能
楽
に
関
し
て
は
、
飯
塚
恵
理
人
に
よ
り
、
名
古
屋
を
中
心
と
す
る
近
代
能
楽
史
の
論
が
近
年
相
次
い
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。
「明治期の名古屋能楽界」会演劇学論叢」８）は、維新後から
明
治
四
十
年
代
ま
で
の
名
古
屋
の
能
界
の
様
相
を
、
興
行
の
シ
ス
テ
ム
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
し
た
も
の
で
、
明
治
十
年
代
後
半
、
大
商
家
の
経
済
力
の
衰
退
と
と
も
に
、
シ
テ
方
の
東
京
・
大
阪
へ
の
移
住
の
動
き
が
進
み
、
明
治
三
十
年
代
に
な
る
と
、
「
九
日
会
」
「
名
古
屋
能
楽
会
」
と
い
っ
た
組
織
が
形
成
さ
れ
、
「
東
西
知
名
ノ
能
楽
家
ヲ
招
聰
シ
」
て
能
を
催
す
と
い
う
体
制
が
出
来
上
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
飯
塚
恵
理
人
に
は
他
に
、
三
味
線
入
り
の
今
様
の
能
で
あ
る
吾
妻
能
が
、
な
ぜ
「
能
」
を
標
梼
し
た
の
か
を
、
当
時
の
人
々
の
能
や
浄
瑠
璃
・
長
唄
に
対
す
る
意
識
の
相
違
か
ら
探
ろ
う
と
し
た
。
吾
妻
能
」
の
周
辺
」
亀
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
（
人
文
科
学
篇
）
』
〃
。
３
月）もある。
そ
の
他
に
は
、
槻
宅
聡
「
松
江
の
進
藤
流
に
つ
い
て
」
二
観
世
』
６．７月）が、松江における近代能楽史の一駒を取り上げる。
維
新
後
に
廃
絶
し
た
進
藤
流
の
謡
が
、
昭
和
三
十
年
代
頃
ま
で
松
江
近
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辺
に
お
い
て
盛
ん
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
報
告
し
、
実
地
調
査
に
基
づ
い
て
、
町
人
や
村
人
の
間
に
進
藤
流
の
謡
が
広
ま
っ
て
い
た
様
子
を
明
ら
か
に
す
る
。
明
治
三
十
五
年
に
松
江
の
人
形
商
長
廻
忠
右
衛
門
に
よ
っ
て
進
藤
流
の
稽
古
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
も
興
味
深い。一方
、
文
人
と
能
と
の
関
わ
り
か
ら
、
近
代
能
楽
史
の
一
面
に
光
を
当てるのが、乙幡英剛「「病林六尺』第一一一十一一一回の構造ｌ子
規
と
雑
誌
「
能
楽
」
に
関
す
る
一
考
察
」
（
「
二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢
」
刀
。
皿
月
）
で
あ
る
。
新
聞
連
載
「
病
林
六
尺
』
の
う
ち
、
能
に
言及する記事ｌ中でも雑誌「能楽』の発行に触れた第三十一一一
回
の
記
事
ｌ
を
取
り
上
げ
て
、
子
規
が
能
楽
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
も
っ
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
。
能
面
・
舞
台
に
関
す
る
論
考
も
、
便
宜
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
。
乾
武
俊
「
享
禄
三
年
銘
の
若
い
女
面
」
（
『
民
俗
芸
能
研
究
』
Ⅲ
。
９
月
）
は
、
面
裏
に
「
日
光
神
常
住
」
と
享
禄
三
年
の
年
記
が
あ
る
女
面
を
紹
介
し
、
他
の
古
作
の
女
面
と
の
造
形
の
比
較
を
試
み
る
。
紀
年
銘
の
あ
る
古
作
の
女
面
と
し
て
注
目
す
べ
き
遺
品
で
あ
る
が
、
能
に
用
い
ら
れ
た
面
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
、
伝
来
な
ど
も
定
か
で
な
い
と
い
う
。
保
田
紹
雲
「
補
遺
２
・
因
州
侯
（
鳥
取
藩
池
田
家
）
旧
蔵
能
面
に
関
す
る
考
察
」
ｓ
名
古
屋
芸
能
文
化
」
坊
）
は
、
表
題
に
あ
る
と
お
り
、
鳥
取
池
田
藩
旧
蔵
面
に
つ
い
て
の
続
考
。
焼
き
印
や
面
の
入
手
経
路
な
ど
に
つ
い
て
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
深
読
み
に
過
ぎ
る
と
こ
ろ
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
保
田
氏
に
は
他
に
、
諸
家
に
伝
わ
る
「
蛇
口
」
面
の
型
を
比
較
し
た
小
論
「
能
面
「
蛇
口
」
追
跡
（
そ
の
二
」
（
『
東
海
能
楽
研
究
会
年報』Ⅲ。３月）もある。
続
い
て
、
能
舞
台
関
係
の
論
考
。
ま
ず
、
李
珍
鏑
「
能
の
橋
掛
り
考」（「総合芸術としての能」⑫。８月）。能舞台の橋掛りの
向
き
に
つ
い
て
、
方
位
と
の
関
係
を
考
察
し
た
論
。
橋
掛
り
が
西
の
方
角
に
向
か
っ
て
延
び
て
い
る
の
は
、
そ
の
方
角
が
西
方
浄
土
に
通
じ
る
た
め
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
中
世
の
能
舞
台
は
御
殿
の
南
庭
に
設
け
ら
れ
た
例
が
多
く
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
橋
掛
り
の
方
角
は
西
方
で
は
な
く
東
方
に
な
る
。
論
の
前
提
そ
の
も
の
に
無
理
が
あ
ろ
う
。
他
に
丹
波
地
方
の
能
舞
台
に
関
す
る
報
告
が
二
本
。
佐
藤
勝
行
・
大
岸
文
夫
「
園
部
町
生
身
天
満
宮
能
舞
台
の
建
築
構
成
に
関
す
る
研
究
」
二
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集
」
。
９
月
）
は
、
生
身
天
満
宮
の
能
舞
台
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
。
明
治
・
大
正
期
の
建
造
で
、
明
治
三
十
五
年
の
天
満
宮
一
千
年
祭
に
際
し
て
造
ら
れ
た
も
の
か
と
す
る
。
同
誌
掲
載
の
佐
藤
・
大
岸
「
福
知
山
市
一
宮
神
社
能
舞
台
の
建
築
構
成
に
関
す
る
研
究
」
は
、
一
宮
神
社
能
舞
台
の
実
測
結
果
の
報
告
。
同
舞
台
は
、
も
と
福
知
山
城
南
側
に
鎮
座
し
た
朝
暉
神
社
に
安
政
四
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
維
新
後
の
明
治
八
年
に
一
宮
神
社
に
移
転
さ
れ
、
そ
の
際
、
橋
掛
り
の
角
度
も
改
め
ら
れ
る
な
ど
し
た
と
い
う
。
地
謡
座
を
ガ
ッ
タ
リ
式
と
す
る
の
も
特
徴
で
、
若
狭
地
方
の
能
舞
台
に
同
様
の
例
が
多
く
見
ら
れ
、
嘉
永
年
間
に
若
狭
小
浜
の
能
役
者
が
来
演
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
影
響
か
と
す
る
。
【作品研究】
この年は源氏千年紀に近づいたため、論文も「源氏物語』
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関
連
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
年
の
作
品
研
究
は
、
主
に
出
典
と
な
っ
た
作
品
ご
と
に
追
っ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
あ
く
ま
で
も
目
安
と
い
う
こ
と
で
、
関
連
論
文
等
は
適
宜
ま
と
め
て
言
及
し
て
い
る
。
ま
ず
は
「
源
氏
物
語
』
関
係
の
能
か
ら
。
天
野
文
雄
「
「
主
題
」
か
ら
み
た
源
氏
物
の
能
概
観
」
（
講
座
源
氏
物
語
研
究
１
「
源
氏
物
語
研
究
の
現
在
」
ｎ
月
）
は
、
『
源
氏
物
語
」
を
素
材
と
し
た
現
行
能
六
曲
に
つ
い
て
主
題
を
概
観
し
、
今
後
の
研
究
の
あ
り
方
と
し
て
、
素
材
と
な
っ
た
『
源
氏
物
語
』
と
能
の
「
作
品
と
し
て
の
「
質
」
の
ち
が
い
こ
そ
が
問
わ
れ
る
べ
き
」
と
結
ぶ
。
な
お
翌
四
年
の
久
富
木
原
玲
「
『
源
氏
物
語
』
と
新
作
能
Ｉ
「
夢
浮
橋
」
「
小
野
浮
舟」「紫上」の世界」（同講座９。一○八頁参照）は、まさに
この提言に応えるような論となっている。
「観世」も、特集曲の中に、〈葵上〉を入れている。松岡心
平「世阿弥能の原点としての「葵上上（２月）は、犬王の〈葵
上〉が世阿弥の〈松風〉改作やその後の女体能、ひいては複式
夢
幻
能
創
出
の
「
隠
さ
れ
た
強
力
な
起
源
」
で
あ
っ
た
と
す
る
。
同
曲
を
「
人
間
の
深
層
心
理
劇
」
と
捉
え
る
視
点
は
従
来
も
あ
っ
た
が
、
世
阿弥に大きな衝撃を与えたく葵上〉は、しかし「霊が直裁に現
れ
る
奇
蹟
劇
」
で
あ
る
点
で
「
夢
の
形
式
を
発
明
し
た
」
後
の
世
阿
弥
には不満となり、「三道』の推奨曲から外されたとの説明は、
新
鮮
で
興
味
深
か
っ
た
。
伊
井
春
樹
「
能
楽
〈
葵
上
〉
と
「
源
氏
物
語」」（４月）は、源氏学者の視点で『源氏物語」と能〈葵上・
野
宮
〉
、
さ
ら
に
三
島
由
紀
夫
の
近
代
能
楽
集
『
葵
上
』
に
お
け
る
六
条
御
息
所
の
人
物
像
を
語
る
。
ま
た
岡
野
守
也
三
葵
上
」
へ
の
心
理
学的アプローチ」（５月）は唯議論や中世の宗教観から、同曲
を
宗
教
劇
と
し
て
読
み
解
く
。
同誌の特集以外では、井上愛「〈野宮〉の六条御息所像試
論
」
含
国
文
目
白
」
妬
。
２
月
）
は
、
御
息
所
の
人
物
像
に
つ
い
て
は
特に新しい視点を提出していないが、むしろ〈野宮〉の作品論
と
し
て
面
白
か
っ
た
。
特
に
、
「
野
宮
の
情
景
を
野
か
ら
森
へ
転
換
」
さ
せ
た
作
者
の
意
図
を
探
る
の
に
、
万
葉
以
来
の
和
歌
を
中
心
と
し
た
文
学
史
の
中
で
森
の
イ
メ
ー
ジ
を
丁
寧
に
捉
え
な
お
し
て
い
る
点
に
好
感
が
も
て
た
。
一
方
、
御
息
所
の
妄
執
に
つ
い
て
、
「
輪
廻
を
断
ち
切
れ
な
い
の
は
逢
瀬
の
思
い
出
で
は
な
」
く
、
「
車
争
い
で
傷
つ
け
ら
れ
た
自
尊
心
と
公
衆
の
面
前
で
の
屈
辱
を
語
る
こ
と
」
こ
そ
が
妄
執
で
あ
る
と
断
言
す
る
根
拠
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
後
場
の
車
争
い
の
部
分
が
内
包
す
る
「
自
虐
的
な
優
艶
さ
」
等
、
舌
足
ら
ず
な
表
現
も
多
少
気
に
なった。
中尾薫「明和本における『源氏物語」享受ｌ〈住吉詣》の改
訂をめぐって」（「演劇学論叢』８）は明和改正謡本研究に主
眼
を
お
く
論
。
明
和
本
に
お
い
て
源
氏
物
全
般
が
ほ
か
の
曲
に
比
べ
て
改訂が少ない点、観世元章による〈住吉詣〉詞章の改訂が『源
氏
物
語
」
本
文
に
拠
る
も
の
で
あ
る
点
、
舞
事
の
改
訂
で
誕
生
し
た
と
思われる小書く悦ノ舞〉や賀茂真淵の『源氏物語」研究や注釈
書
作
成
の
姿
勢
と
の
関
連
に
つ
い
て
な
ど
、
丁
寧
な
調
査
の
結
果
が
よ
く
わ
か
る
が
、
欲
を
言
え
ば
、
明
和
本
と
観
世
元
章
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
詳
細
な
研
究
を
行
っ
て
き
た
著
者
に
は
元
章
が
使
用
し
て
い
た
『
源
氏
物
語
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、
特
定
で
き
な
く
て
も
言
及
し
て
ほ
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。
「
源
氏
物
語
』
に
は
直
接
関
係
な
い
が
、
徳
川
家
が
源
氏
出
身
で
あ
る
と
い
う
当
時
の
理
解
か
ら
、
「
源
氏
」
と
い
う
言
葉
も
明
和
本
で
は
改
訂
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
同
「
明
和
本
に
お
ける「松」と「源氏上（「東海能楽研究会年報」、）があるこ
とも付一一一一口しておく。
こ
の
ほ
か
、
「
人
物
で
読
む
源
氏
物
語
』
の
シ
リ
ー
ズ
に
は
「
文
学
史
の
中
の
「
源
氏
物
語
Ｅ
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
Ⅲ
巻
「
玉
鬘」（５月）と加巻「浮舟』（ｎ月）に、石黒吉次郎「玉鬘と謡
曲」「浮舟と謡曲」が載る。
「伊勢物語』に関わるものは、〈井筒〉〈隅田川〉の論文があ
る
。
山
本
登
朗
「
謡
曲
「
井
筒
」
の
背
景
Ｉ
櫟
本
の
業
平
伝
説
」
ｓ
説
話論集」第十五集）は〈井筒〉に見られる「石上」の「在原
寺
」
が
伊
勢
物
語
古
注
に
見
出
せ
な
い
こ
と
に
着
目
し
、
「
在
原
寺
縁
起
』
な
ど
現
地
の
伝
承
で
石
上
の
北
の
在
原
寺
が
櫟
本
に
位
置
す
る
点
、
〈井筒〉の間狂言では「和州櫟本」と語られる点、現存する在
原
神
社
が
石
上
と
櫟
本
の
境
界
に
位
置
す
る
点
、
第
二
十
三
段
注
に
「
大
和
国
い
ち
の
も
と
」
と
あ
る
『
伊
勢
物
語
宗
印
談
』
に
つ
い
て
、
ほかの記述から同書が謡曲〈井筒〉の影響を受けている点など
を
紹
介
し
、
天
野
文
雄
「
在
原
寺
は
「
廃
嘘
」
に
あ
ら
ず
」
（
「
お
も
て
』
泥
。
平
成
十
五
年
）
を
参
考
に
、
同
曲
の
「
在
原
寺
」
は
現
在
の
櫟
本
の
在
原
神
社
（
在
原
寺
）
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
橋
場
夕
佳三井筒〉に見る伊勢物語絵と能の関連」（「東海能楽研究会
年
報
』
ｕ
は
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
た
伊
勢
物
語
古
注
釈
か
ら
の
影
響
だ
け
で
な
く
、
伊
勢
物
語
関
連
絵
画
と
の
相
関
性
を
考
察
す
る
。
特
に
「
白
描
伊
勢
物
語
絵
巻
」
な
ど
の
井
戸
を
覗
く
構
図
と
ク
セ
と
の
類
似
性に着目する。〈井筒〉の本説研究では、絵画資料に注意が払
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
の
で
、
貴
重
な
指
摘
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
齋
藤
澄
子
「
能
楽
「
隅
田
川
」
に
お
け
る
文
学
的
構
成
と
母
親
の
子
別
れ
に
み
る
心
理
描
写
の
関
係
」
ｓ
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
紀
要
１
・
人
文
科
学
」
側
。
ｎ
月
）
は
、
『
伊
勢
物
語
』
と
の
関
係
や
場
面
の
展
開
に
着
目
し
、
期
待
、
焦
燥
、
絶
望
な
ど
母
親
の
「
こ
こ
ろ
の
推
移
」
が
観
客
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
本
曲
の
特
長
と
す
る
。
梅
若
丸
の
両
親
が
〈班女〉に登場する吉田少将と花子だとする後代の伝説をもと
に
元
雅
の
作
意
を
考
え
る
の
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
式
町
真
紀
子
「
能
〈
隅
田
川
〉
と
オ
ペ
ラ
〈
カ
ー
リ
ュ
ー
・
リ
ヴ
ァー〉ｌ死の構図について」（『日本文学誌要」門。３月）は
〈隅田川〉を原案としたブリテン作のオペラと同曲を比較した
論だが、ここで取り上げておく。あまり行われていない研究
で
あ
る
た
め
斬
新
な
結
論
を
期
待
し
た
が
、
両
作
品
で
死
の
表
現
が
異
な
る
の
は
宗
教
観
に
基
づ
く
死
生
観
の
違
い
か
ら
く
る
と
い
う
よ
う
に
、
結
局
文
化
の
違
い
で
片
付
け
て
し
ま
う
と
、
比
較
し
た
意
味
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
和
歌
及
び
注
釈
書
関
連
の
論
は
三
本
。
大
谷
節
子
「
こ
の
世
で
一
番
長
い
橋
ｌ
能
「
長
柄
の
橋
」
考
」
ｓ
説
話
論
集
』
第
十
五
集
）
は
「
古
今
和
歌
集
」
お
よ
び
古
今
注
を
中
心
に
、
「
長
柄
の
橋
」
の
詠
ま
れ
方
や
イ
メ
ー
ジ
を
様
々
な
文
献
を
網
羅
的
に
紹
介
し
な
が
ら
特
定
し
た
上
で、能〈長柄の橋〉と古今注及び付随する人柱説話を捉えなお
す
。
不
破
童
子
の
殺
生
引
導
に
よ
り
地
獄
に
堕
ち
た
無
言
太
子
前
世
調
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と
照
ら
し
合
わ
せ
、
長
柄
の
人
柱
説
話
で
は
男
が
人
柱
を
提
案
し
た
た
め
に
、
自
ら
人
柱
と
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
衆
合
地
獄
に
堕
ち
、
さ
らに親が人柱となった顛末を見た娘が一一一年間無言になったの
は
悲
し
み
の
あ
ま
り
声
を
失
っ
た
の
で
は
な
く
、
因
果
律
を
知
っ
た
故
に
口
を
閉
ざ
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
し
、
長
柄
の
人
柱
説
話
は
無
言
太
子
讃
を
親
子
二
世
の
物
語
に
仕
立
て
直
し
た
も
の
と
す
る
。
最
後
は
芭
蕉
の
句
と
人
柱
説
話
の
関
連
を
指
摘
す
る
。
能
の
作
品
研
究
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
和
歌
説
話
の
成
立
と
発
展
を
解
明
す
る
論
。
原
田
香
織
「
恨
み
の
真
澄
鏡
Ｉ
作
品
研
究
「
松
浦
芒
（
「
文
学
論
藻
』
別
。
２
月
）
は
様
々
な
佐
用
姫
説
話
や
読
み
込
ま
れ
た
和
歌
な
ど
を
網
羅
し
つ
つ
、
室町期以降の文献には見えるが能〈松浦〉には見えない「望夫
石伝説」など説話の変容について言及するほか、能〈松浦〉は
松
浦
佐
用
姫
伝
説
の
伝
統
的
な
表
現
方
法
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
「
受
衣
」
を
望
む
点
は
他
に
類
例
を
見
ず
、
独
自
の
展
開
を
遂
げ
て
い
る
と
す
る
。
同
稿
は
本
曲
が
稀
曲
と
な
っ
た
理
由
を
作
品
内
部
に
求
め
て
い
る
よ
う
だ
が
、
世
阿
弥
自
筆
能
本
の
う
ち
音
阿
弥
に
相
伝
さ
れ
て
観
世
大
夫
家
に
伝
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
〈
阿
古
屋
松
〉
〈
布
留
・
松
浦〉（いずれも観世文庫蔵）の三曲に写本がほとんど残ってい
な
い
普
及
状
況
か
ら
言
っ
て
、
稀
曲
と
な
っ
た
の
は
作
品
内
部
で
な
く
、
外
的
理
由
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
山
崎
福
之
「
住
吉
の
松
の木間」（京都観世会館「能』２月）は〈弱法師〉の「住吉の松
の
ひ
ま
よ
り
眺
む
れ
ば
」
の
語
句
の
検
討
。
こ
の
箇
所
が
世
阿
弥
臨
模
本
で
は
「
松
の
こ
ま
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
「
木
間
」
が
用
例
の
少
な
い
歌
語
で
あ
る
上
に
、
「
無
名
抄
」
で
は
難
の
あ
る
語
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
理
解
が
謡
の
文
句
の
変
化
に
少
な
か
ら
ず
影
響
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
「平家物語」（平家）関連の論文は多数ある。まず『能と狂
言
」
４
号
に
は
、
能
楽
学
会
第
四
回
大
会
企
画
「
「
平
家
」
と
能
」
の
講
演
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
山
下
宏
明
「
平
家
琵
琶
と
能
ｌ
頼
政
の〈鵺〉を読む」は〈頼政〉の扇の芝の伝承と〈鵺〉のクリ・サ
シ
・
ク
セ
の
分
析
を
通
し
て
、
能
に
お
け
る
頼
政
と
鵺
の
物
語
を
読
み
解
く
。
薦
田
治
子
「
平
家
〈
鵺
〉
ｌ
そ
の
伝
承
と
音
楽
」
は
「
平
家
」
と
いう名称、音楽作品としての特質、現在の伝承について一一一一口及
し、能〈鵺〉のクリ・サシ・クセと平家の類似性を指摘する。
ま
た
、
こ
の
大
会
企
画
の
総
括
と
し
て
、
三
宅
晶
子
「
「
「
平
家
」
と
能
」
の
ね
ら
い
と
成
果
」
も
所
収
さ
れ
て
い
る
。
『
鎮
仙
』
に
も
平
家
と能に関わる論考が二本。薦田治子「能〈鷺〉と平家」（剛。
１月）は、習物〈朝敵揃〉・小秘事〈延喜聖代〉に含まれる〈鷺〉
の
音
楽
的
特
徴
な
ど
を
概
説
す
る
。
佐
伯
真
一
「
七
騎
落
伝
承
の
展
開」（州。４月）は『平家物語』諸本と能〈七騎落〉を比較考察
し
、
七
騎
で
落
ち
た
と
い
う
伝
承
は
読
み
本
系
に
見
ら
れ
る
が
、
吉
例
に
こ
だ
わ
り
、
人
を
舟
か
ら
降
ろ
す
と
い
う
点
で
は
能
は
四
部
合
戦
状
本
に
近
く
、
遠
平
の
健
気
さ
を
強
調
す
る
と
こ
ろ
に
能
の
独
自
性
が
あ
る
と
す
る
。
ま
た
「
七
騎
落
」
を
吉
例
と
す
る
の
は
、
『
平
家
物
語
』
以
降
に
生
成
し
た
伝
承
で
、
後
代
の
文
芸
作
品
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
と指摘する。
犬
井
善
壽
三
忠
度
集
」
諸
本
の
奥
書
識
語
に
見
え
る
自
筆
本
伝
承
と
俊
成
対
面
伝
承
ｌ
「
平
家
物
語
字
謡
曲
「
忠
度
」
「
俊
成
忠
度
」
と
Hosei University Repository
7０ 
の
関
連
に
お
い
て
」
二
中
世
軍
記
の
展
望
台
』
和
泉
書
院
。
６
月
）
は
「忠度集』の識語の内容と「平家物語』・謡曲を比較検討した
論
考
。
「
き
つ
ね
川
よ
り
引
き
返
し
」
な
ど
の
一
致
か
ら
、
多
く
の
「忠度集」が早くは〈忠度〉、後代は「平家物語」・〈俊成忠
度
〉
の
忠
度
俊
成
対
面
の
伝
承
を
受
け
て
書
写
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
和
歌
も
歌
集
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
論
考
で
、
謡
曲
受
容
の
歴
史
に
関
し
て
興
味
深
い
事
例
を
示
し
て
い
る
。
米
田
真
理
「
闘
う
女
」
ｓ
東
海
能
楽
研
究
会
年
報」辺は、「平家物語」の巴像と能〈巴〉のシテ造型との相違
を
検
討
し
た
論
。
戦
国
時
代
に
家
を
守
る
た
め
に
長
刀
を
持
ち
闘
う
女
性が現れ、その姿が〈巴〉のシテに投影されていると考える。
史
実
だ
け
で
な
く
、
長
刀
を
持
つ
女
性
が
室
町
後
期
の
文
芸
作
品
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
玉
村
恭
「
修
羅
能
に
お
け
る
生
と
死
」
言
死
生
学
研
究
」
８
．
ｎ
月
）
は
〈清経〉における死生観を考察する。妻と清経の霊との対立は、
武
士
と
し
て
の
死
を
遂
げ
な
か
っ
た
こ
と
へ
不
満
を
も
つ
妻
と
、
名
の
あ
る
武
士
、
平
家
一
門
と
い
っ
た
「
何
者
」
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
無
意
味
と
考
え
る
清
経
と
の
認
識
の
相
違
で
あ
る
と
読
み
、
和
解
の
成
立
が
な
い
異
質
な
死
生
観
同
士
の
衝
突
と
解
釈
し
て
、
清
経
の
死
を
「
絶
対
的
な
死
」
と
位
置
づ
け
る
。
解
り
に
く
さ
の
あ
る
清
経
の
霊
の
出
現
を
面
白
く
読
み
解
い
て
い
る
が
、
同
曲
の
読
み
の
論
と
し
て
、
西
村
聡
「
清
経
の
成
仏
」
ｓ
能
の
主
題
と
役
造
型
」
）
が
あ
る
。
そ
こ
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
、
妻
へ
の
釈
明
に
よ
り
清
経
が
心
の
整
理
を
し
「
清
ら
か
」
に
な
る
と
い
っ
た
成
仏
の
過
程
へ
の
説
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
ほ
し
かつた。
義経伝承関係は〈安宅〉を扱った論が多い。竹本幹夫「中世
演
劇
に
お
け
る
義
経
像
」
（
「
義
経
か
ら
一
豊
二
勉
誠
出
版
。
１
月
）
は
、
ま
ず
「
看
聞
日
記
』
永
享
四
年
三
月
十
四
日
条
に
み
え
る
「
九
郎
判官東下向」が、従来有力視されていたく烏帽子折〉ではなく
〈安宅〉であるとの説を提示する。加えて、比較的早く成立し
た
義
経
伝
承
の
能
は
、
「
牛
若
」
で
は
な
く
成
人
し
た
「
義
経
」
を
描
いたものが多いこと、〈安宅ｘ船弁慶〉の義経を子方が演じる
ようになったのは江戸中期であること、〈橋弁慶〉が牛若を描
い
た
能
で
最
初
に
成
立
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
す
る
。
短
い
コ
ラ
ム
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
だ
が
、
義
経
伝
承
の
重
要
な
問
題
への発言が中心で、示唆に富む。小林健二「義経、一一度の奥
州
落
ち
の
旅
と
芸
能
」
二
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
Ⅲ
。
３
月
）
も
竹
本
稿と共通する問題を扱う。従来〈烏帽子折〉は前場と後場の断
絶
感
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
前
場
で
元
服
を
し
、
そ
の
初
手
柄
と
し
て
熊
坂
長
範
討
伐
が
描
か
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
門
出
の
祝
言
の
意
味
が
あると解釈する。また〈安宅〉の終曲部も、舞を見せるという
能
の
決
ま
り
事
と
し
て
解
釈
す
る
の
で
は
な
く
、
義
経
の
行
く
末
へ
の
予
祝
の
意
味
を
推
定
す
る
。
さ
ら
に
竹
本
稿
と
同
じ
く
、
「
九
郎
判
官
東
下
向
」
を
「
安
宅
」
に
関
わ
る
内
容
で
あ
る
と
い
う
推
測
も
加
え
る
。
一貫性のあるく烏帽子折〉の読み方を示しているが、この曲が
能
と
し
て
は
か
な
り
長
大
な
構
成
を
取
っ
て
い
る
点
に
ま
だ
問
題
が
残
されていると思われる。西村聡「近代〈安宅〉論議と地域伝承
史
ｌ
「
嶋
る
は
滝
」
名
所
化
へ
の
視
線
」
Ｓ
金
沢
大
学
文
学
部
論
集
Hosei University Repository
７１研究展望(平成18年）
（言語・文学篇）』別。３月）は、近代における〈安宅〉に見え
る
地
名
の
名
所
化
の
流
れ
を
整
理
し
た
論
。
近
代
の
雑
誌
記
事
な
ど
に
「
な
る
は
の
滝
」
と
い
う
場
所
が
存
在
す
る
か
の
よ
う
な
説
が
論
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
説
が
江
戸
後
期
成
立
の
『
白
石
紳
書
」
『
北
国
奇
談
巡
杖
記
』
な
ど
北
陸
の
伝
承
の
中
で
生
成
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
よ
う
な
附
会
説
は
研
究
の
俎
上
に
上
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
そ
の
曲
が
当
地
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
た
か
と
い
う
点
も
、
見
捨
て
て
は
い
け
な
い
材
料
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
他
に
も
、
義
経
伝
承
の
能
を
義
経
の
生
涯
の
年
代
順
に
並
べ
、
作
品
の
紹
介
と
特
質
に
つ
い
て
言
及
す
る
西
哲
生
「
義
経
の
能
ｌ
そ
の
本
説
と
主
題
ｌ
」
（「能楽資料センター紀要」Ⅳ）もある。
そ
の
他
の
軍
記
物
語
関
係
と
し
て
、
曽
我
物
と
「
曽
我
物
語
』
と
の
関
係
を
論
じ
た
佐
藤
和
道
「
舞
を
舞
う
曽
我
兄
弟
ｌ
男
舞
の
成
立
と
〈元服曾我〉〈小袖曾我〉〈虎送〉」二国文学研究』川。６月）が
ある。〈小袖曽我〉〈元服曽我〉は真名本に近い原話を想定しつ
つ
、
能
の
男
舞
を
導
入
す
る
か
た
ち
で
成
立
し
た
と
し
、
曽
我
兄
弟
が
舞
を
舞
う
発
想
は
、
仮
名
本
の
本
文
に
影
響
を
与
え
た
と
想
定
す
る
。
最後に〈虎送〉は、幸若舞曲〈伏見常磐〉との構成上の類似から、
曲
舞
を
も
と
に
し
た
能
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
が
、
論
じ
方
に
無
理
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
能
が
「
曽
我
物
語
』
へ
影
響
を
与
え
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
「
舞
を
舞
う
」
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
有
力
な
根
拠
と
は
な
ら
な
い
。
重
要
な
問
題
だ
け
に
、
さ
ら
な
る
内
部
考
証
が
必要である。
次
に
、
中
国
故
事
伝
承
を
含
む
説
話
関
係
の
論
を
一
括
す
る
。
小
林
健二「能〈合浦》の説話的背景」（「説話論集』第十五集）は〈合
浦
〉
の
源
流
を
蒙
求
古
註
の
説
話
に
求
め
、
そ
れ
が
日
本
に
享
受
さ
れ
る
過
程
で
和
様
化
し
物
語
化
す
る
諸
相
を
、
「
三
国
伝
記
』
「
直
談
因
縁
集
」
な
ど
唱
導
や
談
義
を
通
し
て
確
認
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
説
話
と
の
比
較
か
ら
、
シ
テ
が
女
体
で
、
機
織
り
を
し
て
報
恩
す
る
段
が
あ
っ
た
も
の
が
古
態
と
推
測
す
る
。
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
鮫
人
報
恩
説
話
の
展
開
が
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
あ
り
、
他
曲
の
本
説
研
究
を
お
こ
な
う
上
で
も
参
考
と
な
る
。
同
書
に
所
収
さ
れ
て
い
る
中
嶋
謙
昌
「江一戸時代における一門三賢説話の消長ｌ能〈正儀世守〉と古
浄瑠璃「小篠」を手掛かりにｌ」は〈正儀世守〉の受容と広が
り
、
ま
た
本
曲
と
影
響
作
品
が
持
つ
意
義
を
考
察
す
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
「
編
集
的
方
法
」
で
謡
曲
詞
章
を
利
用
し
て
い
る
点
か
ら
、
草
子
屋
が
所
持
し
て
い
た
写
本
が
媒
介
と
な
っ
た
と
推
測
す
る
。
後
者
に
つ
いては類話である『烈女伝』〈斎義継母〉が流布する中、「小
篠
」
が
〈
正
儀
世
守
〉
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
は
二
孝
子
伝
』
以
来
の
説
話
が
近
世
芸
能
に
流
れ
込
む
」
貴
重
な
例
と
す
る
。
謡
曲
と
の
影
響
関
係
を
指
摘
す
る
だ
け
で
な
く
、
同
時
代
の
関
係
作
品
と
の
比
較
か
ら
、
享受の諸相が浮き彫りにされている。石井倫子「〈草薙〉おぼ
え
が
き
」
Ｓ
説
話
の
界
域
』
笠
間
書
院
。
７
月
）
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
で
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
評
価
も
さ
し
て
高
く
な
か
っ
た
〈草薙〉について、近年進展しつつある中世日本紀や宝剣説話
の
研
究
を
も
と
に
、
関
連
す
る
説
話
や
注
釈
書
の
記
事
を
挙
げ
な
が
ら
同
曲
を
読
み
直
し
、
再
評
価
を
試
み
る
論
考
。
同
曲
を
将
軍
家
と
熱
田
社
と
の
深
い
つ
な
が
り
を
背
景
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
金
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関
猛
「
能
に
現
れ
る
芸
能
民
表
象
ｌ
「
鵺
」
と
「
松
山
天
狗
」
を
中
心
に
」
（
岡
山
大
学
文
学
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
「
日
本
に
お
け
る
美
的概念の変遷」３月）は鳥の妖怪が後シテである〈鵺〉と〈松山
天狗〉を取り上げる。異形の者がうつお舟に入れられて流さ
れ
る
ヒ
ル
コ
伝
説
と
重
ね
、
神
祇
篇
の
記
事
を
参
照
し
な
が
ら
天
狗
も
鵺
も
秦
河
勝
の
後
商
で
あ
る
と
同
時
に
、
ヒ
ル
コ
の
化
身
で
あ
る
と
定
義
す
る
。
「
芸
能
民
表
象
」
の
定
義
や
ど
う
し
て
神
祇
篇
と
か
か
わ
る
の
か
な
ど
わ
か
り
に
く
い
点
が
あ
っ
た
。
三
多
田
文
恵
「
謡
曲
「
芭
蕉』の成立とその背景」（「中國學論集」側。９月）は〈芭蕉〉
が
『
続
夷
堅
志
」
か
ら
前
半
の
芭
蕉
の
精
の
物
語
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
る
一
方
、
恋
愛
的
要
素
を
廃
し
、
「
法
華
経
」
を
摂
取
す
る
こ
と
で
仏
教
的
無
常
観
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
る
。
同
二
白
楽
天
』
の
成
立とその背景」弓唐船」の成立とその背景」（共に「中國學
論集』⑰。３月）は歴史的背景と素材を検討する。〈白楽天〉
は
「
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
『
増
鏡
』
の
武
力
抗
争
を
典
拠
と
し
、
白
楽
天
と
老
漁
夫
の
知
力
の
文
学
的
抗
争
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
り
、
風
雅
的な物語に脚色したとする。〈唐船〉は大陸の歴史資料との比
較
を
通
し
て
、
室
町
時
代
に
活
動
し
た
倭
冠
に
関
わ
る
世
相
を
踏
ま
え
る一方、〈桜川〉などの親子再会諏の要素を取り入れ、親子の
絆
を
描
く
物
語
へ
と
転
化
し
た
と
考
え
る
。
い
ず
れ
の
曲
も
関
係
作
品
と
の
比
較
考
察
と
な
っ
て
い
る
が
、
表
面
的
な
比
較
に
終
始
し
て
し
まっている。松沢佳菜「謡曲〈那鄭》小考ｌ遊仙枕説話との関
わ
り
を
中
心
に
」
二
同
志
社
国
文
学
」
閲
。
ｎ
月
）
は
謡
曲
以
外
の
郡
郵
讓
に
見
え
な
い
夢
中
描
写
の
由
来
に
つ
い
て
、
玄
宗
皇
帝
の
「
遊
仙
枕
」
説
話
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
、
「
遊
仙
枕
」
の
日
本
で
の
受
容
状
況
を
押
さ
え
つ
つ
、
盧
生
に
玄
宗
皇
帝
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
と
考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
話
を
織
り
込
み
な
が
ら
先
行
の
那
郵
讃
と
は
違
う
新
た
な
展
開
を
見
せ
て
い
る
と
位
置
づ
け
る
。
ま
た
、
そ
の
神仙世界の描写が後続の御伽草子や能〈鶴亀〉に取り込まれて
いると指摘する。
以
上
の
出
典
別
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
、
世
阿
弥
の
能
に
関
す
る
論
考
を
、
こ
こ
で
ま
と
め
て
扱
う
。
ま
ず
天
野
文
雄
の
一
連
の
研
究
。
又花筐〉にみる「物語」の創造ｌ作り能〈花筐〉の製作事情と
義教初政期における世阿弥の環境」（「説話論集』第十五集）
は
「
安
閑
留
」
を
創
造
し
た
意
図
と
し
て
、
大
通
部
皇
子
と
照
日
の
前
の
離
別
と
再
会
の
物
語
を
、
僧
籍
に
あ
っ
た
義
教
が
還
俗
、
家
督
相
続
を
し
、
日
野
宗
子
を
御
台
所
と
し
て
迎
え
る
あ
た
り
の
状
況
の
寓
意
と
読む。「〈金札〉の作意と成立の背景ｌ原形の復元と作意の把
握
を
通
じ
て
永
徳
元
年
の
「
花
の
御
所
」
落
成
と
の
関
連
に
お
よ
ぶ
」
ｓ演劇学論叢」８）は〈金札〉を観阿弥原作とした上で、永徳
元
年
の
花
の
御
所
落
成
と
義
満
へ
の
称
賛
を
あ
わ
せ
て
描
こ
う
と
し
た
作品であるとする。「〈高砂〉の時代設定を再考する」（「おも
て
」
開
。
６
月
）
は
醍
醐
天
皇
の
延
喜
の
時
代
と
す
る
定
説
を
否
定
し
、
応
永
末
年
の
阿
蘇
大
宮
司
雑
掌
の
上
洛
の
時
事
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
世
阿
弥
時
代
の
設
定
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
作
品
研
究
で
は
十
分
吟
味
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
視
点
か
ら
の
考
察
で
あ
り
、
能
の
作
品
研
究
全
体
に
と
っ
て
も
大
き
な
問
題
提
起
と
な
っ
て
い
る
が
、
特
定
の
事
件
と
結
び
つ
け
個
々
の
能
の
成
立
年
代
を
特
定
す
る
方
法
に
は
今
後
多
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７３研究展望(平成18年
くの議論があるべきだろう。また、〈花筐〉に関しては、史実
と
は
別
に
天
照
大
神
に
通
じ
る
照
日
前
を
創
出
し
た
と
読
む
西
村
聡
「〈花筐〉達成論の更新」ｓ金沢大学文学部論集」路）などがあ
る
。
そ
う
し
た
先
行
研
究
へ
の
言
及
を
し
て
ほ
し
か
っ
た
。
重
田
み
ち
「世阿弥の能の作品の〈基調象徴〉と〈基調観念〉１時間の〈場
（フィールド）〉化」ミアート・リサーチ」６．３月）は世阿弥
作品の〈忠度・檜垣・江口〉を取り上げ、それぞれ時間構成を
分
析
し
、
あ
る
象
徴
や
観
念
を
反
復
す
る
こ
と
に
よ
る
強
調
が
あ
る
と
指
摘
し
、
世
阿
弥
能
楽
論
に
み
ら
れ
る
「
こ
へ
の
志
向
と
結
び
つ
け
る
。
「
統
一
イ
メ
イ
ジ
」
な
ど
既
出
の
論
の
た
め
の
論
と
い
う
感
を
ぬ
ぐ
い
が
た
く
、
作
品
個
々
の
問
題
や
世
阿
弥
作
品
全
体
へ
の
理
解
に
は
あ
ま
り
つ
な
が
っ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
『観世」の特集も、前述の〈葵上〉の他、世阿弥作の〈槍垣〉
を取り上げ、西村聡「「檜垣」における奇跡の老い」（６月）
と細川涼一「〈檜垣〉白拍子の実相」（８月）の二本を掲載。西
村
稿
は
檜
垣
の
シ
テ
が
執
着
す
る
の
は
若
き
日
の
華
や
か
な
生
活
で
は
な
く
、
み
つ
は
ぐ
む
百
歳
の
老
女
と
な
っ
た
後
、
興
範
の
た
め
に
水
を
汲
み
再
び
白
拍
子
を
舞
っ
た
と
き
の
思
い
出
で
あ
り
、
「
舞
女
の
誉
れ
」
は
こ
の
女
性
の
「
盛
時
か
ら
老
後
、
死
後
へ
と
貫
き
通
さ
れ
」
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
「
死
後
を
体
験
し
て
生
死
の
理
や
因
果
や
輪
廻
を
わが身に確かめ」た女は、百歳の姥となった小町の悟道の、
さ
ら
に
先
ま
で
到
達
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
シ
テ
と
の
出
逢
い
は
ワ
キ
僧
に
と
っ
て
「
霊
験
」
と
受
け
止
め
う
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
る
。
小
田
幸
子
「
檜
垣
ｌ
演
出
と
そ
の
歴
史
」
（
七
十
四
頁
）
と
も
響
き
合
う
内
容
。
細
川
稿
は
中
世
の
白
拍
子
の
実
像
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
男
装
が
ゆ
え
、
女
人
禁
制
を
突
破
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
論
理
が
存
在
し
た
こ
と
を
説
明
す
る
。
「観世」の特集の残る一曲は〈放下僧〉。伊海孝充「敵討物
と
し
て
の
〈
放
下
僧
〉
」
（
、
月
）
と
徳
江
元
正
。
放
家
僧
」
の
一
考
察
」
（
ｎ
月
）
の
二
本
が
載
る
。
伊
海
稿
は
、
中
世
の
敵
討
は
「
敵
を
殺
す
」
と
い
う
行
為
を
未
熟
な
仏
教
的
論
理
で
肯
定
す
る
と
指
摘
す
る
佐
伯
真
一
の
説
を
継
承
・
発
展
さ
せ
、
〈
放
下
僧
〉
を
は
じ
め
と
す
る
能
の
敵
討
ち
物
は
、
孝
行
深
き
ゆ
え
、
神
仏
の
加
護
を
受
け
る
と
い
う
論
理
の
も
と
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
徳
江
稿
は
〈
放
下
僧〉の「ほうか」の表記の問題についての考察。「放家」では
な
く
「
放
下
」
と
表
記
す
る
の
は
、
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
芸
能
者
で
あ
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
い
う
推
測
の
も
と
、
中
世
辞
書
の
用
例
や
放
下
歌
を
紹
介
し
、
中
世
芸
能
者
の
実
態
に
迫
ろ
う
と
す
る
。
も
う
一つ、放下の能を扱った論文として、伊海孝充「〈花月〉の
「
春
の
遊
び
」
ｌ
花
月
の
弓
と
「
小
弓
」
を
め
ぐ
っ
て
」
ｓ
日
本
文
学
誌要」門。３月）がある。〈花月〉における弓に着目し、弓の
段
の
詞
章
か
ら
シ
テ
の
弓
と
「
小
弓
」
と
関
係
づ
け
る
文
句
を
取
り
上
げ
、
さ
ら
に
「
小
弓
」
が
春
の
遊
び
で
あ
る
こ
と
を
物
語
や
弓
の
技
術
書
か
ら
導
き
出
し
、
従
来
漠
然
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
同
曲
の
季
節
が
春
で
あ
る
必
然
性
を
指
摘
す
る
。
雑
誌
「
紫
明
』
で
は
、
本
年
よ
り
飯
塚
恵
理
人
の
新
連
載
「
幽
玄
へ
の
い
ざ
な
い
」
が
始
ま
る
。
毎
回
一
作
品
を
取
り
上
げ
、
詞
章
中
の
言
葉
に
着
目
し
て
解
釈
を
試
み
る
。
第
一
回
只
鏡
捨
〉
試
解
」
（
肥
。
３
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7４ 
月
）
は
能
の
鑑
賞
会
で
の
解
説
を
改
稿
し
た
も
の
で
、
老
女
の
「
執
心」とワキの関わりから同曲の狙いを考える論。同曲のシテ
を幸福に執着して成仏できない霊とし、〈井筒ｘ錦木〉と同じ
タイプと位置づける。第二回は「〈八島〉試解」面。９月）は
義経の「愼憲」の原因を探る論。
最後に日本語雑誌掲載の外国人による論考を取り上げたい。
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
が
共
同
研
究
「
生
き
て
い
る
劇
と
し
て
の能ｌ謡曲の多角的研究」の報告として、外国人の論文二本
を
掲
載
す
る
ｓ
日
本
研
究
』
犯
。
３
月
）
。
Ｊ
・
ル
ー
ピ
ン
「
舞
台
の
彼
方
ｌ
共
同
研
究
「
生
き
て
い
る
劇
と
し
て
の
能
ｌ
謡
曲
の
多
角
的
研
究
」
へ
の
導
入
」
は
十
九
曲
の
謡
曲
作
品
の
魅
力
や
執
筆
者
自
身
の
疑
問
点
を
指
摘
す
る
。
Ｒ
・
タ
イ
ラ
ー
「
能
の
機
織
り
Ｉ
「
呉
服
」
と
「錦木」を中心に」は、世阿弥作品および世阿弥時代に見ら
れ
る
機
織
り
・
布
・
衣
な
ど
の
表
現
に
着
目
し
、
作
品
世
界
を
捉
え
る
。
謡
曲
の
翻
訳
を
多
数
世
に
送
り
出
し
た
著
者
な
ら
で
は
の
丁
寧
に
語
彙
をとらえた論考。なお、本誌には〈弱法師〉の演出・復曲など
の
歴
史
的
展
開
・
内
容
全
般
に
つ
い
て
総
合
的
に
論
じ
る
田
代
慶
一
郎
「
観
世
元
雅
の
『
弱
法
師
」
に
つ
い
て
」
も
掲
載
さ
れ
る
。
張
哲
俊
「
謡
曲
「
猩
猩
』
に
お
け
る
菊
花
酒
と
竹
の
葉
の
酒
」
（
ア
ジ
ア
遊
学
別
冊
３
「
日
本
・
中
国
交
流
の
諸
相
」
、
３
月
）
は
、
〈猩々〉終曲部に見える「竹の葉の酒」について、諸注釈書が
「
竹
葉
」
を
酒
の
異
称
と
す
る
の
に
異
を
唱
え
、
竹
の
葉
を
用
い
た
特
別
な
酒
を
指
す
と
し
、
さ
ら
に
中
国
で
竹
葉
酒
が
菊
花
酒
と
と
も
に
用
い
ら
れ
る
習
慣
、
文
学
作
品
で
も
同
時
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
効
能や意義にも及び、両者を〈猩々〉で対応させるのは中国古典
詩歌の技巧の影響とする論。日本人ではなかなか考察の及ば
な
い
面
に
ま
で
も
言
及
し
て
い
る
。
【演出研究・技法研究］
前
号
ま
で
は
演
出
に
関
す
る
論
考
も
作
品
研
究
の
一
部
と
し
て
扱
っ
て
き
た
が
、
今
回
か
ら
演
出
研
究
と
技
法
研
究
を
同
じ
項
で
扱
う
こ
と
に
し
て
み
る
。
小
田
幸
子
「
檜
垣
ｌ
演
出
と
そ
の
歴
史
」
ｓ
観
世
」
７
月
）
は
、
型
付
や
装
束
付
等
の
記
事
を
紹
介
し
つ
つ
、
シ
テ
の
面
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ンが多いことの意味や水を汲む演技に重ねられた意味を考察。
本
曲
は
、
「
現
在
能
的
な
老
女
小
町
の
系
列
」
に
あ
り
な
が
ら
、
あ
え
て
シ
テ
を
亡
霊
と
し
て
夢
幻
能
に
仕
立
て
る
こ
と
で
、
「
地
獄
に
堕
ち
た
老
女
」
の
像
を
産
み
出
し
た
と
す
る
。
演
出
史
を
追
う
と
い
う
よ
り
作
品
の
本
質
を
考
え
る
論
で
、
こ
れ
を
「
作
品
研
究
」
と
呼
ん
で
も
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
演
出
研
究
が
作
品
の
理
解
を
深
め
る
う
え
で
有
効
な
方
法
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
示
す
例
と
し
て
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
いと思う。
同
じ
く
作
品
論
に
直
結
す
る
演
出
研
究
と
し
て
、
天
野
文
雄
「
〈
卒
都婆小町〉〈柏崎〉〈松風〉の物着演出を疑う」（「おもて』卯。
９
月
）
が
あ
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
掲
載
の
短
い
も
の
な
の
で
、
問
題
提
起
が
主
眼
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
本
来
は
物
着
が
無
かったであろうと推測する理由（主として詞章との齪鐇）は明
確に示されている。ただし、〈卒都婆小町〉に物着がなかった
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という可能性は首肯できるが、〈柏崎〉と〈松風〉の場合、世阿
弥
に
よ
る
改
作
以
前
に
物
着
は
な
か
っ
た
と
想
定
し
て
も
、
そ
の
世
阿
弥
改
作
以
前
の
形
が
判
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
の
先
に
進
む
の
は
難
し
い。そうではなく、〈柏崎〉や〈松風〉が世阿弥によって現在見
ら
れ
る
形
に
作
ら
れ
た
後
世
阿
弥
の
晩
年
に
物
着
が
加
え
ら
れ
た
と
す
る
の
な
ら
、
や
は
り
そ
れ
な
り
の
論
証
が
必
要
に
な
ろ
う
。
橋
場
夕
佳
「
観
世
大
夫
元
章
の
小
書
ｌ
〈
杜
若
〉
「
恋
之
舞
」
の
演
出
意
図
と
そ
の
影
響
」
急
演
劇
学
論
叢
」
８
）
は
、
現
行
観
世
流
の
小
書
「
恋
之
舞
」
と
は
異
な
る
元
章
の
「
恋
之
舞
」
の
演
出
意
図
を
探
る
と
と
も
に
、
同
趣
向
の
宝
生
流
の
小
書
「
沢
辺
之
舞
」
が
こ
の
「
恋
之
舞
」
の
影
響
下
に
成
立
し
た
と
す
る
。
明
和
改
正
謡
本
の
詞
章
改
訂
や
田
安
宗
武
の
服
飾
・
有
職
故
実
に
対
す
る
強
い
関
心
と
関
わ
ら
せ
て
「組掛ハ不用」「菖蒲の鬘をかく」という元章の演出意図を探
る
論
に
は
説
得
力
が
あ
り
教
え
ら
れ
る
点
も
多
い
が
、
笛
の
「
恋
之
手
」
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
出
典
の
示
さ
れ
て
い
な
い
芸
談
で
の
説
明
を
鵜
呑
み
に
し
て
よ
い
の
か
、
「
恋
之
手
」
と
い
う
名
称
は
無
く
て
も
舞
の
二
段
ヲ
ロ
シ
で
特
殊
な
手
を
吹
い
て
い
た
可
能
性
は
な
い
の
か
、
な
ど
、
疑
問
は
多
々
あ
る
。
「
沢
辺
之
舞
」
と
の
前
後
関
係
も
、
小
書
名
称
の
初
出
年
次
を
比
べ
て
み
る
程
度
な
ら
お
お
か
た
の
予
想
通
り
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
指
摘
さ
れ
て
い
る
嘉
永
四
年
よ
り
前
、
弘
化
勧
進
能
で
も
「
沢
辺
之
舞
」
は
演
じ
ら
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
舞
事
の
途
中
で
橋
掛
り
を
利
用
し
て
様
々
の
所
作
を
見
せ
る
小
書
演
出
全
体
の
問
題
と
し
て
考
え
て
み
た
い
問
題
で
あ
る
。
藤
田
隆
則
の
「
能
の
地
拍
子
「
工
学
」
ｌ
そ
の
系
譜
と
思
想
」
言
日
本
伝
統
音
楽
研
究
」
３
．
３
月
）
・
「
小
歌
が
か
り
の
拍
節
法
ｌ
能
の
小
歌
か
ら
考
え
る
」
（
「
能
と
狂
言
」
４
）
は
、
と
も
に
能
謡
の
拍
節
に
関
す
る
論
。
「
能
の
地
拍
子
「
工
学
」
」
は
、
能
謡
の
地
拍
子
に
つ
い
て
の
理
解
と
実
践
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
に
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
様
々
に
重
ね
ら
れ
た
工
夫
を
分
析
し
紹
介
す
る
。
当
然
の
よ
う
に
受
け
入
れ
て
き
た
拍
子
謡
の
記
譜
法
に
も
軒
余
曲
折
が
あ
り
、
多
く
の
先
人
の
叡
智
が
注
ぎ
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
面
白
か
っ
た
。
関
連
文
献
と
し
て
、
単
行
本
の
項
で
取
り
上
げ
た
『
能
の
地
拍
子
研
究
文
献
目
録
』
が
あ
る
。
「
小
歌
が
か
り
の
拍
節
法
」
は
、
曲
舞
導
入
以
前
の
「
小
歌
が
か
り
」
と
呼
ば
れ
た
謡
に
も
拍
節
が
存
在
し
、
そ
の
特
徴
は
現
在
の
能
の
「
小
歌
」
に
見
い
だ
せ
る
の
ではないかとの予測のうえで、〈花月〉の小歌を詳細に分析し、
これが本来は拍子合であり〈放下僧〉の小歌と多くの共通点を
持っていたとする。「二拍二文字」、「第一拍歌いだし」「八拍
と
六
拍
が
適
宜
交
代
す
る
」
等
、
八
つ
の
特
徴
を
「
小
歌
の
拍
節
法
」
と
し
て
提
示
し
、
こ
う
し
た
「
歌
詞
の
構
成
に
忠
実
に
添
っ
た
」
拍
節
法
に
、
八
拍
を
繰
り
返
し
て
い
く
現
在
の
能
の
拍
節
法
よ
り
も
古
い
形
を
見
る
。
確
実
な
資
料
が
残
る
わ
け
で
は
な
く
推
測
を
重
ね
て
い
く
し
かないが、〈花月〉の分析には説得力があり、「現段階におい
ては、大和猿楽の一謡の中には、「拍子不合」も「拍子合」も
両
様
あ
っ
た
と
考
え
た
い
」
と
い
う
同
稿
の
結
論
は
、
大
和
猿
楽
の
謡
は
す
べ
て
拍
子
不
合
の
謡
だ
っ
た
と
考
え
る
よ
り
も
、
妥
当
性
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
年
は
技
法
研
究
の
数
は
少
な
か
っ
た
。
楽
器
の
研
究
と
し
て
は
、
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高
桑
い
づ
み
「
能
の
鼓
が
誕
生
す
る
ま
で
」
急
国
立
能
楽
堂
」
９
．
，
月
）
が
、
滋
賀
県
の
富
田
○
三
口
の
向
己
三
所
蔵
の
鼓
胴
や
各
地
に
残
る
線
刻
鼓
胴
を
紹
介
し
つ
つ
、
雅
楽
の
鼓
か
ら
能
の
鼓
へ
の
変
遷
過
程
を
説
く
。
渡
辺
康
・
飯
塚
恵
理
人
「
能
楽
嚇
子
「
隅
田
川
」
カ
ケ
リ
の
楽
譜化とその特徴について」昌椙山女学園大学文化情報学部紀
要
」
３
月
）
は
、
音
楽
学
と
の
融
合
研
究
。
演
奏
時
間
も
大
小
鼓
の
手
組
も
異
な
る
４
種
の
演
奏
が
な
ぜ
同
じ
カ
ケ
リ
と
認
識
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
設
定
は
面
白
い
が
、
笛
の
音
を
採
譜
し
て
比
べ
る
だ
け
で
解
答
が
見
つ
か
る
と
は
思
え
な
か
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
研
究
論
文
で
は
な
い
が
、
貴
重
な
資
料
と
し
て
、
「
観
世
」
９
月
号
か
ら
連
載
が
始
ま
っ
た
「
横
道
萬
里
雄
の
能
楽
講
義
ノ
ー
ト
」
（
文
責
》
高
桑
い
づ
み
、
三
浦
裕
子
、
小
野
里
法
子
、
羽
田
昶
）
を
挙げたい。昭和五十八年度の講義「邦楽概論Ｂ〈能の音楽に
つ
い
て
〉
」
の
録
音
テ
ー
プ
に
基
づ
き
「
ご
本
人
の
承
諾
を
得
て
編
集
作
成
し
た
も
の
」
で
、
第
一
回
は
、
氏
の
学
恩
を
受
け
こ
の
仕
事
に
関
わ
っ
た
多
く
の
人
た
ち
弓
講
義
録
起
こ
し
隊
」
と
命
名
）
の
名
前
や
編
集
方
針
が
冒
頭
に
述
べ
ら
れ
た
後
、
「
謡
の
楽
型
」
に
つ
い
て
の
講
義
。
こ
の
後
、
旧
年
分
は
「
ヨ
ワ
吟
そ
の
１
～
３
」
と
続
き
、
四
年
ｎ
月
ま
で
全
砠
回
。
同
じ
く
高
桑
い
づ
み
「
能
「
卒
塔
婆
小
町
」
の
旋
律
復
元
」
（
「
伝
統
芸
能
の
特
殊
な
上
演
に
関
す
る
調
査
研
究
ど
も
、
貴
重
な
資料。「単行本」の項で触れた。
【狂言研究】
資
料
紹
介
・
資
料
研
究
か
ら
。
小
谷
成
子
・
野
崎
典
子
弓
和
泉
流
秘
書
」
（
愛
知
県
立
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
翻
刻
・
解
題
六
」
ｓ
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
国
文
学
科
編
」
別
。
３
月
）
は
表
題
の
台
本
の
翻
刻
の
六
回
目
で
、
巻
三
の
後
半
部
七
曲
を
収
め
る
。
「
解
題
」
が
付
さ
れ、〈首引〉について和泉流の諸本と比較し、雲形本より以前
の
山
脇
家
の
台
本
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
田
崎
未
知
只
翻
刻
〉
「波形本』巻一十壱〈毘沙門連歌〉・十弐〈大黒連歌〉」ｓ愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
」
別
。
３
月
）
は
、
表
題
の
二
曲
の
翻
刻
。
野
崎
典
子
・
佐
藤
友
彦
・
小
谷
成
子
・
安
田
徳
子
・
林
和
利
「
狂
言
共
同
社蔵「秘傳聞書』翻刻（三）」（「名古屋芸能文化』咄）は、山
脇
和
泉
元
業
に
よ
る
表
題
の
伝
書
の
翻
刻
で
、
平
成
十
一
・
十
二
年
に
続
く
三
回
目
。
か
な
り
膨
大
な
も
の
の
よ
う
で
、
五
冊
中
の
「
敵
」
に
入
る
。
雑
多
な
記
事
が
並
ぶ
が
、
作
品
の
詞
章
・
演
出
に
か
か
わ
る
も
のが多い。
小
林
賢
次
「
和
泉
流
狂
言
台
本
雲
形
本
と
古
典
文
庫
本
の
本
文
比
較
ｌ
ト
書
き
・
注
記
に
関
し
て
ｌ
」
ｓ
近
代
語
研
究
」
Ⅲ
。
武
蔵
野
書
院
。
皿
月
）
は
、
前
々
年
の
副
題
「
せ
り
ふ
に
関
し
て
」
に
続
く
も
の
。
雲
形
本
を
親
本
と
す
る
占
典
文
庫
本
に
は
誤
写
が
あ
る
も
の
の
、
ト
書
き
や
注
記
に
関
し
て
は
適
宜
整
理
す
る
な
ど
の
手
を
加
え
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
原
田
香
織
「
世
阿
弥
伝
書
の
受
容
ｌ
「
わ
ら
ん
べ
草
」
に
お
け
る
「道」の意識ｌ」（「東洋学研究」卿。３月）は珍しく「わらん
べ
草
」
を
論
じ
た
も
の
で
、
こ
こ
で
あ
げ
る
。
大
蔵
虎
明
は
伝
統
保
守
の
立
場
に
立
っ
て
能
の
狂
言
と
し
て
の
「
道
」
の
あ
り
方
を
論
じ
た
と
し
、
稽
古
論
や
「
初
心
」
論
に
つ
い
て
世
阿
弥
の
論
と
比
較
し
、
狂
言
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質
に
つ
い
て
論
ず
る
。
史的研究では、【能楽史研究】であげる飯塚恵理人「三須
錦
吾
家
・
山
本
東
次
郎
家
の
代
々
ｌ
岡
藩
の
能
楽
関
係
資
料
ｌ
」
を
こ
こ
で
も
取
り
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
山
本
東
次
郎
家
の
初
代
則
正
（
東
）
が
豊
後
岡
藩
の
江
戸
詰
め
藩
士
で
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
岡
藩
藩
主
中
川
家
に
伝
え
ら
れ
た
『
諸
士
系
譜
』
に
、
そ
の
先
祖
の
系
譜
、
則
正
の
履
歴
が
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
発
見
し
、
翻
刻
す
る
。
貴
重
な
報
告
で
あ
る
。
作
品
研
究
で
は
複
数
曲
に
わ
た
る
も
の
か
ら
。
稲
田
秀
雄
「
狂
言
嫁
取
り
物
の
展
開
と
説
話
世
界
ｌ
「
二
九
十
八
」
「
吹
取
」
、
そ
し
て
「
因
幡堂」Ｉ」ｓ説話論集」第十五集）は、〈二九十八〉を嫁取り
物の基本形、〈吹取〉〈因幡堂〉をその変形とし、様々な説話の
モ
テ
ィ
ー
フ
と
の
類
似
・
関
連
を
指
摘
し
、
そ
れ
ら
と
の
比
較
に
よ
っ
て狂一一一一口の独自性を見る。従来から言われる狂言による説話の
摂
取
を
、
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
山
下宏明「平家物狂言を読む」（「愛知淑徳大学論集ｌ文学部・
文
学
研
究
科
篇
ｌ
」
皿
。
３
月
）
は
、
琵
琶
法
師
を
登
場
さ
せ
る
座
頭
狂言や「平家節」を語る〈柑子〉などを平家物狂言とし、その
構
造
を
考
え
よ
う
と
す
る
。
狂
言
の
平
家
語
り
が
早
物
語
で
あ
る
の
を
平
家
を
「
虚
仮
」
に
す
る
も
の
と
す
る
。
浅
田
ひ
ろ
み
「
狂
言
と
菓
子」（「和菓子」田。３月）は、「笑いの世界と和菓子」の特集
の
一
編
で
、
狂
言
に
見
え
る
菓
子
と
し
て
餅
・
砂
糖
・
点
心
・
飴
糘
を
あげ、詞章に現れる菓子の一々について注を加える。佐谷眞
木
人
ヨ
物
く
さ
太
郎
」
と
和
歌
・
狂
言
」
（
「
恵
泉
女
学
園
大
学
紀
要』肥。３月）は、お伽草子「物くさ太郎」の作品論だが、
そ
の
笑
い
の
仕
掛
け
に
狂
言
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
〈莊々頭〉や〈二九十八〉に和歌の陳腐化を見る。橋本朝生「聟
入り物狂言の諸相」（『文学』７１６。ｎ月）は、「ステレオタ
イプ」の特集の一編で、狂言に類型の増幅という形成過程が
あ
っ
た
こ
と
を
聟
入
り
物
に
よ
っ
て
示
す
も
の
で
、
定
型
通
り
の
〈
猿
聟
〉
が
様
々
な
タ
イ
プ
の
聟
入
り
物
を
前
提
に
作
ら
れ
た
も
の
と
し
、
そ
れ
ら
の
聟
入
り
物
が
中
世
の
現
実
を
い
か
に
反
映
す
る
か
を
見
て
、
増
幅
は
室
町
後
期
ま
で
に
な
さ
れ
た
と
す
る
。
珍
し
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
い
喜
劇
と
狂
言
を
対
比
さ
せ
る
も
の
が
二
編
。
小
澤
祥
子
「
中
世
古
典
フ
ァ
ル
ス
と
狂
言
の
比
較
ｌ
形
成
の
歴
史
と
演
劇
と
し
て
の
特
質
ｌ
」
（
関
西
大
学
『
仏
語
仏
文
学
」
犯
。
２
月
）
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
末
期
の
世
俗
劇
で
あ
る
フ
ァ
ル
ス
（
「
笑
劇
」
と
訳
さ
れ
る
）
と
狂
言
の
成
立
の
歴
史
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
を
探
ろ
う
と
い
う
も
の
だ
が
、
狂
言
の
歴
史
を
散
楽
か
ら
始
め
、
室
町
時
代
以
降
は
ご
く
簡
単
に
触
れ
ら
れ
る
の
み
で
、
作
品
に
つ
い
て
も
大
雑
把
な
把
握
に
留
ま
る
。
狂
言
は
「
古
典
を
知
る
学
識
者
、
恐
ら
く
は
僧
侶
が
書
き
」
と
言
う
が
、
何
に
拠
っ
た
も
の
か
。
マ
ル
テ
ィ
ン
・
チ
エ
シュコ「ギリシア喜劇のいたずら者と狂言のすっぱ」（「西洋
古
典
学
研
究
」
別
。
３
月
）
は
、
日
本
西
洋
古
典
学
会
の
前
年
の
大
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
喜
劇
の
世
界
ギ
リ
シ
ア
と
日
本
の
伝
統
」
で
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
紀
元
前
５
世
紀
の
ギ
リ
シ
ア
喜
劇
と
狂
言
を
比
較
す
る。いたずら者など市場に現れる人物の共通を取り上げるが、
む
し
ろ
狂
言
を
参
照
し
て
ギ
リ
シ
ア
喜
劇
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
も
の
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で
、
狂
言
の
理
解
は
「
狂
言
辞
典
事
項
編
』
の
範
囲
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
喜
劇
と
の
対
比
に
よ
っ
て
狂
言
の
特
質
を
探
る
の
は
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
あ
る
。
以下、個別のもの。関屋俊彦「狂言〈通円〉をめぐってＩ付、
翻刻「通円家文書」ｌ」（「説話論集」第十五集）は、〈通円〉
と宇治橋のたもとにある通円茶屋の伝承との関わりを説こう
と
す
る
も
の
。
資
料
編
と
し
て
「
通
円
家
文
書
」
の
翻
刻
を
付
し
、
こ
れは資料として貴重だが、この文書の伝承と〈通円〉とは無縁
だ
と
い
う
こ
と
に
し
か
な
ら
な
い
よ
う
で
、
宇
治
弥
太
郎
の
作
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
と
す
る
の
も
証
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
稲
田
秀
雄「狂言「縄絢」考」（「山口県立大学国際文化学部紀要』Ⅱ。
３月）は、〈縄絢〉が筋立てや縄を綿う所作、縄絢いに伴う話
の
長
大
化
な
ど
の
点
に
お
い
て
他
曲
と
関
わ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
新
た
な
太
郎
冠
者
像
を
獲
得
し
た
の
だ
と
す
る
。
田
口
和夫「狂言〈附子〉の形成」（「文教大学国文」妬。３月）は、
まず天正狂言本〈附子砂糖〉の「ゑさん天目」を「建議天目」
と
し
、
「
ぶ
す
」
「
る
す
」
の
言
葉
遊
び
に
発
し
、
「
沙
石
集
』
の
「
飴
は毒」説話を結びつけることで原形が成立したのだとする。
林
和
利
「
狂
言
「
千
鳥
」
演
出
の
変
遷
と
尾
張
津
島
天
王
祭
り
」
（
「
名
古
屋
女
子
大
学
紀
要
（
人
文
・
社
会
Ｅ
皿
。
３
月
）
は
、
尾
張
津
島
天
王祭との関わりから〈千鳥〉を見る。山車や流鏑馬の話をする
の
は
実
際
の
祭
に
よ
る
も
の
か
と
し
、
ま
た
雲
形
本
に
よ
っ
て
山
脇
派
に
お
け
る
流
動
を
追
う
。
津
島
祭
が
狂
言
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
こ
の
祭
礼
用
に
独
自
に
造
る
「
一
夜
酒
」
と
関
係
す
る
か
と
す
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
。
網
本
尚
子
「
狂
言
「
文
蔵
」
に
おける二つの趣向ｌ食べ物名列挙と軍語り」（「富士論
叢』別
１２．３月）は、〈文蔵〉の食べ物名列挙と往来物や連歌との
関
わ
り
を
説
き
、
石
橋
山
合
戦
の
語
り
を
「
太
平
記
」
に
近
い
時
代
の
物
語
を
基
に
し
た
も
の
か
と
し
て
、
連
歌
師
の
関
与
を
示
唆
す
る
。
田
崎未知「狂言〈連歌の十とく〉考」（「愛知淑徳大学論集Ｉ文学
部・文学研究科篇ｌ』別）は、天正狂言本〈連歌の十徳〉を扱
い
、
後
世
の
展
開
を
追
う
。
連
歌
の
付
句
「
た
本
に
こ
め
よ
梅
の
に
ほ
ひを」の「た本」が快と東北方言で田んぼの意の「たもと」
の掛詞とするのは新見。
京
都
観
世
会
館
の
「
能
』
に
掲
載
さ
れ
た
小
論
が
三
編
。
網
本
尚
子
「「悪太郎」の伯父」（棚。９月）は、「悪太郎」の伯父と甥の
造
型
に
つ
い
て
大
蔵
流
と
和
泉
流
と
の
相
違
を
説
く
。
川
島
朋
子
「
閼
伽井の坊の穂風をｌ大蔵虎明の解釈ｌ」（刑。ｎ月）は、〈茶
壷
〉
の
謡
の
「
ほ
か
ぜ
」
に
つ
い
て
大
蔵
虎
明
本
の
頭
注
に
「
ふ
か
ぜ
」
と
あ
る
の
を
茶
の
栽
培
地
「
深
瀬
」
と
理
解
し
て
い
た
も
の
と
す
る
。
稲
田
秀
雄
「
狂
言
「
筆
」
と
『
御
成
敗
式
目
」
」
（
伽
。
ｎ
月
）
は
、
蘆
雪
本
『
御
成
敗
式
目
抄
』
に
あ
る
竹
の
主
が
竹
の
子
を
取
っ
た
者
の
牛を奪ったという話と〈筆〉の類似を指摘する。
絵
画
資
料
を
扱
う
も
の
。
藤
岡
道
子
「
狂
言
絵
馬
を
読
む
」
Ｓ
聖
母
女
学
院
短
期
大
学
研
究
紀
要
」
妬
。
３
月
）
は
、
狂
言
の
舞
台
図
を
描
く
絵
馬
を
「
狂
言
絵
馬
」
と
し
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
た
六
点
を
紹
介
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
作
事
情
や
絵
師
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
演
出
資
料
に
は
な
る
ま
い
が
、
森
川
杜
園
の
描
い
た
〈
福
の
神
〉
図
は
、
狂
言
役
者
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あ
る
だ
け
に
注
目
さ
れ
る
。
狂
言
絵
馬
は
こ
れ
か
ら
も
見
つ
か
る
だ
ろ
う
が
、
同
「
佐
渡
金
山
の
三
番
望
絵
馬
」
（
「
東
海
能
楽
研
究
会
年
報
』
、
）
は
そ
の
一
つ
を
紹
介
す
る
。
相
川
の
大
山
祗
神
社
に
奉
納
さ
れたく三番要〉図で、諸役を七福神の姿で描くというものであ
る。間
狂
言
研
究
。
飯
塚
恵
理
人
「
資
料
紹
介
「
山
脇
得
平
稽
古
本
間
之本」」ｓ東海能楽研究会年報』、）は、和泉流山脇藤左衛門
家
九
世
の
山
脇
得
平
に
よ
る
間
狂
言
本
を
紹
介
す
る
。
九
冊
に
一
三
三
曲
を
収
め
る
と
の
こ
と
。
恵
阪
悟
只
経
正
〉
の
演
出
ｌ
ア
イ
の
変
遷
を
めぐってｌ」（関西大学『国文学』帥。１月）は、〈経正〉のア
イ
の
変
遷
を
追
う
も
の
で
、
元
来
な
か
っ
た
も
の
が
上
掛
り
で
室
町
期
に
詞
章
の
改
訂
が
行
わ
れ
た
際
に
創
案
さ
れ
、
江
戸
期
に
は
演
じ
ら
れ
なくなったものが明治期に金剛流の特殊演出〈古式〉として復
活
し
た
と
す
る
。
奥
山
け
い
子
「
間
狂
言
の
自
由
性
ｌ
黒
川
能
に
お
け
る展開」（「東京成徳大学研究紀要」Ⅲ。３月）は、黒川能の
上
座
の
狂
言
役
者
、
五
十
嵐
喜
市
蔵
の
間
狂
言
台
本
に
よ
る
考
察
で
、
大
蔵
流
系
統
の
曲
が
多
い
が
、
古
版
本
に
取
材
す
る
も
の
も
あ
る
こ
と
、
在
地
性
・
祝
祭
性
を
増
し
た
り
、
冒
頭
の
セ
リ
フ
や
留
メ
に
新
た
な
型
を
作
っ
て
独
自
性
を
築
い
て
き
た
と
す
る
。
版
本
と
し
て
古
版
本
の
み
と
比
較
す
る
の
は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
角
田
達
朗
「
能
「
鵜
飼
」
替
間
」
ｓ
愛
知
淑
徳
大
学
論
集
ｌ
文
化
創
造学部ｌ」６．３月）は、新たに作成したく鵜飼〉の間狂言台
本
を
提
示
す
る
も
の
で
、
こ
こ
で
あ
げ
る
の
は
不
適
当
か
も
知
れ
な
い
が
、
作
成
に
研
究
的
要
素
が
含
ま
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
ア
イ
の
里
人
の
心
理
を
解
釈
し
つ
つ
、
既
存
の
詞
章
を
取
捨
選
択
し
て
台
本
を
作
成
し
、
細
か
く
説
明
を
付
す
が
、
解
釈
は
よ
く
も
悪
く
も
現
代
人
の
も
の
で
あ
る
。
既
存
の
詞
章
が
活
字
化
さ
れ
た
も
の
だ
け
な
の
は
安
易
で
あ
ろ
う
。
国
語
学
的
研
究
で
は
語
彙
分
野
か
ら
。
坂
詰
力
治
。
狂
言
記
」
（
正
編）に見える漢語」（『文学論藻」別）は、「狂言記』に見える
漢
語
を
す
べ
て
あ
げ
、
「
日
葡
辞
書
』
や
お
伽
草
子
に
見
え
る
漢
語
と
比
較
し
、
生
活
語
と
し
て
の
名
詞
が
多
数
使
わ
れ
、
漢
語
と
和
語
の
融
合
が
見
ら
れ
る
と
す
る
。
「
狂
言
記
』
が
「
口
頭
語
で
演
じ
ら
れ
た
も
の
の
台
本
を
基
に
し
た
」
と
あ
る
の
は
そ
の
通
り
で
、
「
一
般
の
読
者
に
読
ま
れ
る
た
め
に
版
行
さ
れ
た
」
こ
と
を
重
く
見
る
必
要
は
な
か
ろ
う。大塚光信「狂言のことば三題」（「国文学解釈と教材の研
究
』
３
月
）
は
、
『
大
蔵
虎
明
能
狂
言
集
翻
刻
註
解
」
の
副
産
物
と
言
う
べ
き
も
の
で
、
同
書
の
頭
注
に
収
ま
ら
な
か
っ
た
語
注
。
〈
富
士
松〉の「恩ない主のこれはめぎらら」、〈文蔵〉の「くらはじな
い」、〈鍋八擬〉の「勝負どく」を取り上げ、古辞書や抄物の
例をあげて語義を解明する。
文
法
分
野
で
は
、
小
林
正
行
「
狂
言
台
本
に
お
け
る
助
詞
バ
シ
」
（
『
日
本
語
の
研
究
」
２
１
４
。
ｎ
月
）
は
、
狂
言
台
本
を
時
代
順
に
追
っ
て
「
ぱ
し
」
の
用
法
を
見
る
も
の
で
、
本
来
「
強
調
」
の
働
き
を
も
っ
て
い
た
の
が
、
「
例
示
」
の
働
き
と
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
品
位
」
を
持
っ
て
疑
問
を
表
す
用
法
が
近
世
中
期
以
降
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
。
待
遇
表
現
の
分
野
で
は
、
米
田
達
郎
「
対
称
代
名
詞
か
ら
見
た
狂
言
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詞
章
の
変
遷
Ｉ
鷺
傳
右
衛
門
派
の
場
合
ｌ
」
（
『
近
代
語
研
究
』
型
は
、
享
保
保
教
本
と
常
磐
松
文
庫
本
（
野
中
本
）
に
よ
っ
て
鷺
伝
右
衛
門
派
に
お
け
る
対
称
代
名
詞
の
待
遇
価
値
の
変
遷
を
跡
付
け
、
他
流
派
と
同
様
の
傾
向
を
示
す
と
す
る
が
、
せ
め
て
宝
暦
名
女
川
本
を
加
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
余
計
な
こ
と
な
が
ら
、
鷺
流
詞
章
の
変
遷
に
つ
い
て
の
拙
稿
を
引
い
て
批
判
す
る
が
、
読
み
の
浅
さ
に
よ
る
も
の
と
言
わ
せ
て
い
た
だ
こ
う
。【その他】
「
そ
の
他
」
の
も
の
に
つ
い
て
一
言
触
れ
て
お
く
。
こ
の
よ
う
な
項
目
を
立
て
た
の
に
は
、
従
来
の
分
類
に
は
う
ま
く
お
さ
ま
ら
な
い
よ
う
な
、
新
し
い
角
度
の
問
題
意
識
や
方
法
に
則
っ
た
研
究
が
、
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
こ
う
い
う
形
で
一
括
し
て
し
ま
う
こ
と
の
無
理
は
承
知
し
て
い
る
が
、
研
究
動
向
の
変
化
に
つ
い
て
記
録
し
て
お
く
と
い
う
意
味
も
こ
め
て
、
あ
え
て
ま
と
め
を
試
み
た
次
第
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
す
べ
て
の
論
を
網
羅
す
る
の
は
至
難
の
わ
ざ
で
あ
る
し
、
個
々
の
成
果
に
対
す
る
評
価
も
一
概
に
は
な
し
得
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
で
は
、
目
に
つ
い
た
も
の
の
中
か
ら
、
新
し
い
傾
向
と
呼
べ
そ
う
な
研
究
の
視
点
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
、
数
点
箇
条
書
き
の
形
で
ま
と
め
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
必
然
的
に
、
「
そ
の
他
」
と
は
言
っ
て
も
あ
る
程
度
の
流
れ
を
形
成
し
て
い
る
も
の
に
限
ら
れ
る
し
、
ま
た
、
既
に
他
の
項
目
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
論
に
も
言
及
す
る
こ
と
が
あ
る
か
と
思
う
が
、
項
目
立
て
の
特
殊
さ
ゆ
え
諒
と
さ
れ
た
い。
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
能
・
狂
言
の
作
品
に
思
想
的
・
思
想
史
的
観
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
研
究
で
あ
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
は
、
天
野
文
雄
「
思
想
と
い
う
点
か
ら
み
た
能
楽
研
究
」
（
「
中
世
文
学』皿。四年６月）がその必要性を再説し、ジェイ・ルービン
「
舞
台
の
彼
方
へ
ｌ
共
同
研
究
「
生
き
て
い
る
劇
と
し
て
の
能
ｌ
謡
曲
の
多
角
的
研
究
」
へ
の
導
入
」
急
日
本
研
究
』
犯
。
肥
年
３
月
）
の
呼
びかけに応える形で、〈弱法師〉を一種の「サプライズ・ドラ
マ
」
と
し
て
捉
え
る
試
み
（
田
代
慶
一
郎
「
観
世
元
雅
「
弱
法
師
」
に
ついて」。同上）などが出ている。ただ、思想といっても様々
で
あ
り
、
切
り
口
は
多
様
で
あ
り
得
る
一
方
、
言
葉
は
悪
い
が
何
と
で
も
言
え
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
各
論
者
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
枠
組
み
の
中
で
議
論
を
級
密
に
展
開
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
議
論
の
枠
組
み
設
定
自
体
を
慎
重
に
行
う
こ
と
が
、
今
後
い
っ
そ
う
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
古
典
文
学
や
芸
術
を
素
材
に
日
本
人
の
死
生
観
を
問
題
に
す
る
も
の
が
こ
こ
の
と
こ
ろ
増
え
て
お
り
、
能
楽
研
究
に
関
わ
る
も
の
も
い
く
つ
か
あ
っ
た
（
玉
村
恭
「
修
羅
能
に
お
け
る
生
と
死
ｌ
「
清
経
』
の
死
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
」
肥
年
。
原
田
香
織
「
死
を
観
想
す
る
ｌ
能
楽
の
中
の
死
生
観
」
四
年
）
。
そ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の
出
現
は
、
能
の
成
り
立
ち
か
ら
し
て
も
自
然
な
こ
と
で
あ
り
、
展
開
の
可
能
性
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
視
点
を
と
る
場
合
、
「
死
生
観
」
な
い
し
「
死
生
学
」
が
「
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
手
段
」
や
「
よ
い
死
に
方
に
関
す
る
教
え
」
の
よ
う
な
意
味
に
誤
解
さ
れ
る
こ
と
がままある。そうならないよう、論者は「死生学」という枠
組
み
自
体
の
成
り
立
ち
を
踏
ま
え
、
論
じ
る
際
に
も
立
論
の
視
点
を
明
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確化する必要があるだろう。
第
二
に
、
第
一
の
点
と
も
関
係
す
る
が
、
思
想
史
的
・
哲
学
史
的
観
点
か
ら
能
楽
論
を
読
む
流
れ
が
あ
る
。
能
楽
論
は
哲
学
的
に
も
読
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
従
来
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
つ
つ
、
な
か
な
か
目
に
見
え
た
成
果
が
出
な
い
。
肥
．
旧
年
に
書
か
れ
た
い
く
つ
か
の
論
文
を
傭
撤
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
状
況
の
背
景
に
あ
る
問
題
点
を
考
え
たい。坂部
恵
「
異
界
の
視
線
１
世
阿
弥
あ
る
い
は
異
境
と
し
て
の
中
世
」
（
山
口
和
子
他
編
『
日
本
文
化
の
諸
相
』
。
肥
年
３
月
）
は
、
能
の
様
々
な
レ
ベ
ル
に
見
ら
れ
る
二
重
化
・
多
重
化
の
構
造
を
手
掛
か
り
に
、
能
の
音
楽
構
造
と
、
そ
れ
を
言
葉
で
捉
え
る
世
阿
弥
の
議
論
の
特
性
を
、
「脱中心化」「主客の交錯」等の言葉で捉え返す。思想史的に、
ま
た
文
化
史
的
に
興
味
深
い
論
点
が
多
く
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
論
全
体
が
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
の
形
で
、
概
念
規
定
や
説
明
が
尽
く
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
に
わ
か
に
は
咀
囑
し
き
れ
な
い
。
例
え
ば
、
声
は
如
来
蔵
か
ら
発
す
る
と
す
る
世
阿
弥
の
発
想
が
「
現
前
の
形
而
上
学
」
や
「
ロ
ゴ
ス
中
心
主
義
」
と
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
、
世
阿
弥
の
用
語
法
が
近
代
の
西
洋
語
よ
り
も
古
典
ラ
テ
ン
語
に
近
い
と
い
う
の
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
点
に
お
い
て
か
、
夢
幻
能
に
典
型
的
な
「
異
界
」
と
の
交
接
と
、
謡
や
舞
を
通
じ
て
実
現
す
る
コ
ス
モ
ロ
ジ
カ
ル
な
照
応
・
共
感
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
言
葉
を
継
い
で
欲
し
か
っ
た
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
ス
コ
ラ
的
時
間
体
系
と
ゴ
シ
ッ
ク
的
空
間
構
成
と
の
間
に
見
出
し
た
よ
う
な
関
係
が
、
日
本
に
お
い
て
は
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
な
形
で
潜
ん
で
い
る
の
か
と
い
つ
た
こ
と
も
、
（
そ
う
し
た
問
題
を
「
実
証
」
で
き
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
扱
う
の
が
最
適
な
の
か
と
い
う
問
題
も
含
め
て
）
今
後
の
研
究
に
投
げ
か
け
ら
れ
た
問
い
で
あ
る
。
西
平
直
「
世
阿
弥
「
伝
書
』
に
お
け
る
「
い
ま
こ
こ
」
１
時
に
用
ゅ
る
を
も
て
、
花
と
知
る
べ
し
」
ｓ
人
間
性
心
理
学
研
究
』
妬
１
２
．
四
年
）
は
、
世
阿
弥
に
お
い
て
「
い
ま
こ
こ
」
が
「
厚
み
と
膨
ら
み
」
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
演
者
の
意
識
に
閉
じ
込
め
ら
れ
な
い
身
体
的
か
つ
間
身
体
的
な
出
来
事
で
あ
り
、
持
続
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
上
で
、
そ
の
よ
う
な
「
い
ま
こ
こ
」
へ
の
「参入」がいかにして可能になるかという観点から、「無心」
へ
の
到
達
を
説
く
世
阿
弥
の
稽
古
論
を
再
構
成
す
る
。
ま
た
、
同
「
子
ど
も
と
無
心
１
世
阿
弥
に
お
け
る
稽
古
の
逆
説
」
ｓ
哲
学
雑
誌
」
皿
。
岨
年
）
は
、
世
阿
弥
の
稽
古
論
に
は
、
子
ど
も
の
身
体
を
理
想
と
し
つ
つ、大人の身体の形成（型や一一曲三体）を訴えているところに
逆
説
が
あ
る
と
指
摘
し
、
そ
の
逆
説
の
意
義
を
問
う
。
先
の
坂
部
稿
も
そ
う
だ
が
、
重
要
な
論
点
が
切
り
出
さ
れ
、
魅
力
的
な
解
釈
が
提
出
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
十
分
に
は
「
実
証
」
さ
れ
て
い
な
い
感
が
あ
る
。
世
阿
弥
の
稽
古
論
が
逆
説
を
は
ら
ん
で
い
る
の
は
確
か
で
あ
り
、
西
平
稿
の
言
う
よ
う
に
、
世
阿
弥
は
い
ち
い
ち
「
説
明
な
ど
し
な
い
」
で
「
矛
盾
し
た
ま
ま
語
る
」
。
だ
が
、
「
型
」
を
習
う
こ
と
が
逆
に
「
型
」
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
の
だ
と
世
阿
弥
が
考
え
て
い
た
こ
と
、
「
無
心
」
こ
そ
が
「
い
ま
こ
こ
」
へ
の
「
参
入
」
を
可
能
に
す
る
の
だ
と
世
阿
弥
が
言
っ
た
こ
と
と
、
な
ぜ
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
ないのか、そのように一一一一口える（言わざるを得ない）論理とは何
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か
と
い
う
こ
と
と
は
別
の
問
題
で
あ
り
、
か
つ
、
後
者
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
テ
ク
ス
ト
か
ら
「
論
証
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
う
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
岩
倉
さ
や
か
「
離
見
と
感
１
世
阿
弥
能
楽
論
に
お
け
る
「
妙
所
」
へ
の眼差し」（「文学』７１２・昭年３月）の、世阿弥が上演の
成
功
に
際
し
て
「
無
限
な
る
も
の
」
の
関
与
を
考
え
て
い
た
と
い
う
指
摘
は
興
味
深
い
も
の
だ
が
、
そ
こ
で
い
う
「
無
限
な
る
も
の
」
と
は
い
か
な
る
も
の
か
、
そ
の
「
働
き
か
け
」
を
「
受
容
」
す
る
と
は
、
ど
の
よ
う
な
作
用
と
ど
う
い
う
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
な
の
か
が
不
明
瞭
で
、
いまひとつ論旨が辿りづらい。「無限なるもの」と「無限」、
あ
る
い
は
、
絶
対
的
な
も
の
と
絶
対
者
は
別
も
の
で
あ
り
、
実
際
世
阿
弥
が
ど
ち
ら
を
考
え
て
い
た
の
か
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
か
ら
、
（
は
じ
め
に
、
あ
る
い
は
最
終
的
に
）
テ
ク
ス
ト
の
範
囲
で
確
定
な
い
し
規
定
す
る
必
要
が
あ
る
し
、
そ
れ
は
あ
る
程
度
可
能
で
あ
る
と
思
う
。
用
語
の
語
義
に
関
す
る
新
見
も
い
く
つ
か
提
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
（
例
え
ば
「
瑞
風
」
は
「
人
智
を
超
え
た
も
の
の
働
き
」
で
あ
る
、
と
す
る）、意図として、「そのように解すれば世阿弥の議論全体が
こ
の
よ
う
に
読
め
て
く
る
」
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
あ
る
い
は
「
世
阿
弥
の
議
論
全
体
を
こ
の
よ
う
に
読
む
と
そ
の
よ
う
に
解
さ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
い
う
こ
と
な
の
か
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
新
し
い
タ
イ
プ
の
研
究
は
評
価
も
難
し
い
が
、
方
法
論
ま
で
含
め
た
形
で
議
論
を
吟
味
し
、
洗
練
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
能
楽
論
の
読
み
込
み
の
可
能
性
は
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
第
三
に
、
能
・
狂
言
の
美
的
な
側
面
に
関
す
る
研
究
が
あ
る
。
こ
の
分
野
の
研
究
は
盛
ん
で
は
な
く
、
正
面
か
ら
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
い
の
が
現
状
だ
が
、
一
つ
の
傾
向
を
示
す
も
の
と
し
て
、
岩
井
茂
樹
「
能
は
い
つ
か
ら
「
幽
玄
」
に
な
っ
た
の
か
？
」
（
鈴
木
貞
美
他
編「わび．さび・幽玄ｌ「日本的なるもの」への道程』。旧
年
９
月
）
が
あ
る
。
能
は
幽
玄
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
幽
玄
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
あ
る
時
点
で
そ
う
な
っ
た
い
き
さ
つ
に
は
、
社
会
や
国
家
（
と
り
わ
け
近
代
の
）
の
思
惑
と
位
置
取
り
が
関
与
し
て
い
た
の
だ
、
と
捉
え
る
も
の
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
美
的
な
側
面
に
歴
史
的
な
視
点
で
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
試
み
で
あ
る
。
こ
う
し
た
い
わ
ゆ
る
構
築
主
義
的
な
視点は、文化研究において最近ますます有効性が認められ、
取
り
組
ま
れ
て
い
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
そ
う
し
た
動
向
を
能
楽
研
究
に
も
取
り
入
れ
た
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
近
代
国
家
に
お
け
る
カ
ノ
ン
形
成
の
一
過
程
と
し
て
近
代
能
楽
史
を
捉
え
る
研
究
は
、
ほ
かに【能楽史研究】でも取り上げるマートライ・ティタニラ
「戦後の能楽に対する検閲資料Ｉ「能」もしくは伝統演劇」、
田
村
景
子
「
近
代
に
お
け
る
能
楽
表
象
ｌ
国
民
国
家
、
大
東
亜
、
文
化
国
家
日
本
に
お
け
る
「
古
典
（
カ
ノ
ン
）
」
と
し
て
」
が
あ
る
が
二
○
二
頁
参
照
）
、
そ
の
種
の
研
究
に
通
有
の
問
題
点
と
し
て
、
総
論
的
な
部分ばかりが強調されがちなところがある（「能楽は近代に作
ら
れ
た
伝
統
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
）
。
そ
の
指
摘
自
体
は
確
か
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
今
後
は
、
誰
の
ど
の
よ
う
な
活
動
、
ど
の
雑
誌
の
い
つ
の
ど
の
記
事
が
、
誰
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
ど
の
く
ら
い
与
え
た
の
か
と
い
う
、
個
別
的
・
具
体
的
な
事
例
と
そ
の
分
析
に
向
か
う
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
意
味
で
、
今
後
の
展
開
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が
強
く
求
め
ら
れ
る
分
野
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
第
四
に
、
外
国
人
の
能
楽
研
究
に
関
す
る
研
究
が
あ
る
。
山
本
百
合
子
「
写
ポ
ー
ナ
ー
の
能
楽
研
究
ｌ
外
国
人
の
能
楽
研
究
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
概
容
」
Ｓ
福
岡
教
育
大
学
紀
要
芸
術
・
保
健
体
育
・
家
政
科
編
』
別
。
四
年
２
月
）
は
、
ド
イ
ツ
人
で
長
ら
く
神
戸
に
滞
在
し
、
世
阿
弥
能
楽
論
の
ド
イ
ツ
語
訳
を
多
く
残
し
た
ポ
ー
ナ
ー
の
生
涯
と
業
績
、
研
究
対
象
の
変
化
な
ど
に
つ
い
て
、
手
際
良
く
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
分
野
の
研
究
は
、
平
成
十
五
年
に
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
の
セ
ミ
ナ
ー
「
能
に
注
が
れ
た
外
国
人
の
ま
な
ざ
し
」
が
開
催
さ
れ
た
あ
た
り
か
ら
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
こ
ち
ら
も
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
外
国
人の能楽研究があったかという概観ｄ総論は、一段落した感
が
あ
る
。
今
後
は
、
誰
の
ど
の
研
究
の
ど
の
ポ
イ
ン
ト
を
問
題
に
す
る
の
か
、
よ
り
焦
点
を
絞
っ
た
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
他
、
教
育
の
観
点
か
ら
能
の
技
能
の
習
得
過
程
や
教
授
の
様
態
に
着
目
す
る
も
の
（
城
間
祥
子
・
茂
呂
雄
二
「
学
生
能
楽
サ
ー
ク
ル
に
お
け
る
仕
舞
の
学
習
過
程
ｌ
初
心
者
の
技
能
の
社
会
的
構
成
」
「
筑
波
大学心理学研究』胡。四年２月。山本宏子・根岸啓子「伝統
楽
器
能
管
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
方
法
論
」
『
岡
山
大
学
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
７
１
１
．
四
年
３
月
。
中
西
紗
織
「
能
の
「型」における「流れ」についてＩ能の実践において「流れ」
が生じるとはどういうことか」『音楽教育研究ジャーナル』
〃
・
岨
年
４
月
）
、
能
・
狂
言
と
そ
の
他
の
演
劇
を
比
較
す
る
も
の
（
小
澤
祥
子
「
中
世
古
典
フ
ァ
ル
ス
と
狂
言
の
比
較
ｌ
形
成
の
歴
史
と
演
劇
としての特質」。Ｑの鼻○三四三口「ギリシア喜劇のいたずら者
蛋
言
の
．
宅
皀
の
．
宛
§
ミ
ミ
ミ
ミ
誉
尋
値
三
）
寄
寓
曼
旦
ご
室
愚
・
菖
思言＆誉・昏冒シ弓。『ろ①貝の『さ『］ｇ目①の①の亘昌①の己弓の『のど
。【宣旨亘、目・画ｃｃ①・凶壁十遷画壱・（ポール．Ｓ・アトキンス箸
『
露
さ
れ
た
同
一
性
／
正
体
亜
金
春
禅
竹
の
能
作
品
ご
英
語
圏
に
お
け
る
金
春
禅
竹
の
初
の
本
格
的
な
作
品
論
。
禅
竹
の
生
き
た
文
化
的
・
史
的
状
況
の
中
に
彼
の
作
品
を
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
世
阿
弥
作
品
と
は
対
照
的
な
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。
各
々
の
作
品
の
繊
密
な
分
析
に
基
づ
い
て
導
か
れ
た
結
論
は
、
世
阿
弥
の
「
変
身
劇
」
に
対
し
て
禅
竹
の
作
品
は
「
啓
示
劇
」
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
シ
テ
内
面
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
化
で
は
な
く
、
物
語
と
し
て
は
静
止
し
た
状
況
で
シ
テ
の
感
情
や
情
景
を
表
現
す
る
こ
と
が
、
禅
竹
作
品
の
主
眼
な
の
だ
と
論
じ
る
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
作
品
の
特
徴
が
、
「
六
輪
一
露
」
説
に
も
共
通
す
る
「
非
二
元
論
」
と
い
う
と
狂
言
の
す
っ
ぱ
」
「
西
洋
古
典
学
研
究
』
別
。
肥
年
３
月
。
式
町
真
紀子「和解の過程Ｉ〈弱法師〉と『リァ王」二組の父子を中心
に
」
）
、
伝
統
芸
能
を
素
材
に
遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
模
索
す
る
も
の
（
森
幸
男
他
「
狂
言
を
事
例
と
し
た
所
作
を
伴
う
芸
術
分
野
の
実
時
間
遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
想
」
「
電
子
情
報
通
信
学
会
総
合
大
会
講
演
論
文
集
』
２
０
０
７
年
情
報
・
シ
ス
テ
ム
１
．
皿
年
３
月
）
な
ど
があった。
【外国語による能楽研究】
単
行
本
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根
本
原
理
に
基
づ
い
て
い
る
と
説
く
。
例本書の章立ては以下の通りである・
序第一章函脳裏に描く風景〆芭蕉〉と〈杜若〉
第二章》逸脱と悪魔的なる物只定家〉と〈鍾埴〉
第三章函神、風景、零落ス賀茂×龍田〉〈小塩〉〈雨月〉
第四章卵理想の女性像の表象只楊貴妃〉〈小督ｘ千手〉
〈大原御幸〉
第
五
章
》
「
ヴ
ェ
ー
ル
を
通
し
て
見
る
よ
う
な
」
え
玉
鬘
〉
と
〈野宮〉における錯覚と暖昧さ
結
論
以
下
の
書
評
は
、
英
語
圏
初
の
ま
と
ま
っ
た
禅
竹
作
品
論
と
し
て
の
本書の意義を称揚しつつも、「非一一元論」対「二元論」、「変
身
劇
の
世
阿
弥
」
対
「
啓
示
劇
の
禅
竹
」
と
い
っ
た
二
項
対
立
に
議
論
が
単
純
化
さ
れ
る
こ
と
へ
の
危
倶
を
表
し
て
も
い
る
。
禅
竹
作
品
を
「
語
る
」
こ
と
の
困
難
さ
を
、
こ
れ
ら
の
書
評
が
図
ら
ず
も
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
書評百・の自己］・§のＣ・舌霞ミミミ旨冒言§助言昌巴黛邑・・
』（四つ二）ニヨ①‐岳◎・の邑已の『・商＆三鈩三冨憲罵言嵩暮・言‐
宮窪》ご・・画（四三⑭）函』巨止］四・
国昌冒四○Ｐｚｏ①二・弓冒囚の冒暮困三冒豈）同意Ｑ量言の一二蔓信吻
旦帛【ご蒼旨蔓』函璽＆詳凄・閂昏四ｓ函ｎｏ目の臣同色の｛少の厨の①１①の》画Ｓｍ・
弓⑫二・（ノエル．Ｊ・ピニントン箸「道にのこる跡函「道」
と
金
春
禅
竹
の
著
述
ご
小西甚一が中世の「道」に見取った五つの要素（専門性、
継
承
性
、
軌
範
性
、
普
遍
性
、
正
当
性
）
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
を
切
り
口
と
し
て
禅
竹
の
人
生
と
思
索
を
論
じ
る
。
著
者
の
関
心
は
、
禅
竹
が
お
か
れ
て
い
た
（
世
阿
弥
の
そ
れ
と
は
異
な
る
）
特
定
の
社
会
的
・
文
化
的
状
況
を
考
慮
に
い
れ
て
彼
の
著
作
を
分
析
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
世
阿
弥
か
ら
禅
竹
へ
の
連
続
性
を
再
検
討
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
著
者
は
こ
の
作
業
を
通
じ
て
、
従
来
「
暖
昧
さ
」
「
世
阿
弥
の
理
論
の
誤
読
」
な
ど
と
さ
れ
て
い
た
禅
竹
の
著
述
の
特
徴
（欠点）が、実は特定の社会的状況下において禅竹が自らの流
派
の
存
続
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
維
持
す
る
た
め
に
故
意
に
選
び
と
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
論
証
す
る
。
先
に
紹
介
し
た
ア
ト
キ
ン
ス
の
著
書
が
禅
竹
の
作
品
論
を
中
心
と
し
て
い
た
の
と
対
照
的
に
、
本
書
は
禅
竹
の
能
芸
論
の
分
析
に
焦
点
を
お
く
。
い
ず
れ
も
（
近
年
再
評
価
を
受
け
て
い
る
と
は
言
え
）
従
来
世
阿
弥
の
亜
流
と
い
っ
た
見
方
を
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
禅
竹
の
業
績
の
、
そ
の
独
自
性
を
積
極
的
に
評
価
す
る
と
い
う
点
で
は
態
度
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
近
年
顕
著
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
禅
竹
研
究
の
高
ま
り
が
、
同
年
に
こ
の
二
冊
の
書
籍
と
し
て
形
を
結
ん
だ
こ
と
を
喜
ば
し
く
思
う
と
共
に
、
こ
の
成
果
が
日
本
に
お
け
る
禅
竹
研
究
へ
の
刺
激
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
な
お
、
本
書
の
章
立
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
章
》
序
函
道
に
の
こ
る
跡
第
二
章
》
専
門
性
函
猿
楽
、
庇
護
者
、
金
春
の
系
列
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第
三
章
函
継
承
性
》
世
阿
弥
か
ら
禅
竹
へ
第
四
章
》
軌
範
性
》
世
阿
弥
の
誤
読
第
五
章
函
普
遍
性
エ
ハ
輪
一
露
理
論
第
六
章
函
正
当
性
亜
「
明
宿
集
」
と
翁
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
第
七
章
》
結
論
卵
実
践
者
、
道
、
そ
し
て
秘
伝
書評国の旨の巨の自国一目の］の『・ミミ震ミ⑮喜三巷・量目二．ロ・」
（■つつ①）罠①『ｌ』『ＣＯ
］・『白の『・ロ皀亘田冷房◎三ｓ目巴且自己帛冷ぐ目］・三の白］・『の］『・
の』・三・号菖胃愚§§ご量ごロ員寺ざミミ言８．ｚ①ミニ）昊函
斥凶ご四目因・・宙》画ｓ①．※寓十鵠①弓．（ディヴィッド・ジョー
ト
ナ
ー
、
ケ
イ
コ
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
、
ケ
ヴ
ィ
ン
．
Ｊ
・
ウ
ェ
ト
モ
ア
編
「
日
本
現
代
演
劇
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ご
｜
一
○
○
三
年
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学
で
開
催
さ
れ
た
日
本
現
代
演
劇
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
論
文
集
。
戦
後
の
実
験
演
劇
に
つ
い
て
の
論
文
を
集
め
た
第
一
一
部
に
、
能
・
狂
言
を
扱
っ
た
以
下
の
三
点
の
論
文
が
所収されている。
・の貴］８畳・農の旨の『ご◎ぬの貝昏＆。巳辱『三三・三二・つ言
Ｃ・目の＆①の．ご弓」鴎ｌ』全。（ジョナ・ザルッ箸「スーパー狂一一一一円
革新的に伝統的なユートピア的喜劇」）
梅原猛によって書かれ、二○○一年から一一○○一一一年にかけ
て
国
立
能
楽
堂
で
上
演
さ
れ
た
三
点
の
新
作
狂
言
（
「
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
」
「クローン人間ナマシマ」「王様と恐竜」）をとりあげる。それ
ぞ
れ
の
作
品
の
制
作
に
い
た
る
過
程
や
社
会
的
背
景
、
あ
ら
す
じ
を
豊
富
な
図
版
と
共
に
紹
介
し
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
主
旨
は
単
な
る
反
ア
メ
リ
カ
・
反
近
代
で
は
な
く
、
自
然
や
生
命
を
否
定
・
破
壊
す
る
無
反
省
か
つ
利
己
的
な
我
々
自
身
の
営
み
な
の
だ
と
結
論
す
る
。
本
書
の
第
四
部には、］自警の、旨と、夛目・言。皀呂のの、旨による「ムツゴ
ロウ」の英訳も所収されている。
・貯巳の『・号旨・倉ｏ一四の胃巴］呂目の⑳の石の弓目目・の曰騨、目‐
〔の三・『三ｏ○二の吾シ弓四三・三ｍｇ（の迫。【］巨獣呂息罠自・薑》
弓」』午忌『．（ツヴィヵ・サーバー箸「現代における日本古典
演
劇
亜
並
置
と
い
う
伝
統
的
手
法
」
）
前
半
で
は
、
シ
テ
と
ワ
キ
、
荒
事
と
和
事
と
い
っ
た
対
照
的
な
役
や
要
素
を
並
置
す
る
こ
と
が
、
能
、
狂
言
、
歌
舞
伎
な
ど
日
本
の
伝
統
演
劇
に
み
ら
れ
る
演
劇
手
法
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。
そ
し
て
論
文
後
半
に
お
い
て
、
こ
の
技
法
が
現
代
演
劇
に
お
い
て
い
か
に
応
用
で
き
る
か
を
、
二
つ
の
上
演
例
を
ひ
い
て
具
体
的
に
論
じ
る
。
一
つ
目
の
例
は
太
田
省
吾作『水の駅」（転形劇場、一九八一年）であり、二つ目の例
は最も有名なユダヤ演劇作品である尋⑮こさ蟇へ国のご恩言
目ざ・一寺亀房（ディバックニ一つの世界の狭間で）を、著者自
身
が
翻
案
・
演
出
・
振
り
付
け
を
し
て
テ
ル
・
ア
ビ
ブ
大
学
の
演
劇
学
科
が
二
○
○
二
年
に
上
演
し
た
作
品
で
あ
る
。
日
本
の
古
典
演
劇
を
現
代
演
劇
に
応
用
す
る
新
し
い
手
法
と
し
て
、
興
味
深
い
。
・容己艮巨員ｇｏ①・震の訂の己一のＯ宮の①》三雲言四二』嵐・》の。ご－畳
◎１四口巴三・口①曰ヱヮヱ星・》》壱・四ｓ１ｍ届．（ローレンス・コーミ
ンッ箸「「大障碍』三一島由紀夫の唯一のオリジナル現代能」）
一
九
五
六
年
に
書
か
れ
た
三
島
由
紀
夫
の
戯
曲
「
大
障
碍
』
が
、
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「近代能楽集』に所収されていないとはいえ、「囑依」という
側面においていかに能の構造を踏まえているかを論じる。さ
らに、この作品が一度きりの上演しかなされなかった理由を、
三
島
と
杉
村
春
子
の
関
係
の
中
に
考
察
す
る
。
石臼【①『・国の一①Ｐの・向・顛置蔚協言曰さ亘違・富邑菖三罵言這
い
量
ｓ
ミ
ヱ
ミ
記
８
塁
ミ
ミ
自
盲
忌
言
菖
具
旨
盲
冨
閏
ヨ
ミ
高
・
肩己の貝因三ｍっ◎①・凶十二弓．．Ｓ‐肉○三・（ヘレン・Ｓ．Ｅ・
パ
ー
カ
ー
箸
「
進
歩
す
る
伝
統
函
日
本
伝
統
演
劇
に
お
け
る
プ
ロ
ッ
ト
の反復についての図版付き研究」）
能・狂言・歌舞伎・人形浄瑠璃といった諸ジャンルが互い
に影響を及ぼしあうことで発展した日本の伝統演劇を、ジャ
ンルごと別個に扱うのではなく、総体として扱うことを目指
す
。
具
体
的
に
は
、
義
経
失
意
時
代
の
二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
（
「
船
弁
慶」プロットと「安宅／勧進帳」プロット）をとりあげ、そ
れ
ぞ
れ
に
基
づ
く
能
・
人
形
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
作
品
を
分
析
・
比
較
す
る
と
い
う
の
が
本
書
の
主
要
な
構
成
で
あ
る
。
本
書
の
大
き
な
特
徴
は
、
台
本
の
み
な
ら
ず
今
日
の
舞
台
に
お
け
る
実
際
の
上
演
も
と
り
あ
げ
、
そ
こ
で
の
演
出
を
も
分
析
の
対
象
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
付
属
の
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
は
能
〈
安
宅
〉
の
ビ
デ
オ
ク
リ
ッ
プ
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
ヴ
ィ
ジ
ュ
ァ
ル
資
料
が
収
録
さ
れ
、
巻
末
に
は
購
買
可
能
な
関
連
作
品
の
視
聴
覚
資
料
一
覧
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
本
文
上
で
も
、
該
当
す
る
シ
ー
ン
を
読
者
が
容
易
に
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
資
料
内
で
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れている。
実
際
の
作
品
比
較
は
詳
細
で
は
あ
る
が
、
単
な
る
差
異
の
指
摘
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
き
ら
い
が
の
こ
る
。
し
か
し
、
同
じ
プ
ロ
ッ
ト
を
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
の
手
法
で
発
展
さ
せ
て
作
品
に
す
る
と
い
う
日
本
伝
統
演
劇
の
あ
り
方
を
、
現
実
の
舞
台
を
見
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
い
英
語
圏
の
読
者
に
視
聴
覚
素
材
を
駆
使
し
て
具
体
的
に
紹
介
す
る
、
と
い
う
最
大
の
目
的
は
十
分
に
果
た
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
演
劇
を
扱
う
書
籍
の
今
後
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
も
、
非
常
に
示
唆
にとんだ出版物である。
書評斤量］二のシ曽薑尋冒きき種ミミ四回口。．］（四ｓ⑪）》
］、ヨー］①Ｃ・
庁一重》の四目Ｅの一Ｆ・起房ご書ミロヘミ①富道具、恩§§『どこ言◎言ミ
ヨミ高・患扇・匡円昌己二・口目①の。【屋①国言『の目□弓①曽威
Ｚ・・一・○×昏己》のＣ日①Ｏ『・言卑の⑰の》四ｓ①・廷三十田⑪壱・（サミュ
エ
ル
．
Ｌ
・
ラ
イ
タ
ー
箸
「
日
本
古
典
演
劇
史
事
典
巴
能
、
狂
言
、
文
楽
、
歌
舞
伎
な
ど
の
日
本
古
典
演
劇
に
関
す
る
、
非
常
に
き
め
細
か
な
配
慮
の
行
き
届
い
た
事
典
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
役
名
や
道
具
・
装
束
の
諸
要
素
、
個
々
の
小
段
名
ま
で
も
が
項
目
と
し
て
立てられているのみならず、〃胃Ｓ『．（役者）、《《８の亘目のの葛（装
束）、屡号四目畳ｏのョ』Ｏ宮『①葛（劇的構造）、。盲目。、（ユーモア）な
ど
英
語
で
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
場
合
も
多
く
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
で
能
・
狂
言
・
文
楽
・
歌
舞
伎
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
解
説
文
内
で
は
立
項
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
単
語
を
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太
字
で
記
し
て
い
る
た
め
、
一
つ
の
項
目
か
ら
さ
ら
に
別
の
項
目
へ
と
参
照
し
て
い
く
こ
と
も
容
易
い
。
ま
た
事
典
本
体
の
ほ
か
に
、
日
本
史
年
表
、
三
十
ペ
ー
ジ
弱
の
日
本
演劇史概説（そこでも立項項目は全て太字で記されている）、
年
号
西
暦
対
応
表
、
事
典
内
で
挙
げ
ら
れ
た
作
品
名
の
英
語
訳
一
覧
、
解
説
文
中
に
含
ま
れ
る
が
立
項
さ
れ
て
は
い
な
い
日
本
語
単
語
の
索
引
（それぞ一れが収録されている項目名を載せる）、ジャンルごと
の
英
語
文
献
お
よ
び
関
連
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
詳
細
な
目
録
を
所
収
す
る
。
各
ジ
ャ
ン
ル
の
専
門
家
に
と
っ
て
有
用
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
語
能
力
や
専
門
的
知
識
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
読
者
の
誰
も
が
求
め
る
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
懇
切
丁
寧
な
便
宜
が
図
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
今
後
長
き
に
渡
っ
て
、
日
本
古
典
演
劇
に
少
し
で
も
関
心
を
持
つ
全
て
の
者
に
と
っ
て
の
必
携
の
書
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る。書評
四
目
ロ
囚
》
西
・
辱
陵
雷
ミ
ヨ
二
言
舌
震
ミ
ミ
震
．
□
・
』
（』つつ『）函、四】１ｍ四四・
三・日・の①．旨巨昌一・胃愚§§切言ｓ鴎雪望己訂思圏胃冒討包ミ（畳
曹嗅薯ロミミ。ご言績暮雪ヱミロ童ヘヨのミミミニ冒董（・后三叩
ｓ貝ロュミ旨二の臣のご勺忌のの》四つ三・貝十』囹已。（百瀬泉著
「
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
日
本
研
究
四
能
と
世
界
劇
場
を
通
じ
て
み
た
イ
ギリス演劇解釈乞
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
研
究
者
に
よ
る
本
書
は
、
能
と
の
比
較
を
通
じ
た
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
分
析
を
試
み
る
。
し
か
し
、
巻
末
の
文
献
表
に
能
に
三一の。Ｐ三罠四目の８茸・望のヱミミ磧忽量忌Ｑ目胃導口呈冒湧
冒誉邑ミミニヨ『ご匂。》昏皀目の冨巨【目呂○三》画Ｃ三・】麗已・
（
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ス
コ
ッ
ト
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
箸
『
花
開
く
精
神
亜
能
に
関する伝統的教義」）
こ
れ
ま
で
に
「
五
輪
書
」
な
ど
を
翻
訳
し
て
き
た
著
者
に
よ
る
「
風
姿花伝」の英語訳であり、巻末には〈敦盛〉の訳も含む。巻末
関
す
る
文
献
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
も
分
る
と
お
り
、
比
較
の
対
象
た
る
能
に
つ
い
て
の
考
察
は
浅
く
、
し
か
も
し
ば
し
ば
誤
っ
た
情
報
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
も
そ
も
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
戯
曲
と
能
の
最
大
の
共
通
点
を
、
両
者
が
宗
教
儀
礼
か
ら
派
生
し
つ
つ
も
そ
こ
か
ら
脱
却
し
た
演
劇
で
あ
る
点
に
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
同
様
の
特
徴
は
他
の
多
く
の
演
劇
ジ
ャ
ン
ル
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
一
冊
を
通
じ
て
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
戯
曲
と
能
と
比
較
す
る
意
義
が
明
ら
か
で
な
く
、
比
較
に
よ
っ
て
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
分
析
、
能
分
析
が
深
ま
っ
た
と
も
言
い
が
た
い
。
能
を
持
ち
出
さ
ず
に
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
を
論
じ
た
ほ
う
が
本
書
の
主
旨
が
明
確
に
な
っ
た
の
で
は
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
研
究
書
で
は
な
い
が
一
般
読
者
を
対
象
と
す
る
能
に
関
す
る
英
語
書
籍
が
二
点
、
こ
の
年
に
は
刊
行
さ
れ
た
。
残
念
な
が
ら
、
ど
ち
ら
も
目
を
覆
う
ば
か
り
に
不
適
切
・
不
正
確
な
記
述
に
満
ち
て
い
る
と
い
う
点
を
共
通
点
と
し
て
も
つ
。
英
語
圏
に
お
け
る
能
の
紹
介
を
考
え
る
上
で
大
い
に
憂
慮
を
呼
ぶ
書
籍
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
に
紹
介
し
て
お
く。
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の参考文献に己］・曰麗四日のの爵ロミ房、萱、が入っていない
８
 
８
点
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
学
術
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
全
く
欠
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
冒
頭
五
十
ペ
ー
ジ
余
り
を
か
け
て
能
の
歴
史
と
構
造について説明しているが、過度の単純化（さまざまな能の
特
質
を
安
易
に
禅
の
影
響
に
還
元
す
る
な
ど
）
や
信
じ
が
た
い
誤
り
｛「横道萬里雄（オウドウバンリュウヒとは、「英雄が誤った
方
向
に
何
千
里
も
行
く
」
と
い
う
「
現
在
能
の
典
型
的
な
あ
ら
す
じ
の
要約」だとするなど、別頁）が頻出している。
一一十ドル弱という価格は、山崎正和と］・曰晟・目閉囚己の【に
よる世阿弥伝書訳二響⑮毎．貝之コロミミロ（一九八四年）や、
己】・昌四の国胃①による訳野冒蔓宅専きき§＆之頁鴎（二○○八
年
）
の
半
額
以
下
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
本
書
は
世
阿
弥
の
伝
書
に
興
味のある一般読者にとって手に取りやすい書となるだろう。
し
か
し
、
い
く
ら
一
般
向
け
で
あ
る
と
は
い
え
、
書
物
と
し
て
の
レ
ベ
ル
の
低
さ
に
も
限
度
が
あ
る
は
ず
だ
。
こ
の
本
を
世
に
出
し
た
講
談
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
、
出
版
社
と
し
て
の
良
心
を
問
い
た
い
。
困胃１の』・三三ｍの一の『・望、曰盲曼ミミヨミ忌貝旨盲冨・・凄亨
喧菖》三景毎量童ロ宣想《ご旦曾庁三のＳ員屋ヨロニ①臣の己
勺『①叩の．四三①。ご＋四囲弓。（ジョン・ウェズリー・ハリス箸「日
本
の
伝
統
演
劇
函
狂
言
、
能
、
歌
舞
伎
、
人
形
劇
」
）
大
学
で
長
ら
く
演
劇
学
を
教
え
て
き
た
著
者
に
よ
る
本
書
は
、
全
十
二
章
で
能
、
狂
言
、
歌
舞
伎
、
人
形
浄
瑠
璃
の
簡
単
な
歴
史
と
特
徴
を
紹
介
す
る
。
各
章
が
さ
ら
に
短
い
細
項
目
（
「
能
劇
の
構
造
」
「
観
阿
弥
と
世
阿
弥
」
な
ど
）
に
分
か
れ
て
い
る
た
め
、
学
生
に
と
っ
て
は
読
み
やすいだろう。
し
か
し
日
本
演
劇
の
専
門
家
で
は
な
い
著
者
は
、
日
本
語
は
言
う
に
及
ば
ず
英
語
で
書
か
れ
た
専
門
書
す
ら
読
ん
で
い
な
い
（
巻
末
に
上
げ
ら
れ
た
た
っ
た
二
十
二
の
参
考
文
献
は
す
べ
て
英
語
で
あ
り
、
そ
の
大
部
分
が
一
九
八
○
年
以
前
に
出
版
さ
れ
た
一
般
向
け
の
概
説
書
で
あ
る
）
。
そ
の
結
果
、
不
正
確
な
情
報
と
著
者
自
身
の
無
根
拠
な
思
い
込
み
に
基
づ
く
誤
っ
た
記
述
が
一
冊
を
通
じ
て
絶
え
間
な
く
見
ら
れ
る
。
一例を挙げれば、〈錦木〉において地謡が「雄鶏の鳴き声を模
倣
す
る
」
と
し
て
い
る
が
元
頁
）
、
こ
れ
は
誤
訳
で
名
高
い
パ
ウ
ン
ド
Ⅱフェノロサ訳が原文の一部を農昌呉の一へ島の已豊己薯と訳した
の
を
見
て
、
そ
の
量
昌
禺
の
薯
を
雄
鶏
の
声
の
擬
音
語
だ
と
勝
手
に
解
釈
し
た
為
ら
し
い
。
百
ド
ル
強
と
い
う
値
段
ゆ
え
に
、
こ
の
誤
り
に
満
ち
た
本
が
英
語
圏
で
教
科
書
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。
書評己（の『》の四目屋の］Ｆ・曽薑ヨミ高舌霞ミミ誤》ロ・』
（四つ○⑭芹四℃⑰ｌ』つつ・
論
文
司巨『巨富三国・【》①（巴・《←Ｃ⑦『ののＳ『畳○口。【色三のＳ１Ｏ＆ｚ○すの菌、の
目』】扇巨の①ざ『①二言目目目の具．ご冒討ミミ烏忌＆§一○恩賜ロョこめ。‐
ロミの＆言胃ミ⑭函雪冨皀『○（四○つ①）血盟⑭’四ｓ・
立
命
館
大
学
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
る
、
モ
ー
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
や
Ｃ
Ｇ
の
技
術
を
用
い
て
伝
統
芸
能
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
プ
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ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
、
損
傷
が
激
し
い
本
願
寺
能
舞
台
を
デ
ジ
タ
ル
復
元
す
る
試
み
の
レ
ポ
ー
ト
と
、
復
元
画
像
を
活
用
し
た
の
含
‐
巨
巨
目
の
昌
８
員
①
員
の
制
作
の
提
案
を
行
う
。
舞
台
で
舞
う
姿
を
観
客
席
か
ら
の
視
線
で
見
る
だ
け
で
な
く
、
舞
う
時
に
周
囲
が
ど
の
よ
う
に
見
え
る
か
、
舞
い
手
の
視
線
を
体
感
で
き
る
と
い
う
の
が
こ
の
コ
ン
テ
ン
ッ
の
最
大
の
特
長
で
あ
る
（
現
時
点
で
は
公
開
し
て
い
な
い
模
様
）
。
能
楽
師
に
眉
間
に
小
型
カ
メ
ラ
を
付
け
て
舞
っ
て
も
ら
っ
て
取
っ
た
デ
ー
タ
を
使
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
こ
う
い
う
ふ
う
に
は
見
え
な
い
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
能
楽
師
か
ら
出
た
ことが興味を引く。「舞うとはどのような経験か」につい
て
の
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
解
釈
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
勺ヨロ曰四・ＰＺｏのこ・・亭三・』の］の。【弓の言昌冒弓①ヨ］の。ごａ
ｚｇ・電冒盲篝辱忌§】函（四三③）己午訊・
著書目ご§冨誉弓巳での議論を圧縮したもの（出版は本
論が先）。内容については、「単行本」の項を参照。
国①頁の巨の自国・白の。｛の１９の白ごｚｇ８目白①自白１のの目已
己一景畠三富日田目・亘百㎡目の一の言言の盲目已蚕三ｍ弓畳》・
因①目豈自」評言丘の（巴・の己の・・尋、Ｑへ誉忌＆悪§ｅ雪盲盲‐
菖閨宣噴・篝（。※・貝吝皀の后の》四ｓ⑦）己画〒四塁・
中
世
に
多
く
書
か
れ
た
注
釈
書
の
思
考
法
・
発
想
法
が
、
い
か
に
禅
竹の能楽論と能作品にも作用しているかを、「明宿集』と
〈杜若〉を題材に論じる。注釈８日目自国こないし注釈的な
発
想
が
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
た
中
世
日
本
の
言
説
空
間
を
総
体
と
し
て
視
野
に
入
れ
、
能
を
そ
う
し
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
に
位
置
づ
け
て
い
こ
う
と
す
る
の
が
著
者
の
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
（
ま
た
そ
れ
は
最
近
の
学
界
の
動
向
で
も
あ
る
）
。
禅
竹
の
能
楽
論
をｚ・弓岳の○二ではなくＺ＆８日目の自国ごと捉えるあたり
に
も
、
著
者
の
視
点
が
う
か
が
わ
れ
る
。
た
だ
、
本
論
で
は
、
能
楽
論
と
能
作
品
の
双
方
に
目
配
り
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
逆
に
議
論
の
密
度
が
や
や
薄
ま
っ
て
い
る
印
象
が
あ
っ
た
。
能
楽
論
と
能
作
品
と
の
関
係
を
考
え
た
い
と
い
う
筆
者
の
狙
い
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
論
集
全
体
が
能
に
特
化
し
た
性
格
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
個
別
事
例
に
つ
い
て
の
知
見
を
深
め
て
い
く
こ
と
と
、
よ
り
大
き
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
の
関
わ
り
を
見
極
め
て
い
く
こ
と
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
と
っ
て
い
く
か
も
、
今
後
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
届百》ｎ口弓①己皀①・倉石・言①『で一員寄平向ロゴの】・昌后冨巨『・日四の三
田・言８弓・巨召弓のｚロョミご書・量ご言・畳・這旨盲琶§
冒信覆是ご員量、ミミニＰ皀・・函（巴三）函］弓‐】『中・
能〈草紙洗小町〉を読み込み、そこに篭められている政治的
な
含
意
を
あ
ぶ
り
出
そ
う
と
す
る
試
み
。
所
謂
シ
テ
一
人
主
義
の
枠
組
み
に
は
お
さ
ま
ら
な
い
本
曲
の
造
形
を
説
明
す
る
に
は
、
そ
れ
と
は
別
の
劇
的
趣
向
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
た
あ
と
、
本
曲
で
な
さ
れ
て
い
る
人
物
造
形
や
配
役
に
は
あ
る
種
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
が
見
ら
れ
、
そ
こ
に
広
い
意
味
で
の
権
力
構
造
の
投
影
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
な
視
点
を
介
入
さ
せ
、
美
的
な
感
興
と
は
異
な
る
本
曲
の
趣
向
を
読
み
取
る
余
地
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
言
わ
れ
る
。
刺
激
的
な
指
摘
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
さ
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ら
に
当
時
の
現
実
の
政
治
関
係
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
な
ど
、
相
当
に
踏
み
込
ん
だ
解
釈
が
な
さ
れ
て
お
り
、
本
当
に
そ
の
よ
う
に
読
め
る
の
か
、
戸
惑
い
と
抵
抗
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
能
の
演
劇
的
本
質
と
い
う
根
本
的
な
問
題
に
も
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
で
あ
る
の
で
、
慎
重
か
つ
丁
寧
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
』７０
その他、狭い意味での能楽研究に含まれるものではないが、
関
連
す
る
も
の
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。
Ｃ色盲旨四・の塁・貝・皇宣旨ぬぎ。。』三己菖］２国］のＺ＆耳目‐
の０１已目・【の云禺のの己の胃の㎡の】｝①二の。巨己の旨辱】『・の閨「囚壹の《困昌・嘗
ト蕎冒言忌‐重言Ｃ§喜暑騨口・・画（画き①）卵忠と画・
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
悲
劇
を
も
と
に
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
黒
澤
明
の
映
画
「
乱
」
を
、
作
品
内
で
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
る
能
管
の
音
に
着
目して分析する。
三胃目Ｃ三の曰］の．屡己・昌一のご］昌・亘・この曰のｇ旨、二局目】の》
『の□の三・皀目』＆①言己・耳ｇｏ①ａ弓のＺ・三口のこの目四・三①、の
国］①《三二昌困亘壹・葛ニミミコミ『言画Ｐ己○・一（画き①）函ヨマヨヨｍ・
アメリカの詩人の巨の目出○二爵の一一○○三年の作品尋⑮三章
貫警＆に能が与えた影響、国・言のの作風における能的な要
素について論ずる。
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前
年
分
に
引
き
続
き
、
平
成
十
九
年
に
発
表
さ
れ
た
能
・
狂
言
関
係
の
単
行
本
、
お
よ
び
雑
誌
等
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
を
概
観
す
る
。
全
体
を
、
単
行
本
（
表
き
よ
し
）
、
資
料
研
究
・
資
料
紹
介
（
小
林
健
二
）
、
能
楽論研究（高橋悠介）、能楽史研究（宮本圭造）、作品研究（伊
海孝充・江口文恵・山中玲子）、演出研究・技法研究（山中玲
子）、狂言研究（橋本朝生）、外国語による能楽研究（玉村恭）
の八つに分け、分担執筆している。右記の分類には収まらな
い
、
新
し
い
視
点
か
ら
の
能
楽
研
究
に
つ
い
て
は
、
「
そ
の
他
」
と
し
て
、
平
成
十
八
年
の
項
目
に
ま
と
め
て
載
せ
て
い
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご参照いただきたい。なお、今回の分で、研究展望の遅れは
か
な
り
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
が
、
年
度
の
近
い
論
考
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
論
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
類
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
く
、
ど
う
い
っ
た
論
文
が
こ
の
年
に
発
表
さ
れ
た
の
か
、
情
報
を
収
集
す
る
の
に
予
想
外
に
難
航
し
た
。
そ
の
た
め
、
重
要
な
論
考
を
見
落
と
す
な
ど
の
遺
漏
が
少
な
か
ら
ず
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
ご
寛
恕
を
乞
う
と
と
も
に
、
論
文
発
表
の
折
に
は
、
抜
刷
な
ど
を
本
研
究
所
に
ご
寄
贈
い
た
だ
く
よ
う
、
あ
ら
た
め
て
お
願
い
し
た
い
。
研
究
展
望
（
平
成
十
九
年
）
単
行
本
「
能
に
も
演
出
が
あ
る
小
書
演
出
・
新
演
出
な
ど
』
（
横
道
萬
里
雄
署。Ａ５判肌頁。１月。槍書店。二八○○円）
平
成
十
五
年
か
ら
十
七
年
に
か
け
て
「
観
世
」
に
連
載
さ
れ
た
記
事
に
加
筆
訂
正
し
て
一
書
に
ま
と
め
た
も
の
。
「
第
Ｉ
章
能
の
演
出
〈
隅
田
川
〉
を
例
と
し
て
」
で
は
、
作
り
物
や
扮
装
・
演
技
な
ど
に
ど
の
よ
う
な
選
択
が
行
わ
れ
る
か
を
説
明
し
、
ど
の
よ
う
な
能
を
め
ざ
す
か
と
い
う
演
出
者
と
し
て
の
自
覚
が
能
役
者
に
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。
「
第
Ⅱ
章
キ
マ
リ
と
替
エ
」
で
は
、
能
に
も
演
者
の
意
図
に
よ
っ
て
動
か
し
得
る
範
囲
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
「
第
Ⅲ
章
主
要
小書・その他の演出」では、〈高砂・弓八幡・養老〉など三十
三
曲
の
能
の
小
書
が
具
体
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
小
書
が
付
く
と
演
出
が
ど
う
変
わ
る
か
を
詳
細
に
把
握
す
る
の
は
困
難
な
だ
け
に
、
曲
数
は
限
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
大
変
役
に
立
つ
書
で
あ
る
。
『
世
阿
弥
が
い
た
場
所
能
大
成
期
の
能
と
能
役
者
を
め
ぐ
る
環
境
』
（
天
野
文
雄
箸
。
Ａ
５
判
脳
頁
。
２
月
。
ペ
リ
か
ん
社
。
八
六
○
○円）
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世
阿
弥
が
生
き
た
時
代
の
能
と
能
役
者
を
室
町
将
軍
と
の
関
係
か
ら
捉
え
よ
う
と
す
る
論
考
の
集
成
。
「
序
章
世
阿
弥
が
い
た
場
所
概
観
」
で
は
将
軍
義
持
時
代
以
前
の
御
用
役
者
の
置
か
れ
た
環
境
や
能
役
者
の
阿
弥
号
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
「
第
一
章
義
満
時
代
の
脇
能
と
世
阿
弥
」
で
は
、
当
時
の
能
の
作
品
に
は
「
君
臣
一
体
」
と
い
う
対
権
力者意識があることを取り上げ、〈金札・弓八幡・養老〉の成
立
が
当
時
の
政
治
状
況
と
深
く
か
か
わ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
「
第
二
章
義
満
時
代
の
能
と
能
役
者
」
で
は
義
満
の
禅
的
環
境
と
観
阿弥作〈自然居士・卒都婆小町〉との関わりや井阿弥をめぐる
諸問題、〈小林・合浦・笠間の能〉を考察し、「第三章義持
義教時代の能と世阿弥」では〈難波・白楽天・老松・高砂・
花筐〉について主題や成立を論じている。「終章世阿弥がい
た場所拾遺」では鎌倉末期の田楽界と今熊野猿楽についての
考
察
が
あ
る
。
「岡家本江戸初期能型付」（藤岡道子編。Ａ５判測頁。２月。
和
泉
書
院
。
一
二
○
○
○
円
）
ワ
キ
方
高
安
流
の
岡
次
郎
右
衛
門
家
に
伝
来
し
た
能
の
型
付
を
翻
刻
し
た
書
。
こ
の
型
付
は
も
と
は
六
冊
だ
っ
た
が
、
現
在
岡
家
本
は
巻
三
～
六
の
四
冊
、
岡
家
本
の
転
写
本
で
あ
る
宮
内
庁
書
陵
部
本
は
巻
二
～
六
の
五
冊
が
存
在
し
て
お
り
、
巻
一
一
は
書
陵
部
本
、
巻
三
～
六
は
岡
家
本
を
も
と
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
に
「
観
世
流
仕
舞
付
」
と
あ
る
が
、
ど
の
流
派
と
も
特
定
し
が
た
い
内
容
で
あ
る
。
一
四
三
曲
の
型
付
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
江
戸
初
期
の
能
の
演
技
・
演
出
な
ど
を
考
え
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
昭
和
五
十
四
年
に
本
書
編
者
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
資
料
だ
が
、
難
読
で
活
用
し
に
く
か
っ
た
。
尾
本
頼
彦
・
長
田あかれが編集協力者であり、困難な作業の継続のおかげで、
貴
重
な
資
料
が
活
用
し
や
す
い
形
に
な
っ
た
の
は
大
変
に
有
り
難
い
。
「世阿弥の中世』（大谷節子箸。Ａ５判棚頁。３月。岩波書
店。八○○○円）
世
阿
弥
の
作
品
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
世
阿
弥
が
作
品
に
凝
縮
し
た
時
代
精
神
や
世
阿
弥
の
意
志
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
論
考
の
集
成
。
「
第
一
章
逆
転
の
構
図
ｌ
「
心
」
と
「
理
り
こ
で
は
、
〈
阿
古屋松〉や〈江口〉などを取り上げ、山賤や遊女といった心な
き
賎
の
存
在
に
よ
っ
て
心
や
理
り
が
説
か
れ
る
と
い
う
構
図
が
世
阿
弥
作
品
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
「
第
二
章
本
説
と
方
法
」
で
は
古
注
釈
・
和
歌
・
連
歌
・
説
話
と
い
っ
た
本
説
と
能
の
作
品
と
の
関
わ
り
を
考
察
し
て
い
る
。
「
第
三
章
物
狂
能
」
で
は
世
阿
弥
の
物
狂
能の特色を分析するとともに、金春禅竹作〈敷地物狂〉を検討
す
る
こ
と
で
禅
竹
が
世
阿
弥
か
ら
摂
取
し
た
も
の
と
新
た
に
生
み
出
し
た
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
。
「
第
四
章
脇
の
能
」
で
は
〈
難
波
・
高
砂・弓八幡〉を取り上げ、金春禅鳳作〈東方朔〉などと比較し
ながら世阿弥の脇能の特異性を論じている。
「能楽史年表古代・中世編』（鈴木正人編。Ａ５判川頁。
３
月
。
東
京
堂
出
版
。
一
五
○
○
○
円
）
西
暦
一
六
○
○
年
ま
で
の
能
楽
関
係
の
事
項
を
年
表
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
。
曲
舞
や
風
流
な
ど
能
楽
と
関
係
の
深
い
芸
能
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
出
典
の
明
ら
か
な
項
目
だ
け
に
限
定
し
、
出
典
が
明
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
大
変
利
用
し
や
す
い
形
に
な
っ
て
い
る
。
幅
広
い
資
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科
か
ら
膨
大
な
事
柄
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
整
理
・
編
集
し
て
い
く
の
は
さ
ぞ
か
し
困
難
だ
っ
た
こ
と
と
推
察
さ
れ
る
。
今
後
の
能
楽
研
究
に
と
っ
て
き
わ
め
て
有
用
な
年
表
で
あ
る
。
『中世の演劇と文芸」（石黒吉次郎著。Ａ５判捌頁。４月。
新典社。九○○○円）
著
者
が
昭
和
六
十
三
年
か
ら
平
成
十
八
年
に
か
け
て
発
表
し
た
論
考
を
集
め
た
も
の
。
「
第
一
章
中
世
の
芸
能
」
で
は
田
楽
・
今
様
・
白
拍
子
・
曲
舞
な
ど
の
芸
能
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
第
二
章
能
の
文
学
」
に
は
「
武
家
の
物
語
と
能
」
「
能
「
須
磨
源
氏
」
に
お
け
る
兜
率天」「能「砧」と世阿弥」「世阿弥の樹木思想」「能「鞍馬
天
狗
」
と
稚
児
物
語
」
の
五
編
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
「
第
三
章
中
世の伝承」では安倍晴明などの英雄像の形成などについて論
じ
て
い
る
。
著
者
が
様
々
な
角
度
か
ら
中
世
芸
能
の
研
究
に
取
り
組
ん
できた様子がうかがえる書である。
「
日
本
の
仮
面
ｌ
能
と
狂
言
」
（
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ペ
ル
ッ
ィ
ン
ス
キー箸。吉田次郎訳。野上記念法政大学能楽研究所監修。Ａ
５判〃頁。５月。法政大学出版局。一○○○○円）
ド
イ
ツ
の
東
洋
美
術
史
家
で
あ
る
ペ
ル
ッ
ィ
ン
ス
キ
ー
が
一
九
二
五
年
に
出
版
し
た
能
・
狂
言
面
研
究
書
の
翻
訳
。
ド
イ
ツ
文
学
者
の
吉
田
次郎が約三十年前に翻訳した原稿に大幅に手を入れ、最新の
能
面
研
究
の
成
果
に
基
づ
い
て
注
を
加
え
る
な
ど
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
の
工
夫
を
施
し
て
い
る
。
第
１
部
は
赤
鶴
・
竜
右
衛
門
・
日
氷
な
ど著名な面打師についての考察が中心で、第Ⅱ部はさらに多
くの面打ちを取り上げた「面打師目録」、「面の製法」や「面
の
分
類
」
、
様
々
な
種
類
の
面
を
紹
介
す
る
「
面
の
類
型
の
目
録
」
な
ど
か
ら
成
っ
て
い
る
。
一
九
○
五
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
来
日
し
た
際
に
調
査
を
行
っ
た
成
果
な
ど
が
生
か
さ
れ
た
書
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
ま
と
ま
っ
た
内
容
の
書
が
海
外
で
早
く
に
出
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
驚
か
される。
『
能
の
翻
訳
Ｉ
文
化
の
翻
訳
は
い
か
に
し
て
可
能
か
ｌ
』
（
ｎ
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
国
際
日
本
学
研
究
叢
書
８
・
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編
。
Ａ５判測頁。５月）
平
成
十
八
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
十
七
日
に
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
・
国
際
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
・
国
際
日
本
学
研
究
所
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
国
際
研
究
集
会
の
報
告
集
。
こ
の
研
究
集
会
で
は
、
国
内
外
の
研
究
者
に
よ
る
研
究
報
告
や
大
学
院
生
に
よ
る
研
究
発
表
の
ほ
か
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
が
行
わ
れ
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
本
書
に
は
ロ
イ
ヤ
ル
・
タ
イ
ラ
ー
の
講
演
、
モ
ニ
カ
・
ベ
ー
テ
、
ポ
ー
ル
。
Ｓ
・
ア
ト
キ
ン
ス
、
マ
イ
ケ
ル
・
エ
メ
リ
ッ
ク
、
表
章
、
ト
ム
・
ヘ
ヤ
ー
、
シ
ェ
リ
ー
・
フ
ェ
ノ
・
ク
イ
ン
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発
表
、
マ
イ
ケ
ル
・
ワ
ト
ソ
ン
、
竹
内
晶
子
、
ス
タ
ン
カ
・
シ
ョ
ル
ッ
Ⅱ
チ
ョ
ン
カ
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
。
Ｇ
・
、
不
ル
ソ
ン
、
ジ
ョ
ン
．
Ｍ
・
ブ
ロ
ウ
カ
リ
ン
グ
、
伊
海
孝
充
に
よ
る
研
究
報
告
、
小
川
健
一
、
柳
瀬
千
穂
、
式
町
眞
紀
子
に
よ
る
大
学
院
生
研
究
発
表
、
山
中
玲
子
「
大
学
院
ゼ
ミ
「
謡
曲
の
英
訳
を
読
む
」
の
報
告
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
「
週
刊
人
間
国
宝
弱
芸
能
・
能
楽
３
』
（
週
刊
朝
日
百
科
。
Ａ
４
判
変型犯頁。７月。朝日新聞社。五三一一一円）
全
七
十
冊
で
人
間
国
宝
を
紹
介
し
て
い
く
週
刊
朝
日
百
科
の
シ
リ
ー
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ズ
の
一
冊
。
ワ
キ
方
の
宝
生
閑
・
松
本
謙
二
・
宝
生
弥
一
・
森
茂
好
、
小
鼓
方
の
幸
祥
光
・
幸
宣
佳
・
鵜
澤
寿
、
大
鼓
方
の
川
崎
九
淵
・
亀
井
俊
雄
・
安
福
春
雄
・
瀬
尾
乃
武
、
太
鼓
方
の
柿
本
豊
次
の
十
二
人
を
取
り
上
げ
、
能
楽
研
究
者
や
能
楽
評
論
家
に
よ
る
文
章
や
対
談
な
ど
に
よ
り
各
人
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
る
。
ワ
キ
方
に
つ
い
て
や
能
舞
台
な
ど
能
の
基
礎
知
識
を
紹
介
す
る
頁
も
あ
る
。
「
週
刊
人
間
国
宝
印
芸
能
・
能
楽
４
』
（
週
刊
朝
日
百
科
。
Ａ
４
判
変型釦頁。７月。朝日新聞社。五一一一三円）
全
七
十
冊
で
人
間
国
宝
を
紹
介
し
て
い
く
週
刊
朝
日
百
科
の
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
。
笛
方
の
藤
田
大
五
郎
、
小
鼓
方
の
曽
和
博
朗
と
北
村
治
、
大
鼓
方
の
安
福
建
雄
と
亀
井
忠
雄
、
太
鼓
方
の
金
春
惣
右
衛
門
の
六
人
を取り上げる。
「
週
刊
人
間
国
宝
閲
芸
能
・
能
楽
５
」
（
週
刊
朝
日
百
科
。
Ａ
４
判
変型釦頁。９月。朝日新聞社。五三一一一円）
全
七
十
冊
で
人
間
国
宝
を
紹
介
し
て
い
く
週
刊
朝
日
百
科
の
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
。
狂
言
方
大
蔵
流
の
四
世
茂
山
千
作
・
三
世
茂
山
千
作
・
善
竹
弥
五
郎
、
和
泉
流
の
野
村
萬
・
六
世
野
村
万
蔵
・
九
世
三
宅
藤
九
郎
の六人を取り上げる。
『
華
麗
な
る
能
装
束
高
島
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
（
国
立
能
楽
堂
事
業
推
進
課
編
。
Ａ
４
判
拠
頁
。
９
月
。
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
）
九
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
国
立
能
楽
堂
で
行
わ
れ
た
展
示
の
図
録
。
能
装
束
六
十
点
余
の
写
真
と
そ
の
解
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
長
崎
巌
「
高
島
屋
史
料
館
所
蔵
能
装
束
に
つ
い
て
」
で
は
、
高
島
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
井
伊
家
・
前
田
家
・
毛
利
家
旧
蔵
の
能
装
束
が
含
ま
【資料研究・資料紹介】
こ
の
年
は
近
世
の
資
料
紹
介
や
研
究
に
収
穫
が
あ
っ
た
が
、
ま
ず
は
中世資料の研究から。
佐藤和道三資料】『観智院過去帳」記載の能役者」ｓ能と
狂
言
」
５
．
５
月
）
は
、
東
寺
観
智
院
院
主
で
あ
っ
た
真
海
が
関
わ
っ
た
明
応
五
年
か
ら
大
永
七
年
に
か
け
て
の
「
東
寺
観
智
院
過
去
帳
』
に
記
載
さ
れ
た
能
役
者
四
人
、
観
世
之
重
・
矢
田
十
郎
・
春
童
（
藤
）
大
夫
・
金
春
大
夫
（
禅
鳳
）
に
つ
い
て
考
証
し
た
も
の
。
と
く
に
禅
鳳
の
没
年
を
永
正
十
年
と
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
時
期
に
中
央
か
ら
離
れ
大
内
氏
の
と
こ
ろ
で
没
し
て
い
た
こ
と
の
可
能
性
を
論
じ
る
。
神
田
裕
子
「
金
春
宗
家
蔵
「
宴
曲
集
巻
第
二
影
印
・
翻
刻
・
解
題
ｌ
能
と
宴
曲
Ｉ
」
Ｓ
演
劇
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
Ⅸ
。
１
月
）
は
、
金
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
そ
の
特
色
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
「すぐわかる能の見どころｌ物語と鑑賞剛曲」（村上湛著。
Ａ５判珊頁。ｎ月。東京美術。一三○○円）
各
曲
四
頁
で
説
明
さ
れ
る
初
心
者
お
す
す
め
名
曲
十
選
、
各
曲
一
頁
で説明される九十七曲、各曲半頁で説明される一一一十二曲の、
合
わ
せ
て
一
三
九
曲
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
物
語
・
鑑
賞
・
余
説
と
い
っ
た
形
で
作
品
の
あ
ら
す
じ
や
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
演
出
の
特
色
な
ど
の
指
摘
に
は
専
門
的
な
も
の
も
あ
り
、
初
心
者
に
限
ら
ず
教
え
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
論文
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春
宗
家
に
所
蔵
さ
れ
る
室
町
中
期
の
宴
曲
集
に
解
題
を
付
し
て
翻
刻
し
た
も
の
で
、
一
部
影
印
も
掲
載
さ
れ
る
。
奥
書
に
見
え
る
「
今
春
太
夫
／
秦
鎮
喜
」
の
解
明
な
ど
の
問
題
は
残
る
が
、
譜
本
と
し
て
音
楽
表
記
を
完
備
し
た
本
で
あ
り
、
能
楽
と
の
関
連
の
み
な
ら
ず
宴
曲
研
究
の
う
え
か
ら
も
好
資
料
と
な
ろ
う
。
近
世
で
は
、
演
能
記
録
調
査
研
究
グ
ル
ー
プ
（
代
表
、
表
章
）
弓
触
流
し
御
能
組
』
演
者
名
総
覧
と
索
引
（
二
」
（
「
能
楽
研
究
』
Ⅲ
。
７
月）を第一に取り上げたい。『触流し御能組』五巻は享保六年
以
後
に
江
戸
城
内
で
行
わ
れ
た
千
四
百
回
を
越
え
る
催
し
の
記
録
で
あ
り
、
江
戸
時
代
後
期
の
演
能
の
実
態
を
知
る
上
で
の
基
本
資
料
で
あ
る
。
演
者
名
総
覧
は
そ
の
曲
名
・
人
名
索
引
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
大
部
な
の
で
今
回
は
前
半
に
あ
た
る
巻
一
か
ら
巻
三
（
享
保
六
年
か
ら
享
和
三
年
ま
で
の
一
八
二
年
間
）
が
掲
載
さ
れ
た
。
前
半
だ
け
で
も
一
五
一
頁
に
及
ぶ
力
作
で
、
全
五
巻
が
完
備
さ
れ
索
引
編
が
完
成
し
た
暁
に
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
能
役
者
や
演
能
に
つ
い
て
の
有
力
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
な
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
平
成
二
年
か
ら
十
二
年
に
か
け
て
活
動
し
た
演
能
記
録
調
査
研
究
グ
ル
ー
プ
の
研
究
成
果
と
は
言
え
、
代
表
者
一
人
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
多
く
の
研
究
者
が
恩
恵
を
こ
う
む
る
で
あ
ろ
う
。
佐
藤
和
道
「
松
廼
舎
文
庫
旧
蔵
「
金
春
系
譜
』
所
収
史
料
考
ｌ
吉
田
東
伍
博
士
自
筆
ノ
ー
ト
続
稿
ｌ
」
ｓ
演
劇
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
」
Ⅸ
）
は
、
吉
田
東
伍
博
士
が
『
能
楽
古
典
禅
竹
集
」
の
編
纂
の
た
め
作
成
し
た
ノ
ー
ト
二
点
「
金
春
系
譜
考
」
「
金
春
座
旧
案
」
に
所
収
さ
れ
た
史
料
を
二
十
八
項
目
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
た
も
の
。
こ
れ
ら
は
金
春
家
の
分
家
で
あ
っ
た
八
左
衛
門
家
の
当
主
金
春
安
住
筆
の
「
金
春
系
譜
」
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
り
、
般
若
窟
文
庫
に
現
存
し
な
い
資
料
な
ど
を
含
ん
で
い
る
点
で
、
ノ
ー
ト
に
記
さ
れ
た
一
一
次
資
料
と
は
言
え
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
安
住
は
大
蔵
庄
左
衛
門
や
竹
田
権
兵
衛
な
ど
の
他
家
の
資
料
も
調
査
し
て
お
り
、
資
料
に
付
さ
れ
る
注
は
考
証
的
な
態
度
の
も
の
で
信
頼
に
足
る
と
考
察
さ
れ
る
。
金
春
座
や
そ
の
周
辺
の
研
究
材
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
も
の
と
な
ろ
う
。
京
観
世
の
活
動
と
流
布
に
関
わ
る
資
料
が
大
谷
節
子
に
よ
っ
て
二
点
紹
介
さ
れ
た
。
一
つ
は
、
「
京
観
世
薗
久
右
衛
門
家
門
人
帳
解
題
と
翻
刻
ｌ
附
索
引
」
（
「
神
女
大
国
文
』
肥
。
３
月
）
で
、
京
観
世
五
軒
屋
と
呼
ば
れ
た
素
謡
の
家
、
薗
久
右
衛
門
の
門
人
帳
を
翻
刻
し
、
人
名
索
引
を
付
し
た
も
の
。
第
一
巻
か
ら
五
巻
に
は
宝
暦
二
年
か
ら
明
治
三
年
ま
で
六
七
三
人
、
別
巻
に
は
天
明
三
年
か
ら
寛
政
元
年
ま
で
一
一
九
人
、
計
七
○
三
人
の
門
人
が
記
さ
れ
る
。
こ
の
資
料
に
よ
り
、
薗
家
が
土
佐
・
讃
岐
・
伊
予
・
備
中
・
備
後
・
岐
阜
・
美
濃
の
各
地
に
門
人
を
持
ち
、
各
地
で
素
謡
の
弟
子
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
も
う
一
本
は
、
「
京
観
世
井
上
次
郎
右
衛
門
家
門
人
帳
解
題
と
翻
刻
Ｉ
附
索
引
」
二
山
手
日
文
論
孜
』
別
。
３
月
）
で
、
同
じ
く
京
観
世
五
軒
屋
と
呼
ば
れ
た
素
謡
の
家
、
井
上
次
郎
右
衛
門
家
の
門
人
帳
に
相
当
す
る
神
文
帳
一
巻
を
翻
刻
し
た
も
の
で
、
人
名
索
引
が
付
さ
れ
る
。
列
記
さ
れ
た
門
人
の
数
は
七
八
四
人
に
の
ぼ
り
、
井
上
次
郎
右
衛
門
家
の
謡
教
授
の
活
動
範
囲
が
、
京
・
大
坂
・
近
江
は
言
う
に
及
ば
ず
、
越
前
・
美
濃
・
信
濃
・
丹
波
・
備
前
と
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
中
尾
薫
「
国
会
図
書
館
蔵
の
明
和
本
へ
の
書
入
」
（
京
都
観
世
会
館
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「
能
』
９
月
）
は
、
国
会
図
書
館
蔵
の
明
和
改
正
謡
本
内
組
十
九
冊
の
（車僧〉の書き入れから、該本が甲・乙・丙本の甲本にあたり、
旧
蔵
者
が
明
和
本
刊
行
に
関
わ
っ
た
加
藤
枝
直
か
そ
の
子
息
の
干
蔭
で
あ
り
、
乙
・
丙
へ
の
再
改
訂
案
を
示
し
た
も
の
と
考
察
し
た
。
短
文
で
あ
る
が
明
和
改
正
謡
本
の
制
作
に
関
し
て
示
唆
的
な
論
で
あ
る
。
そ
の
他
、
連
載
物
が
二
点
。
浅
見
恵
・
松
田
存
「
盛
岡
南
部
藩
「
御
能日記』（八）～（十八）」（「宝生」弱１１～、。、。１月～ｎ
月
・
咀
月
）
は
、
前
年
に
引
き
続
き
盛
岡
南
部
藩
『
御
能
日
記
」
の
文
化
九
・
十
年
の
記
事
を
翻
刻
し
た
も
の
。
飯
塚
恵
理
人
「
豊
島
十
郎
筆
『高安流仕舞附地』（四）」ｓ名古屋芸能文化」Ⅳ。Ｅ月）は、
前
号
に
引
き
続
き
高
安
流
ワ
キ
方
の
仕
舞
附
を
翻
刻
し
た
も
の
で
、
「地」冊の後半にあたる。
謡
本
に
関
す
る
論
文
が
三
点
。
安
岡
充
令
・
山
本
聡
「
形
態
と
文
字
か
ら
み
る
室
町
期
謡
本
ｌ
金
春
禅
鳳
自
筆
謡
本
の
位
置
（
上
）
ｌ
」
Ｓ
専
修
国
文
一
別
。
９
月
）
は
、
世
阿
弥
自
筆
能
本
や
金
春
禅
鳳
自
筆
の
謡
本
を
取
り
と
げ
て
、
そ
の
詞
章
を
形
態
と
文
字
か
ら
享
受
史
を
追
っ
た
も
の
。
形
態
面
を
安
岡
が
、
文
字
面
を
山
本
が
担
当
す
る
。
未
完
で
あ
る
が
、
世
阿
弥
本
は
座
内
に
相
伝
さ
れ
た
実
用
的
な
能
本
で
あ
り
、
禅
鳳
本
は
第
三
者
の
鑑
賞
に
耐
え
う
る
謡
本
で
身
分
や
作
成
目
的
に
よ
っ
て
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
報
告
自
体
は
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
袋
綴
じ
冊
子
本
《
源
大
夫
》
の
平
面
的
で
横
長
の
文
字
形
態
が
後
の
版
本
の
謡
本
、
さ
ら
に
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
の
台
本
に
つ
な
が
る
文
字
表
記
で
あ
る
と
の
考
察
は
、
謡
本
の
室
町
期
か
ら
江
戸
期
へ
の
変
遷
を
考
え
る
う
え
で
興
味
深
い
指
摘
で
あ
り
、
続
編
が
期
待
さ
れ
る
。
伊
海
孝
充
「
光
悦
謡
本
袋
綴
本
に
関
す
る
一
考
察
ｌ
光
悦
謡
本
袋
綴
別
製
普
通
本
を
通
し
て
ｌ
」
二
国
立
能
楽
堂
調
査
研
究
』
１
．
３
月
）
は
、
多
岐
多
種
に
分
か
れ
る
光
悦
謡
本
の
中
で
、
袋
綴
装
の
普
通
本
と
特
殊
本
に
つ
い
て
具
体
的
に
比
較
考
証
を
行
っ
た
も
の
。
こ
れ
ま
で
類
似
性
が
な
い
と
さ
れ
て
き
た
両
本
が
、
同
一
の
活
字
を
用
い
て
い
る
な
ど
緊
密
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
証
さ
れ
、
普
通
本
を
元
に
活
字
を
組
ん
で
刊
行
し
た
の
が
特
殊
本
で
あ
る
と
の
方
向
性
を
示
さ
れ
た
。
袋
綴
装
の
光
悦
謡
本
は
、
特
製
本
に
代
表
さ
れ
る
華
や
か
な
列
帖
装
本
に
比
べ
て
あ
ま
り
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
は
な
い
が
、
江
戸
初
期
の
謡
本
刊
行
史
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
う
え
で
大
事
な
研
究
で
あ
ろ
う
。
伊
海
孝
充
・
西
野
春
雄
「
車
屋
本
系
二
番
綴
謡
本
解
題
」
ｓ
国
立
音
楽
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
貴
重
書
解
題
目
録
』
２
月
）
は
、
従
来
報
告
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
車
屋
本
系
謡
本
に
つ
い
て
、
車
屋
謡
本
と
の
類
似
点
と
個
別
性
を
整
理
す
る
。
車
屋
謡
本
研
究
を
お
こ
な
う
上
で
、
有
益
な
資
料
の
一
つ
と
な
る
だ
ろ
う
。
画
証
資
料
で
面
白
い
論
文
が
あ
っ
た
。
宮
本
圭
造
「
国
立
能
楽
堂
蔵
「
散
楽
井
狂
言
之
図
」
ｌ
紹
介
と
考
察
ｌ
」
（
「
国
立
能
楽
堂
調
査
研
究
」
１
）
が
そ
れ
で
、
国
立
能
楽
堂
蔵
「
散
楽
井
狂
言
之
図
」
三
軸
の
概
要
を
紹
介
し
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
九
十
五
に
も
及
ぶ
舞
台
図
が
文
化
年
間
に
大
坂
で
実
際
に
行
わ
れ
た
舞
台
を
活
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
「
散
楽
之
図
」
が
同
じ
原
本
を
模
写
し
た
兄
弟
関
係
に
あ
る
こ
と
、
原
本
の
画
工
が
上
方
で
活
躍
し
た
絵
師
の
多
賀
子
健
で
あ
る
可
能
性
を
論
じ
ら
れ
た
。
絵
に
添
え
ら
れ
た
役
者
名
や
注
記
を
手
が
か
り
と
し
て
、
関
連
資
料
を
渉
猟
し
、
実
際
に
行
わ
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れ
た
演
能
図
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
る
手
法
は
鮮
や
か
で
、
本
資
料
が
江
戸
期
に
お
け
る
能
の
画
証
と
し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る。
【能楽》鋼研究】
世
阿
弥
能
楽
論
に
つ
い
て
は
、
以
下
六
本
が
挙
げ
ら
れ
る
。
岩
崎
雅
彦
「
世
阿
弥
・
禅
竹
と
墨
跡
」
ｓ
鏡
仙
』
剛
。
ｎ
月
）
は
、
世
阿
弥
・
禅
竹
の
能
楽
論
に
無
所
住
の
思
想
が
み
え
る
背
景
と
し
て
、
『
金
剛
経
」
の
「
応
無
所
住
而
生
其
心
」
の
句
を
書
い
た
禅
僧
の
墨
跡
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
。
前
稿
「
無
所
住
と
寿
福
増
長
ｌ
「
花
伝
」
語
彙
考
証
、
二
題
」
（
「
鏡
仙
」
剛
。
平
成
Ⅳ
年
５
月
）
で
指
摘
さ
れ
た
春
屋
妙
飽
の
一
行
書
の
他
に
も
、
無
準
師
範
・
一
山
一
寧
・
夢
窓
疎
石
・
一
体
宗
純
な
ど
多
く
の
禅
僧
が
こ
の
句
を
書
い
て
お
り
、
将
軍
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
禅
僧
た
ち
の
文
化
か
ら
の
影
響
を
想定する。
重
田
み
ち
「
世
阿
弥
の
「
風
」
と
．
」
と
能
」
（
「
鍍
仙
」
師
。
３
月
）
は
、
世
阿
弥
用
語
の
「
風
」
に
つ
い
て
、
芸
に
よ
っ
て
醸
し
出
さ
れ
る
雰
囲
気
や
曲
の
雰
囲
気
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る
例
に
注
目
し
、
世
阿
弥
は
一
曲
を
「
風
」
と
い
う
概
念
で
一
元
的
に
捉
え
る
こ
と
で
、
散
漫
に
な
る
の
を
防
い
で
お
り
、
そ
れ
は
「
花
鏡
」
「
万
能
を
一
身
に
縮
ぐ
事
」
の
思
想
や
、
世
阿
弥
の
能
に
一
曲
を
一
つ
の
色
調
に
満
た
す
特
徴
な
ど
と
も
通
底
す
る
と
論
じ
る
。
ま
た
、
同
「
世
阿
弥
能
楽
論
「
風
曲
集
」
に
見
え
る
一
禅
語
の
解
釈
と
思
想
史
的
背
景
１
コ
に
多
種有り、二に両般無し」」（「立命館文学」Ⅲ。８月）は、「風
曲
集
」
最
終
条
に
引
か
れ
る
「
一
に
多
種
有
り
、
二
に
両
般
無
し
」
と
い
う
禅
語
に
つ
い
て
の
再
考
。
「
二
に
両
般
無
し
」
は
、
こ
れ
ま
で
「
二
は
二
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
」
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き
た
が、「二つに見えても実は二種ではない」という意味で「｜
に
多
種
有
り
」
と
同
様
の
一
元
論
的
な
事
柄
を
示
す
と
解
釈
で
き
、
最
上
の
無
文
音
感
の
境
地
に
は
有
文
も
共
に
篭
り
、
有
文
・
無
文
が
別
々
に
あ
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
た
め
の
引
用
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
にする。
松
岡
心
平
「
世
阿
弥
の
身
体
論
ｌ
漢
文
で
書
く
こ
と
」
二
古
典
日
本
語
の
世
界
ｌ
漢
字
が
つ
く
る
日
本
」
東
京
大
学
出
版
会
。
４
月
）
は
、
『二曲三体人形図』に顕著な独自の漢文体や、「風」などを基
軸
に
し
た
造
語
は
、
世
阿
弥
が
身
体
や
舞
台
に
お
い
て
目
に
見
え
な
い
内
的
な
レ
ベ
ル
で
お
こ
っ
て
い
る
事
態
を
何
と
か
表
現
す
る
た
め
に
編
み
出
し
た
新
し
い
言
語
実
験
で
あ
る
と
評
価
す
る
。
そ
し
て
、
世
阿
弥
が
謡
の
発
声
に
お
け
る
演
者
内
部
の
根
底
的
な
気
合
を
「
機
」
と
い
う
概
念
の
導
入
に
よ
っ
て
捉
え
、
舞
に
お
い
て
も
身
体
の
内
的
強
度
を
分
析
的
に
論
じ
、
ま
た
演
技
を
三
体
に
集
約
し
て
捉
え
る
よ
う
な
様
式
化
・
抽
象
化
へ
の
志
向
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
、
二
曲
三
体
と
い
う
新
演
技
体
系
を
表
明
す
る
際
、
特
殊
な
漢
文
体
や
漢
語
の
増
殖
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
す
る
。
天
野
文
雄
「
「
遊
楽
習
道
風
見
』
の
執
筆
時
期
と
世
阿
弥
の
環
境
」
ｓおもて」冊。皿月）は、『遊楽習道風見』の中でも、幼少時
の芸は不完全なのが自然で、幼少時は舞歌二
曲を主体と
すべ
き
こ
と
を
説
く
第
一
条
の
分
量
の
多
さ
に
注
目
し
、
『
遊
楽
習
道
風
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見
』
は
元
雅
に
子
が
誕
生
し
た
か
、
そ
の
子
が
稽
古
を
始
め
る
年
齢
に
な
っ
た
時
期
、
応
永
末
年
頃
に
元
雅
に
向
け
て
執
筆
さ
れ
た
と
推
定
し
、
第
二
条
か
ら
第
四
条
ま
で
は
、
当
時
の
元
雅
の
段
階
を
ふ
ま
え
、
そ
の
将
来
に
お
け
る
大
成
を
願
う
言
説
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
禅
竹
能
楽
論
に
関
し
て
は
、
六
輪
一
露
説
に
加
注
し
た
車
大
寺
戒
壇
院
の
志
玉
と
禅
竹
の
関
係
を
再
考
す
る
も
の
が
二
本
と
、
「
明
宿
集
』
注釈の試みかある。
天
野
文
雄
「
普
一
国
師
志
玉
と
金
春
大
夫
氏
信
禅
竹
」
二
お
も
て
』
皿
。
３
月
）
は
、
志
玉
と
禅
竹
の
接
点
と
し
て
、
将
軍
足
利
義
教
が
永
享
元
年
（
一
四
二
八
）
に
南
都
に
下
向
し
志
玉
か
ら
受
戒
し
た
際
、
四
座
の
能
が
行
わ
れ
て
お
り
、
禅
竹
の
出
演
と
志
玉
の
見
物
が
想
定
可
能
な
こ
と
と
、
禅
竹
の
「
春
日
龍
神
」
で
ワ
キ
に
設
定
さ
れ
て
い
る
明
恵
が
志
玉
と
同
じ
く
華
厳
の
学
匠
で
あ
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
以
上
は
間
接
的
な
接
点
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
本
論
文
で
よ
り
重
要
な
の
は
、
伝
周
文
筆
「
普
一
国
師
像
」
な
ど
に
う
か
が
え
る
志
玉
と
禅
僧
の
交
流
や
、
華
厳
と
禅
と
の
親
近
性
を
ふ
ま
え
、
禅
竹
と
禅
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
重
要
な
問
題
提
起
で
あ
る
。
高
橋
悠
介
「
禅
竹
能
楽
論
に
お
け
る
「
露
」
の
一
側
面
ｌ
『
六
輪
一
露
之
記
注
」
付
載
の
歌
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
能
と
狂
言
』
５
）
は
、
禅
竹
が
「
六
輪
ノ
心
ヲ
」
と
し
て
引
く
歌
が
東
大
寺
戒
壇
院
志
玉
の
講
義
録
に
も
み
え
る
白
露
の
道
歌
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
「
露
」
が
自
在
な
心
の
あ
り
よ
う
を
示
す
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
も
の
。
ま
た
、
同
「
『
明
宿
集
」
注
釈
稿
（
二
」
（
「
Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｉ
』
４
．
６
月
）
は
、
「
明
宿
集
』
の
注
釈
で
、
ま
だ
冒
頭
部
だ
け
に
留
ま
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
継
続
し
て
報
告
し
て
い
き
た
い
。
【能楽史研究］
ま
ず
、
中
世
能
楽
史
に
関
す
る
も
の
か
ら
。
こ
の
年
は
「
能
と
狂
言」５号（５月）が「多武峰と猿楽」をテーマに掲げ、以下の
五
本
の
論
文
を
載
せ
た
。
長
岡
千
尋
「
多
武
峰
・
談
山
神
社
の
特
殊
神
事
と
芸
能
ｌ
嘉
吉
祭
と
八
講
祭
」
、
細
川
涼
一
「
中
世
の
多
武
峰
１
大
織
冠
破
裂
・
源
義
経
・
勧
進
活
動
」
、
阿
部
泰
郎
「
多
武
峰
の
芸
能
と
説
話
伝
承
ｌ
常
行
堂
修
正
会
と
僧
賀
聖
人
伝
承
を
め
ぐ
り
て
」
、
表
章
「
多
武
峰
と
猿
楽
」
寸
感
」
、
落
合
博
志
「
多
武
峰
八
講
猿
楽
の
資
料
そ
の
他
」
。
こ
の
う
ち
、
長
岡
稿
・
細
川
稿
は
多
武
峰
を
め
ぐ
る
祭
祀
や
歴
史
伝
承
を
取
り
上
げ
た
も
の
、
阿
部
稿
は
常
行
堂
修
正
会
の
祭
儀
の
背
後
に
広
が
る
説
話
世
界
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
能
楽
史
と
直
接
関
わ
る
の
は
、
表
稿
・
落
合
稿
の
二
本
。
表
稿
は
多
武
峰
と
能
楽
と
の
関
わ
り
を
詳
細
な
年
表
に
よ
っ
て
示
し
、
落
合
稿
は
談
山
神
社
文
書
「
惣
方
銭
仕
日
記
』
に
見
え
る
猿
楽
下
行
の
記
事
を
紹
介
し
て
、
そ
こ
か
ら
波
及
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
、
「
申
楽
談
儀
』
に
見
え
る
「
四
カ
ウ
サ
カ
ナ
」
が
「
酒
肴
肴
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
な
ど
、
新
見
が
多
い
。
従
来
宝
生
座
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
同
書
の
「
は
う
し
や
う
の
さ
」
に
つ
い
て
、
「
坊
城
の
座
」
で
あ
る
可
能
性
に
も
言
及
す
る
。
南
都
の
神
事
猿
楽
に
関
す
る
論
考
に
は
、
他
に
高
橋
悠
介
「
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
「
興
福
寺
縁
起
』
追
記
録
の
薪
猿
楽
関
係
記
事
に
つ
い
て
」
ｓ
巡
礼
記
研
究
』
４
．
９
月
）
、
西
瀬
英
紀
「
奈
良
薬
師
寺
に
お
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る
金
春
座
関
係
演
能
史
料
の
発
見
」
二
金
春
月
報
」
９
月
）
、
同
「
奈
良
薬
師
寺
の
新
出
演
能
史
料
」
（
京
都
観
世
会
館
「
能
』
加
月
）
も
あ
っ
た
。
高
橋
稿
は
、
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
「
興
福
寺
縁
起
』
（
「
巡
礼
記
研
究
』
同
号
に
大
橋
直
義
に
よ
る
全
文
の
翻
刻
と
解
題
が
載
る
）
に
見
え
る
薪
猿
楽
の
由
来
に
関
す
る
記
事
を
紹
介
し
、
検
討
を
加
え
た
も
の
。
記
事
自
体
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
菊
岡
家
蔵
『
衆
徒
記
鑑
古
今
一
濫
」
や
片
岡
美
智
蔵
『
薪
芸
能
旧
記
」
と
同
文
・
同
内
容
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
近
世
の
書
写
で
あ
る
の
に
対
し
、
新
出
本
は
室
町
後
期
に
遡
る
古
写
本
で
あ
る
点
が
貴
重
と
す
る
。
さ
ら
に
、
『
興
福
寺
縁
起
』
に
御
湯
の
呪
願
僧
の
記
述
が
見
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、
興
福
寺
西
金
堂
の
修二会で重視されていた湯による潔斎との関連を示唆し、一一
月
五
日
に
行
わ
れ
た
呪
師
走
り
と
、
修
二
会
の
本
尊
で
あ
る
観
音
出
御
と
の
関
係
を
探
る
。
西
金
堂
の
修
二
会
の
実
態
は
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
薪
猿
楽
の
初
期
形
態
に
つ
い
て
は
十
分
な
考
察
が
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
本
資
料
の
子
細
な
検
討
は
、
今
後
の
薪
猿
楽
研
究
の
一
つ
の
糸
口
と
な
ろ
う
。
一
方
、
西
瀬
稿
は
い
ず
れ
も
小
論
な
が
ら
、
前
年
に
及
川
亘
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
薬
師
寺
の
鎮
守
八
幡
宮
の
遷
宮
記
録
に
見
え
る
金
春
大
夫
・
大
蔵
大
夫
の
演
能
記
録
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
の
神
事
能
が
寺
辺
の
郷
民
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
点
に
注
目
す
る。こ
の
年
に
は
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
の
Ｃ
Ｏ
Ｅ
事
業
で
、
南
都
の神事猿楽において上演された古形の〈翁〉の復元公演が行わ
れ
た
関
係
も
あ
っ
て
、
そ
れ
に
関
す
る
報
告
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
た
。
竹
本
幹
夫
「
「
も
う
一
つ
の
翁
」
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
鏡
仙
』
師
。
５
月
）
は
、
復
元
に
い
た
る
経
緯
を
記
す
と
と
も
に
、
当
日
上
演
予
定
の
〈翁〉の概要を記し、古形の〈翁〉から父尉・延命冠者が脱落し
た現行の〈翁〉の形態は、観阿弥・世阿弥時代に成立したとの
見
解
を
述
べ
る
。
当
日
の
公
演
で
は
、
「
も
う
一
つ
の
「
翁
」
」
と
題
す
る
Ａ
４
判
ｎ
ペ
ー
ジ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
作
成
さ
れ
た
が
、
復
元
に
関
わ
っ
た
四
人
の
メ
ン
バ
ー
の
座
談
会
と
い
う
形
で
、
復
元
ま
で
の
試
行
錯
誤
の
過
程
と
、
最
終
的
に
採
用
さ
れ
た
演
出
の
根
拠
が
語
ら
れ
、
上
演
台
本
も
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
有
意
義
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
〈翁〉に関する論には、他に小論ながら、宮本圭造「願掛けの
翁舞」（一）（二）（「金春月報』３月・４月）もあり、民俗芸
能での例を含め、願掛けに伴う〈翁〉の多様な演出について紹
介し、雨乞いの祈願にまつわる〈翁〉の民間伝承を取り上げる。
そ
の
他
、
世
阿
弥
に
関
す
る
論
文
が
三
本
。
天
野
文
雄
「
応
永
末
年
～
永
享
初
年
の
醍
醐
清
滝
宮
祭
礼
能
の
「
観
世
大
夫
」
」
ｓ
お
も
て
」
弧
。
９
月
）
は
、
応
永
末
年
か
ら
永
享
初
年
に
醍
醐
清
滝
宮
の
神
事
能
に
参
勤
し
た
「
観
世
大
夫
」
を
問
題
に
す
る
。
従
来
、
こ
の
「
観
世
大
夫
」
は
観
世
元
雅
の
こ
と
と
す
る
説
が
有
力
だ
が
、
当
時
の
清
滝
宮
の
楽
頭
が
世
阿
弥
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
神
事
能
に
出
演
し
た
観
世
大
夫
は
世
阿
弥
本
人
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
す
る
。
同
「五月十四日付世阿弥書状の「三村殿」について」（『銭仙』
狐
。
２
月
）
は
、
世
阿
弥
書
状
に
見
え
る
「
三
村
殿
」
に
つ
い
て
の
論
考
で
、
備
中
の
在
地
武
士
で
あ
っ
た
三
村
氏
と
の
関
係
を
示
唆
す
る
。
当
時
の
三
村
氏
は
備
中
守
護
細
川
氏
の
被
官
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
従
来
明
確
で
な
い
三
村
氏
と
能
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
管
領
細
川
家
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に
お
け
る
被
官
層
に
よ
る
演
能
を
傍
証
と
し
て
挙
げ
る
。
右
二
本
が
い
ず
れ
も
、
資
料
中
の
人
物
考
証
を
中
心
と
す
る
実
証
的
な
研
究
で
あ
る
の
に
対
し
、
松
岡
心
平
「
花
の
時
代
の
演
出
家
た
ち
」
二
Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｉ
』
４
）
は
、
「
花
」
と
い
う
概
念
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
義
満
時
代
の
政
治
・
文
化
の
動
向
を
大
き
く
捉
え
た
論
。
義
満
の
「
花
の
御
所
」
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
か
ら
説
き
起
こ
し
、
「
花
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
提
供
者
と
し
て
の
二
条
良
基
に
着
目
、
さ
ら
に
世
阿
弥
が
能
楽
論
で
頻
繁
に
用
い
た
「花」の理念へと継承・発展されていく様子を描出する。
近
世
能
楽
史
に
関
す
る
論
考
は
、
こ
の
年
も
多
く
、
新
資
料
の
紹
介
や
、
地
方
の
能
楽
史
に
つ
い
て
の
論
考
が
多
く
見
ら
れ
た
。
ま
ず
、
加
賀
藩
の
能
楽
に
関
す
る
新
資
料
を
紹
介
し
た
も
の
か
ら
。
棚
町
知
弥
・
入
口
敦
志
・
竹
本
幹
夫
・
江
口
文
恵
・
佐
藤
和
道
・
青
柳
有
利
子
「
前
田
綱
紀
時
代
の
加
賀
藩
資
料
に
見
え
る
能
楽
」
（
「
演
劇
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
Ⅸ
）
は
、
加
越
能
文
庫
蔵
の
「
元
禄
五
年
同
六
年
雑
記
』
『
日
用
雑
記
」
な
ど
に
見
え
る
能
楽
関
連
の
記
事
を
抄
出
・
翻
刻
し
、
詳
細
な
解
説
と
と
も
に
紹
介
し
た
も
の
で
、
「
政
隣
記
』
ほ
か
の
関
連
資
料
を
も
参
照
し
た
繊
密
な
考
証
に
よ
っ
て
、
能
楽
史
料
と
し
て
の
意
義
付
け
が図られている。宝生大夫友春・政之丞父子が〈石橋〉におい
て
仏
倒
れ
を
演
じ
た
記
事
な
ど
、
演
出
資
料
と
し
て
も
興
味
深
い
記
事
が
多
い
。
た
だ
、
日
記
の
書
誌
や
概
要
に
つ
い
て
の
記
述
が
何
も
な
く
、
資
料
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
説
明
が
も
う
少
し
欲
し
い
と
こ
ろ
。
中
尾
薫
「
田
安
宗
武
の
能
楽
愛
好
ｌ
田
藩
文
庫
の
能
楽
関
係
資
料
を
手
が
か
り
と
し
て
」
ミ
フ
ィ
ロ
カ
リ
ア
』
皿
。
３
月
）
は
、
著
者
が
近
年
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
明
和
改
正
謡
本
研
究
の
一
環
と
し
て
、
田
安
宗
武
の
能
楽
愛
好
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
論
。
「
田
藩
事
実
」
な
ど
の
記
録
類
や
田
藩
文
庫
の
能
楽
関
係
資
料
に
よ
っ
て
、
田
安
宗
武
の
演
能
活
動
を
跡
付
け
る
ほ
か
、
彼
の
故
実
研
究
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
、
明
和
改
正
謡
本
へ
の
宗
武
の
積
極
的
な
関
与
も
、
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。
中
尾
薫
に
は
他
に
「
幕
府
書
物
方
日
記
」
に
見
え
る
享
保
十
年
代
の
紅
葉
山
御
文
庫
蔵
謡
本
の
貸
し
出
し
に
関
す
る
記
事
を
紹
介
し
た
「
江
戸
城
に
お
け
る
謡
本
吟
味
」
（
「
東
海
能
楽
研
究
会
年
報
」
Ⅱ
。
３
月
）
も
あ
り
、
二
ペ
ー
ジ
の
小
論
な
が
ら
、
西
之
丸
の
徳
川
家
重
の
周
辺
で
謡
本
の
詞
章
改
訂
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
な
ど
、
興
味
深
い
内
容
。
紅
葉
山
文
庫
か
ら
の
謡
本
の
貸
し
出
し
が
、
詞
章
改
訂
と
直
接
結
び
つ
く
か
ど
う
か
明
確
で
な
い
な
ど
の
問
題
点
は
あ
る
が
、
今
後
関
連
記
事
を
さ
ら
に
博
捜
し
た
上
で
の
追
考
を
期待したい。
続
い
て
、
能
役
者
の
事
跡
に
関
す
る
研
究
が
二
本
。
米
田
真
理
「
江
戸
時
代
前
期
に
お
け
る
能
の
家
元
制
度
の
展
開
１
章
巨
多
七
大
夫
宗
能
（
中
条
祐
山
）
の
業
績
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
ｓ
朝
日
大
学
一
般
教
育
紀
要
」
釦
。
１
月
）
は
、
喜
多
家
三
代
の
大
夫
で
、
後
に
幕
府
の
廊
下
番
に
登
用
さ
れ
た
喜
多
宗
能
（
中
条
祐
山
）
の
活
動
を
軸
に
、
喜
多
流
の
芸
の
伝
承を取り上げる。宗能が廊下番となって喜多家から離れた後
も
、
喜
多
流
の
古
い
習
い
事
を
知
る
古
老
と
し
て
権
威
を
持
ち
、
後
代
の
喜
多
の
大
夫
に
芸
を
伝
承
す
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
を
、
喜
多
流
の
様
々
な
伝
書
の
記
事
か
ら
明
ら
か
に
す
る
が
、
標
題
に
あ
る
「
家
元
制
度
の
展
開
」
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
ず
、
副
題
に
則
し
た
内
容
。
飯
塚
恵
理
人
「
金
春
朋
之
助
安
治
追
跡
ｌ
幕
末
・
明
治
の
金
春
八
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左
衛
門
家
」
ｓ
筑
波
大
学
平
家
部
会
論
集
』
ｎ
．
３
月
）
は
、
金
春
八
左
衛
門
家
の
最
後
と
な
る
金
春
安
治
の
墓
が
杉
並
区
の
日
蓮
宗
修
行
寺
にあることを紹介し、『触流し御能組』「南都両神事能留帳』
や
明
治
期
の
新
聞
か
ら
幕
末
・
明
治
期
の
安
治
の
活
動
記
録
を
辿
る
。
金
春
八
左
衛
門
家
の
歴
代
の
墓
所
は
奈
良
の
浄
土
宗
念
仏
寺
で
あ
っ
た
が
、
日
蓮
宗
を
信
仰
し
た
安
治
が
浄
土
宗
か
ら
改
宗
し
た
た
め
に
、
一
族
の
法
号
を
日
蓮
宗
に
あ
ら
た
め
て
、
修
行
寺
を
菩
提
寺
と
し
た
の
だ
と
い
う
。
他
に
、
地
方
の
町
方
に
お
け
る
演
能
を
取
り
上
げ
た
論
考
が
二
本
あった。一本は、池田英悟「大坂勧進能と能舞台」（武蔵野
大
学
「
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
」
肥
。
３
月
）
、
も
う
一
本
は
米
田
真
理
二
久
波
奈
名
所
図
会
」
所
収
金
剛
寺
番
組
の
背
景
」
（
「
桑
名
市
博
物
館
紀
要
」
６
．
８
月
）
。
池
田
稿
は
、
近
世
の
大
坂
で
行
わ
れ
た
勧
進
能
の
う
ち
、
五
座
役
者
に
よ
っ
て
催
さ
れ
た
勧
進
能
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
興
行
場
所
と
舞
台
と
の
関
係
を
考
察
し
た
も
の
で
、
天
明
五
年
の
勧
進
狂
言
の
記
録
に
「
常
舞
台
桟
敷
二
而
替
々
支
度
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
を
根
拠
に
、
五
座
役
者
に
よ
る
勧
進
能
は
、
常
舞
台
以
外
の
広
大な場所で行われるのが慣例で、常舞台は興行に際しての稽
古
や
着
替
え
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
結
論
づ
け
る
。
し
か
し
右
の
記
事
は
、
舞
台
の
桟
敷
に
お
い
て
支
度
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
、
常
舞
台
そ
の
も
の
が
支
度
場
所
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
事
か
ど
う
か
は
疑
問
。
難
波
新
地
に
常
舞
台
が
認
可
さ
れ
た翌年に同所で勧進狂言が開催されていることからも、勧進
能
の
開
催
場
所
は
や
は
り
常
舞
台
と
深
い
関
係
が
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
、
そ
う
し
た
両
者
の
関
係
が
窺
え
る
の
は
、
明
和
以
後
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
大
坂
勧
進
能
は
、
著
者
の
言
う
よ
う
に
Ⅲ
常
舞
台
以
外
の
場
所
で
開
催
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
米
田
稿
は
、
享
和
二
年
刊
行
の
『
久
波
奈
名
所
図
会
』
に
見
え
る
金
剛
寺
で
の
神
事
能
に
つ
い
て
の
考
察
。
番
組
に
見
え
る
役
者
名
を
検
討
し
、
京
都
の
能
役
者
の
ほ
か
、
桑
名
の
町
方
の
素
人
役
者
も
多
数
出
演
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
挿
絵
に
は
本
格
的
な
能
舞
台
や
桟
敷
の
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、
地
方
に
お
け
る
町
方
の
神
事
能
興
行
の
様
子
を
伝
え
る
好
資
料
で
あ
る
。
近
代
能
楽
史
に
関
す
る
論
考
も
多
か
っ
た
。
論
文
の
数
で
言
え
ば
、
す
で
に
中
世
や
近
世
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
今
や
能
楽
史
研
究
に
お
い
て
最
も
盛
ん
な
分
野
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
ま
ず
は
、
梅
若
実
に
関
す
る
も
の
か
ら
。
三
浦
裕
子
「
明
治
期
の
能
楽
復
興
と
坊
城
俊
政
」
ｓ
楽
劇
学
」
Ⅲ
。
３
月
）
は
、
坊
城
俊
政
と
能
と
の
関
わ
り
を
取
り
上
げ
る
。
俊
政
が
梅
若
実
に
師
事
し
て
い
た
こ
と
、
明
治
政
府
の
式
部
頭
と
し
て
行
幸
啓
の
事
務
一
切
を
管
掌
す
る
立
場
に
あ
っ
た
関
係
か
ら
、
明
治
九
年
の
岩
倉
邸
行
幸
啓
能
に
深
く
関
与
し
、
そ
の
行
幸
啓
能
へ
の
梅
若
実
の
出
演
に
つ
い
て
も
大
き
く
尽
力
し
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
。
坊
城
俊
政
が
明
治
の
能
楽
復
興
に
多
大
な
貢
献
を
果
た
し
た
こ
と
、
ま
た
、
梅
若
実
の
後
援
者
と
し
て
の
功
績
に
つ
い
て
論
じ
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
人
物
の
事
跡
を
掘
り
起
こ
し
た
貴
重
な
研
究
成
果
で
あ
る
。
｜
方
、
気
多
恵
子
「
初
代
梅
若
実
の
余暇」（同上）は、梅若実の趣味生活に光を当てた論考。『梅
若
実
日
記
」
を
基
に
、
実
が
一
陽
軒
如
水
の
講
釈
を
好
ん
で
聞
い
て
い
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た
こ
と
、
猿
若
町
の
芝
居
見
物
に
し
ば
し
ば
出
か
け
、
明
治
二
十
五
年
頃
か
ら
は
そ
の
芝
居
好
き
が
さ
ら
に
熱
を
帯
び
、
日
記
に
も
芝
居
の
感
想
な
ど
が
頻
繁
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
す
る
。
そ
の
二
人
も
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
初
代
梅
若
実
資
料
研
究
会
の
「
梅
若
六
郎
家
蔵
『門入性名年月扣」翻刻および人名解説（四）」二能楽資料セ
ンター紀要一肥）は前号からの続き。今号には、明治二十一
年
か
ら
三
十
一
年
ま
で
の
入
門
者
の
分
を
収
め
る
。
近
代
能
楽
史
に
関
す
る
論
考
に
は
、
他
に
奥
山
け
い
子
「
近
代
に
お
け
る
能
の
畷
子
方
」
ｓ
東
京
成
徳
大
学
人
文
学
部
研
究
紀
要
』
Ⅲ
。
３
月
）
、
田
村
景
子
「
近
代
に
お
け
る
能
楽
表
象
ｌ
国
民
国
家
、
大
東
亜
、
文
化
国
家
日
本
に
お
け
る
「
古
典
（
カ
ノ
ン
）
」
と
し
て
」
二
演
劇
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
Ⅸ
）
、
マ
ー
ト
ラ
イ
・
テ
ィ
タ
ニ
ラ
「
戦
後
の
能
楽
に
対
す
る
検
閲
資
料
Ｉ
「
能
」
も
し
く
は
伝
統
演
劇
」
ｓ
演
劇
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
Ⅷ
。
１
月
）
も
あ
っ
た
。
奥
山
稿
は
、
明
治
期
に
活
躍
し
た
二
人
の
嘩
子
方
、
川
崎
九
淵
と
柿
本
豊
次
の
前
半
生
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
川
崎
は
松
山
、
柿
本
は
金
沢
、
と
い
ず
れ
も
地
方
出
身
の
噸
子
方
で
あ
る
が
、
彼
ら
が
地
方
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
の
か
、
上
京
後
の
東
京
の
能
界
が
ど
う
い
っ
た
様
子
で
あ
っ
た
の
か
を
、
そ
れ
ぞ
れ
対
比
さ
せ
な
が
ら
叙
述
し
、
能
楽
醗
子
方
の
養
成
制
度
や
地
方
出
身
の
能
役
者
が
近
代
に
お
け
る
能
の
継
承
に
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
論
じ
る
。
田
村
稿
は
、
近
代
に
お
け
る
国
粋
主
義
の
展
開
の
中
で
、
能
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
論
。
明
治
二
十
年
代
後
半
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
て
、
能
を
「
国
楽
」
と
呼
ん
で
称
揚
し
、
外
国
の
楽
よ
り
も
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
言
説
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
戦
時
下
に
お
い
て
は
「
大
東
亜
の
綜
合
芸
術
」
と
し
て
、
植
民
地
へ
の
文
化
的
侵
略
の
道
具
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
る
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
近
代
能
楽
史
の
知
ら
れ
ざ
る
一
面
を
、
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
描
き
出
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。
マ
ー
ト
ラ
イ
稿
も
、
同
じ
く
国
家
と
能
楽
と
の
関
わ
り
に
着
目
し
た
論
で
、
戦
後
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
謡
曲
の
検
閲
に
関
す
る
新
資
料
を
紹
介
し
、
検
閲
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
他
、
新
聞
や
ラ
ジ
オ
放
送
、
レ
コ
ー
ド
な
ど
、
新
時
代
の
メ
デ
ィ
ア
が
能
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
の
論
考
も
ま
と
ま
っ
て
見
ら
れ
た
。
飯
塚
恵
理
人
「
メ
デ
ィ
ア
と
能
楽
Ｉ
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
と
朝
日
新
聞
社
主
催
能
を
中
心
に
」
（
「
椙
山
国
文
学
」
Ⅲ
。
３
月
）
、
同
「
ラ
ジ
オ
放
送
と
謡
曲
Ｉ
「
謡
い
方
」
の
全
国
的
統
一
へ
の
道
ｌ
」
（
「
東
海
能
楽
研
究
会
年
報
』
Ⅱ
）
、
同
「
昭
和
初
期
の
能
楽
」
ｓ
催
花
賞
受
賞
記
念
論
文
集
』
。
３
月
）
、
同
「
昭
和
初
期
の
「
伝
統
芸
能
上
（
『
椙
山
人
間
学
研
究
』
２
．
３
月
）
が
そ
れ
。
前
二
本
は
、
大
正
期
に
始
ま
っ
た
ラ
ジ
オ
に
よ
る
謡
曲
の
全
国
放
送
が
謡
の
全
国
的
統
一
の
要
因
と
な
っ
た
こと、大正十四年に発行された観世元滋の〈熊野〉のレコード
が
謡
の
稽
古
を
意
図
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が
謡
の
全
国
的
統
一
に
拍
車
を
か
け
た
こ
と
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
「
メ
デ
ィ
ア
と
能
楽
」
で
は
、
昭
和
二
年
に
東
京
朝
日
新
聞
が
主
催
者
と
な
っ
て
朝
日
講
堂
で
催
し
た
能
楽
大
会
の
歴
史
的
意
義
に
も
言
及
す
る
。
「
昭
和
初
期
の
能
楽
」
は
、
そ
の
昭
和
二
年
の
朝
日
講
堂
で
の
能
楽
大
会
と
、
そ
こ
で
演
じ
ら
れ
た
く
土
蜘
蛛
〉
の
ラ
ジ
オ
中
継
放
送
を
取
り
上
げ
、
メ
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デ
ィ
ァ
と
能
楽
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
論
じ
、
「
昭
和
初
期
の
「
伝
統
芸
能
」
」
で
は
、
こ
う
し
た
新
た
な
動
き
が
、
そ
れ
ま
で
特
権
階
級
の
高
尚
な
娯
楽
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
能
楽
の
享
受
層
拡
大
に
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
い
ず
れ
も
能
の
興
行
形
態
の
変
化
と
そ
の
背
景
に
着
目
し
た
論
考
で
、
ラ
ジ
オ
中
継
放
送
や
新
聞
社
主
催
の
能
公
演
を
通
じ
て
、
多
数
の
観
客
を
対
象
と
す
る
形
に
能
の
興
行
形
態
が
変
化
し
た
と
結
論
づ
け
る
。
概
ね
納
得
で
き
る
論
で
は
あ
る
が
、
や
や
一
面
的
な
把
握
に
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
依
拠
資
料
の
多
く
が
、
新
聞
や
雑
誌
記
事
な
ど
の
二
次
資
料
で
あ
る
こ
と
も
、
そ
う
感
じ
さ
せ
る
要
因
の
一
つ
で
、
一
次
資
料
に
基
づく、さらに踏み込んだ論の展開を期待したい。
他
に
、
明
治
期
の
能
舞
台
・
能
楽
堂
を
取
り
上
げ
た
論
考
が
あ
っ
た
。
奥
冨
利
幸
「
明
治
天
皇
行
幸
に
お
け
る
華
族
邸
宅
の
能
楽
御
覧
所
に
つ
い
て
」
Ｓ
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
」
棚
。
、
月
）
、
同
「
宮
中
能
楽
場
か
ら
み
た
能
楽
堂
の
近
代
化
に
つ
い
て
」
ｓ
同
」
Ⅲ
。
９
月
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
前
者
は
明
治
期
の
行
幸
啓
能
の
舞
台
空
間
に
つ
い
て
、
江
戸
期
の
将
軍
御
成
能
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
論
。
特
に
、
明
治
四
十
三
年
の
前
田
利
為
邸
行
幸
啓
能
に
お
け
る
能
舞
台
を
取
り
上
げ
、
江
戸
期
の
将
軍
御
成
の
舞
台
空
間
を
基
本
的
に
継
承
し
て
い
る
点
を
指
摘
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
白
洲
に
は
大
勢
の
陪
覧
者
が
観
覧
で
き
る
場
所
が
設
け
ら
れ
、
仮
設
の
屋
根
が
掛
け
ら
れ
る
な
ど
の
新
し
い
工
夫
が
見
ら
れ
、
見
物
席
の
室
内
化
の
傾
向
が
窺
え
る
と
す
る
。
後
者
は
大
正
天
皇
の
御
大
典
の
た
め
に
皇
居
内
に
設
け
ら
れ
た
宮
中
能
楽
場
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
論
。
外
国
貴
賓
の
饗
応
を
目
的
と
し
た
宮
中
能
楽
場
で
は
、
座
席
を
椅
子
式
と
し
、
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
や
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
に
よ
る
照
明
な
ど
、
新
し
い
試
み
が
導
入
さ
れ
、
さ
ら
に
、
舞
台
を
入
れ
子
式
に
す
る
と
い
う
特
徴
的
な
舞
台
空
間
が
形
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
着
目
。
能
楽
堂
の
近
代
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
す
る
。
ま
た
、
宮
中
能
楽
堂
が
そ
の
後
ま
も
な
く
し
て
解
体
、
華
族
会
館
に
移
築
さ
れ
、
以
後
も
行
幸
能
の
舞
台
と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
も
言
及
す
る
。
と
も
に
、
能
楽
堂
の
歴
史
か
ら
近
代
能
楽
史
を
見
る
と
い
っ
た
内
容
の
論
考
で
、
能
楽
史
研
究
と
し
て
も
有益。面・装束に関する研究も便宜上、ここで取り上げる。まず、
能
面
の
様
式
に
関
す
る
論
か
ら
。
西
野
春
雄
「
能
面
「
雪
鬼
」
考
」
ｓ
能
楽
研
究
」
Ⅲ
）
は
、
こ
れ
ま
で
「
山
姥
」
面
と
し
て
分
類
さ
れ
て
き
た
能
面
の
中
に
、
殿
上
眉
を
持
つ
も
の
や
、
白
色
に
彩
色
さ
れ
た
も
の
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
替
わ
り
型
が
存
在
す
る
こ
と
に
着
目
し
、
こ
れ
ら
がもともとは廃曲〈雪鬼〉のために作られた面であった可能性
を示唆。〈雪鬼〉の上演が途絶えたために、類似面の「山姥」
面
と
し
て
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。
十
分
に
有
り
え
る
推
測
であろう。能〈雪鬼〉の上演状況との関わりや、「山姥」面の
位
相
と
「
雪
鬼
」
面
の
位
相
の
相
違
を
ど
こ
に
見
る
の
か
、
な
ど
、
な
お
究
明
す
べ
き
問
題
は
残
さ
れ
て
い
る
が
、
能
面
の
多
様
な
様
式
の
成
立
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
廃
曲
を
も
含
め
た
検
討
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。
同
じ
く
能
面
の
様
式
と
名
称
を
問
題
にしたものに、保田紹雲「蛇口追跡（その二）」（『東海能楽研
究
会
年
報
」
、
）
が
あ
る
。
「
蛇
口
」
「
大
蛇
」
の
面
の
名
称
が
、
能
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面
・
狂
言
面
の
双
方
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
能
面
の
型
が
そ
の
ま
ま
狂
言面として流用された可能性を指摘する。しかし、狂一一一一口面
「
蛇
口
」
は
大
蔵
虎
明
の
「
わ
ら
ん
べ
草
」
に
名
前
が
見
え
る
の
み
で
、
実
作
例
が
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
東
雲
神
社
蔵
の
「
大
蛇
」
も
、
近
代
の
整
理
番
号
で
狂
言
面
に
分
類
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
本
来
狂
言
面
で
あ
っ
た
と
断
定
す
る
の
は
難
し
い
。
こ
の
二
例
の
み
か
ら
、
能
面の狂言面への流用を主張するのは、いささか無理があろう。
他
に
能
面
の
焼
印
に
関
す
る
論
が
二
本
。
見
市
泰
男
。
出
目
」
焼
印
を
め
ぐ
っ
て
」
（
京
都
観
世
会
館
「
能
」
４
月
）
は
、
「
出
目
」
の
焼
印
の
う
ち
、
枠
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
出
目
洞
白
の
若
年
期
の
作
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
。
ま
た
枠
が
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
出
目
満
永
の
作
と
す
る
通
説
に
対
し
、
児
玉
近
江
の
作
も
一
部
に
含
む
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
一
ペ
ー
ジ
の
小
論
で
あ
る
た
め
、
具
体
的
な
作
例
へ
の
言
及
が
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
能
面
の
作
者
と
焼
印
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
の
重
要
な
問
題
提
起
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
く
能
面
の
焼
印
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
の
が
、
保
田
紹
雲
「
能
面
の
烙
印
に
つ
い
て
」
（
「
催
花
賞
受
賞
記
念
論
文
集
乞
で
あ
る
。
井
関
河
内
や
出
目
是
閑
な
ど
、
世
襲
面
打
家
の
焼
印
に
つ
い
て
、
数
種
類
の
異
な
っ
た
焼
印
が
存
在
す
る
こ
と
に
着
目
し
、
そ
の
一
部
は
贋
作
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
。
あ
わ
せ
て
喜
多
古
能
の
鑑
定
を
め
ぐ
る
問
題
や
、
観
世
元
章
が
出
目
友
水
と
不
和
に
な
っ
た
背
景
に
も
言
及
す
る
。
多
岐
に
わ
た
る
問
題
を
取
り
上
げ
る
た
め
、
論
旨
が
今
ひ
と
つ
把
握
し
づ
ら
い
上
、
窓
意
的
な
見
解
が
所
々
目
に
付
く
。
保
田
紹
雲
に
は
、
他
に
「
伊
丹
・
小
西
家
旧
蔵
の
能
面
」
（
同
上
）
も
あ
り
、
昭
和
八
年
の
「
某
家
所
蔵
品
入
札
目
録
』
に
見
え
る
能
面
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
右
の
「
某
家
」
が
伊
丹
の
酒
造
家
小
西
家
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
小
西
家
旧
蔵
面
の
一
部
が
現
在
、
彦
根
城
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
売
立
目
録
に
基
づ
い
た
能
面
研
究
は
今
後
大
い
に
取
り
組
ま
れ
て
然
る
べ
き
分
野であろう。
続
い
て
、
能
装
束
に
関
す
る
論
文
。
長
崎
巌
「
新
収
蔵
品
・
水
浅
葱
地
入
子
菱
丸
紋
散
模
様
厚
板
に
関
す
る
調
査
報
告
」
二
国
立
能
楽
堂
調
査
研
究
』
１
）
は
、
国
立
能
楽
堂
に
新
た
に
入
っ
た
厚
板
の
製
作
年
代
に
つ
い
て
の
報
告
。
本
厚
板
に
は
、
袖
の
両
端
を
七
ｍ
ほ
ど
縫
い
足
し
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
、
林
原
美
術
館
蔵
唐
織
小
袖
、
厳
島
神
社
蔵
唐
織
な
ど
、
桃
山
時
代
の
作
例
に
も
同
様
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
後
身
幅
・
袖
幅
・
袖
口
ア
キ
な
ど
の
寸
法
も
、
こ
れ
ら
の
作
例
と
非
常
に
近
いことなどから、慶長期の製作とする。菊池（小高）理予「能
装
束
の
形
式
成
立
に
関
す
る
一
考
察
能
楽
古
文
献
に
お
け
る
名
称
表
記
の
変
遷
を
手
掛
り
と
し
て
」
ｓ
国
際
服
飾
学
会
誌
」
別
。
５
月
）
は
、
小
袖
も
の
の
能
装
束
を
取
り
上
げ
、
室
町
・
戦
国
期
に
単
に
「
小
袖
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
が
、
桃
山
・
江
戸
初
期
に
な
る
と
、
生
地
の
名
称
や装束の用途に応じ、「唐織」「縫箔」などと呼び分けられる
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
。
【作品研究】
本
年
も
世
阿
弥
周
辺
作
品
の
研
究
が
充
実
し
て
い
る
が
、
一
方
、
諸
文
芸
と
の
比
較
、
学
際
的
視
野
を
も
っ
た
論
考
も
多
く
な
っ
て
お
り
、
研
究
の
多
様
化
が
実
感
で
き
る
年
で
あ
っ
た
。
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ま
ず
能
の
作
品
全
体
の
問
題
を
扱
う
論
か
ら
。
天
野
文
雄
「
思
想
と
い
う
点
か
ら
み
た
能
楽
研
究
」
二
中
世
文
学
』
囮
。
６
月
）
は
、
平
成
十
七
年
春
の
中
世
文
学
会
に
お
け
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発
言
を
ま
と
め
た
も
の
。
個
々
の
能
作
品
が
も
つ
世
界
観
や
自
然
観
、
つ
ま
り
一
曲
の
テ
ー
マ
と
し
て
の
思
想
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
研
究
は
、
「
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
一
貫
し
て
他
分
野
の
研
究
者
に
よ
っ
て
に
な
わ
れ
て
き
た
」
こ
と
、
し
か
し
「
能
と
い
う
演
劇
の
読
み
を
深
め
る
た
め
に
」
、
能
楽
研
究
者
も
こ
う
し
た
研
究
を
「
避
け
て
は
通
れ
な
い
」
は
ず
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。
こ
の
天
野
稿
に
少
し
先
立
つ
原
田
香
織
「
死
を
観
想
す
る
ｌ
能
楽
の
中
の
死
生
観
」
ｓ
東
洋
学
研
究
」
別
冊
「
日
本
に
お
け
る
死
へ
の
準
備
教
育
」
。
３
月
）
は
、
前
々
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
公
開
講
座での内容をまとめたもの。「地獄の曲舞」〈善知鳥・鵜飼・
柏
崎
〉
等
が
材
料
と
し
て
簡
単
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
飯
塚
恵
理
人「夢幻能に描かれた来世ｌ修羅道と地獄を中心に」（「日本
文
学
」
棚
。
７
月
）
は
、
修
羅
道
・
地
獄
の
描
写
か
ら
能
の
特
質
を
考
え
る
。
修
羅
道
は
仏
書
に
お
い
て
修
羅
王
の
春
属
と
な
り
帝
釈
天
と
戦
う
と
こ
ろ
と
し
て
描
か
れ
る
が
、
修
羅
能
で
は
帝
釈
天
は
登
場
せ
ず
、
身
体
的
苦
痛
の
描
写
は
僅
少
で
、
現
世
で
の
敵
と
引
き
続
き
戦
う
か
た
ち
で
描
出
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
こ
の
傾
向
は
地
獄
の
描
写
も
同
じ
で
あ
り
、
生
前
の
関
係
が
そ
の
ま
ま
来
世
に
つ
づ
く
形
で
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
い
・
苦
患
を
「
幽
玄
」
「
花
や
か
」
に
近
づ
け
る
工
夫
が
あ
る
と
考
え
る
。
仏
教
書
と
の
比
較
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
な
る
諸
文
芸
作
品
と
の
比
較
か
ら
、
能
の
特
質
を
考
え
て
み
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
脇
田
晴
子
「
能
楽
に
お
け
る
女
の
語
り
」
二
え
く
す
．
お
り
え
ん
て
』
Ⅲ
。
７
月
）
は
「
語
り
」
の
機
能
を
意
識
し
た
作
品
論
。
女
性
を
シ
テ
と
す
る
曲
を
、
１
一
人
称
で
語
る
女
、
２
鬼
に
な
っ
た
女
、
３
子
を
思
う
母
、
４
才
女
に
わ
け
て
、
注
目
す
べ
き
「
語
り
」
を
取
り
上
げ
、
自
ら
の
作
品
観
を
述
べ
て
い
く
。
表
題
に
あ
る
「
語
り
」
に
つ
い
て
は
詳
し
い
分
析
は
な
く
、
作
品
解
説
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
古
作
能
の
研
究
か
ら
順
に
見
て
い
く
。
平
林
一
成
「
能
、
作
品
史
上
の
原
点
Ｉ
「
憲
清
ガ
鳥
羽
殿
ニ
テ
十
首
ノ
歌
詠
ミ
テ
ァ
ル
所
」
を
中
心
に
」
急
演
劇
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
」
Ⅸ
）
は
『
貞
和
五
年
春
日
臨
時
祭
記
」
に
見
え
る
四
つ
の
演
目
に
つ
い
て
、
特
に
巫
女
が
演
じ
た
「憲清ガ鳥羽殿ニテ十首ノ歌詠ミテアル所」を『西行物語」
に
あ
て
は
め
て
劇
進
行
を
想
定
し
、
観
阿
弥
時
代
の
猿
楽
の
姿
を
考
察
す
る
。
世
阿
弥
以
前
の
能
の
形
を
想
定
す
る
興
味
深
い
論
。
資
料
も
無
く
実
態
が
残
っ
て
い
な
い
部
分
を
想
像
で
埋
め
て
い
く
作
業
は
、
「
ど
の
よ
う
に
で
も
言
え
て
し
ま
う
」
と
い
う
危
険
も
伴
う
が
、
資
料
が
無
い
こ
と
は
考
え
な
い
、
と
い
う
の
で
は
能
楽
研
究
自
体
が
痩
せ
て
い
っ
て
し
ま
う
。
今
後
も
多
く
の
立
場
か
ら
、
で
き
る
限
り
説
得
力
の
あ
る
推
定
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。
「
文
学
」
に
は
世
阿
弥時代周辺の作品を取り上げた山中玲子「能〈求塚〉の虚構」
（８１１．１月）「〈綾鼓〉の古風と新風ｌ〈綾の大鼓〉の面影を
探る」（８１５．９月）の二本が載る。前者は〈求塚〉の問題点
を
洗
い
出
し
な
が
ら
、
愚
き
物
の
能
の
影
を
見
出
そ
う
と
す
る
論
。
同
曲
を
観
阿
弥
原
作
・
世
阿
弥
改
作
と
考
え
る
立
場
に
は
、
異
論
も
多
く
あ
ろ
う
。
後
者
は
、
近
年
元
雅
所
演
記
録
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
元
雅
関
与
の
可
能
性
が
高
ま
っ
た
〈
綾
鼓
〉
に
つ
い
て
、
世
阿
弥
作
〈
恋
重
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荷〉へと改作された「申楽談儀』所引く綾の大鼓〉との関係を
論じ、現行〈綾鼓〉に見える古作〈綾の大鼓〉の面影や元雅によ
る後補、改変箇所などを考察・分析して、〈綾の大鼓〉の段階
で
は
シ
テ
は
鼓
が
綾
で
で
き
て
い
る
と
気
づ
い
た
う
え
で
難
題
に
挑
戦
していたとの読みを示す。〈綾鼓〉に関しては、能会のパンフ
レ
ッ
ト
に
寄
せ
た
小
論
な
が
ら
西
村
聡
。
綾
の
鼓
」
の
両
義
性
Ｉ
鳴
ら
な
い
鼓
で
あ
る
前
に
ｌ
」
（
「
廣
田
鑑
賞
会
能
」
９
。
ｎ
月
）
も
見
逃
せ
な
い
。
「
木
の
丸
殿
」
を
皇
居
と
し
た
斉
明
天
皇
の
葬
送
を
鬼
が
見
送
っ
た
話
や
桂
の
木
と
叶
わ
ぬ
恋
の
関
連
等
、
本
曲
の
前
提
と
な
る
要
素
を
手
際
よ
く
押
さ
え
、
山
中
稿
と
は
反
対
に
シ
テ
は
最
後
ま
で
鼓
が
綾
で
で
き
て
い
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
と
の
読
み
を
示
す
。
原
田
香
織
「
高
野
の
女
物
狂
ｌ
作
品
研
究
『
多
度
津
左
衛
門
匡
Ｓ
文
学
論
藻
』
Ⅲ
。
２
月
）
は
世
阿
弥
自
筆
能
本
の
み
に
伝
わ
る
同
曲
を
、
「
狂
」
の
語
に
着
目
し
て
「
狂
気
」
の
擬
装
性
や
泣
き
能
の
性
質
を
指
摘
す
る
ほ
か
、
説
経
「
か
る
か
や
』
や
ほ
か
の
物
狂
能
と
比
較
し
、
同
曲
の
女
人
禁
制
が
破
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
終
結
す
る
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
同
曲
の
［
ク
リ
・
サ
シ
・
ク
セ
］
に
つ
い
て
、
原
田
稿
は
「
天
地
開
關
」
の
物
語
か
ら
男
女
の
平
等
観
へ
の
展
開
に
論
理
的
飛
躍
が
あ
る
と
す
る
が
、
飛
躍
が
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
前
半
を
「
五
音
」
所
引
観
阿
弥
作
曲
「
淡
路
の
曲
舞
」
か
ら
借
り
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
当
該
箇
所
に
つ
い
て
は
既
存
の
曲
舞
を
転
用
し
た
前
半
の
国
造
り
の
話
か
ら
後
半
の
女
人
成
仏
論
へ
と
展
開
す
る
だ
け
で
な
く
、
［
ク
リ
］
の
前に［クセ］の末尾と同文の［次第］を付け、〈百万〉などと
同
型
の
女
性
芸
能
者
が
舞
う
に
ふ
さ
わ
し
い
舞
グ
セ
に
仕
立
て
た
世
阿
弥
の
手
腕
を
む
し
ろ
評
価
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
く
は
な
ぜ
「
多
度
津
左
衛
門
』
で
「
淡
路
の
曲
舞
」
を
転
用
し
た
の
か
に言及するべきであろう。原田寛子「謡曲〈井筒〉の表現世界
ｌ背景としての「石上」」急国文論叢』〃。３月）は「石上」
と
い
う
土
地
の
イ
メ
ー
ジ
を
和
歌
用
法
か
ら
「
虚
構
の
荒
地
」
と
し
、
それに基づき〈井筒〉の解釈を試みる論。なお、世阿弥が「石
上
」
と
い
う
地
を
ど
う
捉
え
て
い
た
か
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
〈
井
筒〉のみにとどまらず〈布留〉などにも着目してほしかった。
尾
本
頼
彦
「
世
阿
弥
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
能
の
編
年
的
位
置
づ
け
ｌ
「歌舞」「舞歌」の語をめぐって」（「演劇学論集」妬。ｎ月）
は世阿弥能楽論に見える「歌舞」「舞歌」について、「歌舞」
は
応
永
二
十
五
年
～
応
永
二
十
七
年
以
前
、
「
舞
歌
」
は
そ
れ
以
降
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
し
、
こ
の
二
語
が
見
え
る
世
阿
弥
関
連
及
び
周
辺
の
作
品
に
つ
い
て
そ
の
成
立
年
代
の
特
定
を
試
み
る
。
こ
の
結
果
は
先
行
研
究
の
提
示
し
た
作
者
や
成
立
時
期
へ
の
補
強
に
は
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
先
行
研
究
の
否
定
や
、
意
見
の
分
か
れ
る
説
に
判
断
を
下
す
根
拠
に
ま
で
は
至
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
別
の
語
を
切
り
口
に
し
た
場
合
、
全
く
異
な
る
結
果
が
出
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
危
う
さ
を
残
す
。
他
に
世
阿
弥
時
代
の
作
品
を
扱
う
論
文
と
し
て、〈嬢捨〉を倫理思想史の視点から読み解いた柏木寧子「石
と
化
し
て
在
る
こ
と
ｌ
謡
曲
「
嬢
捨
」
の
一
読
解
ｌ
」
ｓ
山
口
大
学
哲
学研究』Ⅲ。３月）などがある。
井上愛「番外曲〈反魂香〉試論」（「国文目白』妬。２月）は
〈反魂香〉が〈花筐〉と同様観阿弥作曲「〈李夫人〉の曲舞」を取
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り入れる理由の考察に始まり、〈砧〉〈景清〉〈隅田川〉との比較、
〈反魂香〉の劇構造に未整理な点があること、和歌に手を加え
ず
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
る
手
法
が
金
春
禅
竹
作
品
に
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
上
で
、
同
曲
を
禅
竹
若
年
期
の
作
品
と
結
論
づ
け
る
。
欲
を
言
え
ば
、
禅
竹
に
つ
い
て
は
「
禅
鳳
雑
談
」
に
見
え
る
「
若
き
時
」
が
研
究
上
で
問
題
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
若
年
期
を
い
つ
の
頃
と
設
定
す
る
の
か
、
具
体
的
な
時
期
を
大
ま
か
に
で
も
示
し
て
ほ
し
かった。
室
町
後
期
の
作
品
を
扱
う
論
文
は
三
本
。
原
田
香
織
「
謡
曲
と
禅
的
世
界
Ｉ
『
放
下
僧
』
に
お
け
る
禅
問
答
」
Ｓ
東
洋
学
研
究
」
仏
。
３
月）は〈放下僧〉の禅問答の検討。〈放下僧〉を禅宗の入門的理
論を披露する「真性」と、敵討の「俗性」の二面から捉え、
前
者
の
特
徴
を
特
に
詞
章
と
禅
関
連
書
と
の
同
質
性
か
ら
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
し
た
論
。
全
体
的
に
、
禅
問
答
の
注
釈
的
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
禅
的
特
徴
が
作
品
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
が分かりにくかった。佐藤和道「能〈調伏曽我〉老」（「演劇研
究』釦。３月）は「曽我物語」との関係から、〈調伏曽我〉の
素
材
を
考
察
す
る
。
『
曽
我
物
語
』
の
真
名
本
・
仮
名
本
双
方
と
の
内
容
面
、
構
成
面
の
相
違
、
ま
た
幸
若
舞
曲
と
仮
名
本
と
の
調
伏
場
面
の
類
似
な
ど
を
根
拠
に
、
真
名
本
を
も
と
に
し
、
調
伏
場
面
だ
け
を
描
い
た独立伝承が存在し、それに拠って〈調伏曽我〉が成立したと
考
え
る
。
「
独
立
伝
承
」
の
存
在
を
裏
付
け
る
も
の
が
な
い
以
上
、
そ
の
存
在
を
仮
定
し
て
典
拠
を
論
じ
て
し
ま
う
と
、
ど
う
し
て
も
漠
然
と
し
た
印
象
を
受
け
て
し
ま
う
。
伊
海
孝
充
「
能
に
お
け
る
長
刀
の
「
風
流
性
」
ｌ
長
刀
と
多
武
峰
様
具
足
能
と
の
関
係
を
基
点
に
」
ｓ
能
楽
研
究
」
型
は
、
番
外
曲
〈
小
林
〉
の
構
想
と
シ
テ
の
性
格
を
、
多
武
峰
様
で
演
じ
ら
れ
た
可
能
性
も
含
め
て
詳
細
に
検
討
し
た
う
え
で
、
長
刀
の
「
能
に
お
け
る
本
来
の
意
義
」
を
、
「
シ
テ
の
動
的
な
姿
で
は
な
く
、
扮
装
自
体
の
風
流
性
を
強
調
す
る
」
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
る
。
〈
鉢
木
〉
〈
鞍
馬
天
狗
〉
等
、
働
事
に
直
接
結
び
つ
か
な
い
長
刀
を
シ
テ
が
持
っ
て
出
る
作
品
に
も
、
「
多
武
峰
様
具
足
能
の
系
譜
に
連
な
る
」
風
流
性
を
見
る
視
点
が
新
鮮
。
た
だ
し
、
長
刀
を
「
そ
の
曲
の
演
能
形
態
・
演
能
空
間
と
密
接
な
関
係
の
あ
る
装
置
」
と
見
る
べ
き
か
ど
う
か
は
、
さ
ら
に
検
討
が
必
要
だ
ろ
う
。
作
品
の
典
拠
に
注
目
す
る
と
、
昨
年
に
続
き
「
源
氏
物
語
』
関
連
が
目に付く。西村聡「〈葵上〉注釈余説」Ｓ金沢大学文学部論集
（言語・文学篇）」〃。３月）は、最近〈葵上〉の注釈をおこ
な
っ
た
著
者
が
そ
の
過
程
で
確
認
し
た
異
見
や
作
品
解
釈
上
の
問
題
点
を
整
理
し
つ
つ
、
作
品
の
読
み
を
さ
ら
に
深
め
て
い
る
。
青
女
房
の
若
さ
が
御
息
所
の
「
衰
へ
」
を
照
ら
し
出
す
と
の
指
摘
、
夕
顔
は
御
息
所
で
は
な
く
「
物
の
怪
」
に
取
り
殺
さ
れ
た
と
い
う
理
解
の
確
認
、
「
そ
の
面
影
も
恥
づ
か
し
や
」
は
執
心
で
醜
く
変
貌
し
た
御
息
所
自
身
の
面
影
と
す
る
見
解
等
々
、
ど
れ
も
説
得
力
が
あ
る
。
な
か
で
も
、
光
源
氏
を
登
場
さ
せ
ず
巫
女
の
呪
力
に
よ
っ
て
御
息
所
の
名
乗
り
を
引
き
出
し
しかも御息所が成仏する、という能〈葵上〉の意味や、そこで
新
し
く
描
き
出
さ
れ
る
御
息
所
の
人
物
像
を
、
『
源
氏
物
語
』
本
文
と
の
比
較
に
よ
り
考
察
し
た
部
分
が
興
味
深
か
っ
た
。
同
じ
く
御
息
所
の
心
理
を
分
析
し
た
、
齋
藤
澄
子
「
能
楽
「
葵
上
」
と
「
野
宮
」
に
お
け
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る
主
人
公
の
表
現
構
造
と
そ
の
特
長
’
六
条
御
息
所
の
心
の
中
の
「
葛
藤
と
癒
し
」
の
心
理
分
析
（
そ
の
１
）
」
Ｓ
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
紀
要
。
１
．
人
文
科
学
』
ｕ
）
は
、
特
に
目
新
し
い
指
摘
は
な
く
、
ま
た
最
後
に
付
さ
れ
て
い
る
能
楽
師
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
も
、
同
稿
の
内
容
と
は
ほ
と
ん
ど
関
係
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
他
に
「
源
氏
物
語
』
関
連
と
し
て
、
新
作
能
に
注
目
し
た
久
富
木
原
玲
二
源
氏
物
語
』
と
新
作
能
ｌ
「
夢
浮
橋
」
「
小
野
浮
舟
」
「
紫
上
」
の
世
界
」
（
講
座
源
氏
物
語
研
究
９
『
現
代
文
化
と
源
氏
物
語
」
皿
月
）
が
あ
る
。
『
源
氏
物
語
』
が
新
作
能
に
作
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
新
し
い
意
味
を
持
ち
得
て
い
る
か
、
三
曲
の
新
作
能
に
お
い
て
、
浮
舟
や
そ
の
周
り
に
い
た
人
々
、
紫
上
、
光
源
氏
な
ど
の
、
『
源
氏
物
語
』
で
は
十
分
に
描
か
れ
な
か
っ
た
ど
の
よ
う
な
姿
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
点
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
分
析
す
る
。
能
と
い
う
表
現
形
式
の
持
つ
可
能
性
や
新
作
能
の
意
義
に
つ
い
て
改
め
て
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
多
い
論
で
あ
っ
た
。
能
の
催
し
で
も
「
源
氏
物
語
」
関
係
曲
の
上
演
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
喜
多
流
の
〈落葉〉復曲（塩津哲生主催「名曲を観る会」特別公演）のパン
フレット「源氏物語の能」（７月）には、村上湛「能〈落葉〉解
説」と石井倫子「〈陀羅尼落葉〉小考」が載る。前者は復曲に
際
し
て
の
本
文
補
綴
や
演
出
の
工
夫
を
述
べ
る
中
で
一
曲
の
主
題
の
解
釈
に
も
触
れ
る
。
後
者
は
、
中
世
の
「
源
氏
物
語
」
享
受
と
の
関
わ
り
や
、
詞
章
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
様
々
な
「
音
」
の
効
果
等
に
つ
い
て
述
べる。岩城賢太郎「謡曲〈狭衣〉の構成Ｉ室町文芸における「狭衣
物
語
』
天
稚
御
子
降
下
場
面
の
受
容
の
様
相
」
Ｓ
物
語
の
生
成
と
受
容
」
２
．
国
文
学
研
究
資
料
館
。
２
月
）
は
同
じ
く
平
安
文
学
を
素
材
とした〈狭衣〉の作意について、作詞の中心人物三条西実隆周
辺
の
学
問
と
当
時
流
布
し
た
諸
文
芸
書
と
の
比
較
を
通
し
て
考
え
る
。
室
町
後
期
の
連
歌
の
言
説
や
諸
注
釈
書
と
の
対
応
関
係
を
示
し
、
従
来
不
自
然
さ
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
後
シ
テ
の
造
型
に
つ
い
て
、
女
二
の
宮
が
天
稚
御
子
の
舞
を
再
現
す
る
設
定
に
は
、
五
節
の
舞
姫
を
天
人
と
重
ね
る
当
時
の
理
解
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
本
文
の
注
釈
を
示
す
よ
う
な
丁
寧
な
考
察
で
、
学
ぶ
こ
と
が
多
い
が
、
祝
言
的
な
内
容
を
後
士
御
門
帝
の
治
世
の
賛
嘆
と
推
測
す
る
点
は
、
根
拠
が
不
十
分
に
思
え
る。『
平
家
物
語
」
関
連
の
能
に
つ
い
て
は
、
岩
城
贄
太
郎
の
論
文
が
三
本。「謡曲〈兼平〉の「いぐさ語り」ｌ義仲を語る「いぐさ語
り」と兼平を語る「いぐさ語り」と」（「軍記と語り物』妬。
３月）は、いぐさ語りの特質から、〈兼平〉を修羅能の歴史に
位
置
づ
け
る
論
考
。
「
平
家
物
語
」
の
詳
細
な
分
析
を
も
と
に
、
視
点
（一人称・三人称）・語りの順序などから〈兼平〉詞章の独自性
を
推
測
し
、
鎮
魂
の
枠
組
み
か
ら
自
由
に
な
っ
て
い
る
本
曲
を
、
新
し
い「いぐさ語り」を創出した作品と位置づける。〈兼平〉の分
析
は
納
得
さ
せ
ら
れ
た
が
、
こ
の
曲
を
能
作
史
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
は
、
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
だ
ろ
う
。
世
阿
弥
時
代
に
も
〈
伏
木曽我〉や〈碇潜〉のような、修羅の弔いを明確にしない作品
が存在した可能性もある。〈兼平〉を「新趣向」と捉えるか、
「
世
阿
弥
と
別
系
統
」
と
捉
え
る
か
は
、
他
曲
の
成
立
問
題
も
含
め
、
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慎
重
に
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
論
の
続
稿
と
い
え
る
ヨ
平
家
物
語
』
か
ら
謡
曲
、
そ
し
て
古
浄
瑠
璃
へ
Ｉ
「
木
曽
最
期
」
を
語
っ
た
古
浄
瑠
璃
の
様
相
」
ｓ
筑
波
大
学
平
家
部
会
論
集
」
、
。
３
月
）
は
兼
平
の
物
語
の
展
開
を
、
さ
ら
に
古
浄
瑠
璃
ま
で
に
広
げ
、
検
討
し
た
論
。
「
き
そ
物
が
た
り
」
を
初
め
と
す
る
、
一
部
に
謡
曲
の
影
響
を
認
め
ら
れ
る
作
品
群
と
、
「
東
鑑
後
撰
集
」
を
は
じ
め
と
す
る
、
謡
曲
と
密
接
な
関
係
が
認
め
ら
れ
る
作
品
群
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
「
平
家
物
語
」
と
謡
曲
と
の
対
応
関
係
を
丹
念
に
確
認
す
る
。
「
東
鑑
後
撰
集
」
の
人
物
関
係
を
観
客
が
自
然
に
受
け
止
め
ら
れ
る
用
意
が
、
「
平
家
物
語
」
・
謡
曲
の
中
に
あ
る
と
い
う
指
摘
な
ど
が
興
味
深
か
っ
た
。
同
様
の
手
法
を
用
い
た
「
謡
曲
「
忠
度
」
と
浄
瑠
璃
「
薩
摩
守
忠
度
」
ｌ
謡
曲の伝えた「平家物語」」（『国語教室」冊。５月）は浄瑠璃
「
薩
摩
守
忠
度
」
が
謡
曲
に
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
検
証
す
る
。
特
に
謡
曲
に
引
か
れ
る
「
行
き
暮
れ
て
…
」
の
歌
に
注
目
し
、
浄
瑠璃が謡曲に倣った点を具体的に挙げる。
近
年
中
国
故
事
説
話
を
素
材
と
す
る
能
を
精
力
的
に
研
究
し
て
い
る
三多田文恵の論考も、一一本出ている。「謡曲「河水」の成立
とその背景」二中國學論集」妬。９月）は『大唐西域記』「西
陽
雑
俎
』
な
ど
と
の
比
較
を
通
し
て
、
和
漢
古
典
と
の
共
通
要
素
、
非
共
通
要
素
を
整
理
し
、
長
俊
は
異
類
婚
姻
讃
な
ど
中
国
の
「
珍
し
い
物
語
」
を
も
と
に
し
な
が
ら
、
華
や
か
な
見
せ
場
と
な
る
要
素
を
脚
色
し
た
と
考
え
る
。
「
謡
曲
「
唐
事
」
に
お
け
る
劇
化
の
手
法
ｌ
素
材
の
扱
い
方
」
二
中
國
學
論
集
』
必
。
３
月
）
は
典
拠
と
の
関
係
か
ら
作
品
を
分
類
、
考
察
し
、
和
様
に
比
べ
て
唐
事
の
素
材
の
扱
い
方
が
複
雑
と
考
え
る
。
両
稿
と
も
、
表
面
的
な
特
徴
を
捉
え
た
分
析
に
終
始
し
て
い
る
と
い
う
感
が
否
め
な
い
。
単
な
る
分
類
・
比
較
だ
け
で
な
く
、
よ
り
包
括
的
な
考
察
が
必
要
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
他
に
も
、
本
年
は
能
と
諸
文
芸
の
関
係
に
注
目
し
た
論
が
多
か
っ
た
。
宇
津
木
言
行
「
今
様
「
黒
烏
子
」
の
継
承
と
能
楽
「
班
女
」
の
形
成
ｌ
多
武
峰
常
行
堂
修
正
会
延
年
の
場
に
注
目
し
て
」
二
梁
塵
ｌ
研
究
と
資
料
』
別
。
３
月
）
は
歌
謡
の
世
界
で
野
上
宿
が
ど
の
よ
うに歌われていたかを確認しつつ、〈班女〉の場面設定に、今
様
の
大
曲
で
多
武
峰
常
行
堂
修
正
会
に
歌
わ
れ
て
い
た
「
黒
鳥
子
」
が
影
響
し
た
と
推
測
す
る
。
確
か
に
世
阿
弥
が
、
多
武
峰
で
こ
の
今
様
を
聞
い
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
両
者
の
一
致
点
は
野
上
宿
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
直
接
的
影
響
関
係
が
想
定
で
き
る
か
は
異論の余地がある。落合博志「能と和歌ｌ〈嬢捨〉と鏡捨山の
和歌について」ｓ国文学解釈と鑑賞』川。５月）は〈嬢捨〉の
和
歌
に
関
す
る
論
考
。
嬢
捨
山
の
和
歌
に
は
、
心
が
な
ぐ
さ
ま
な
い
こ
と
を
詠
ん
だ
も
の
、
月
の
美
し
さ
を
称
え
た
も
の
と
い
う
あ
る
種
分
裂
した二つのイメージがあり、能〈嬢捨〉はその二つを反映する
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
考
え
る
。
能
と
和
歌
世
界
と
の
緊
密
な
関
係を再認識させられる論。
近
世
文
芸
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
論
考
は
四
本
。
竹
本
幹
夫
「
謡
曲
調の文体」（「江戸文学』〃。ｍ月）は「特集・江戸の文体」
に
寄
せ
ら
れ
た
論
文
の
一
つ
で
、
謡
曲
調
の
文
体
の
沿
革
と
近
世
文
芸
の影響の源を示す論。田草川みずき「浄瑠璃太夫たちの〈ウ
タ
イ
〉
考
ｌ
近
松
作
品
に
お
け
る
謡
曲
関
係
文
字
譜
と
作
者
・
作
曲
者
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の意図をめぐって」（「早稲田大学大学院文学研究科紀要』記
（第３分冊）。２月）は現在の能楽研究ではあまり行われてい
ない節付関連の研究で、近松作品に見える「ウタイ（謡）」な
ど
謡
曲
関
係
の
文
字
譜
が
付
く
場
合
の
浄
瑠
璃
詞
章
を
時
代
別
に
調
査
し
、
初
期
作
品
で
は
謡
曲
の
引
用
に
謡
曲
関
係
の
文
字
譜
を
つ
け
、
言
葉
も
節
付
も
謡
曲
か
ら
借
り
る
こ
と
で
謡
風
に
謡
う
単
純
な
節
付
法
ば
か
り
で
あ
っ
た
も
の
が
、
段
階
を
経
て
正
徳
・
享
保
期
の
作
品
に
な
る
と
そ
こ
か
ら
脱
却
し
、
謡
曲
関
係
の
文
字
譜
を
付
け
て
も
謡
曲
の
引
用
で
は
な
く
、
謡
曲
を
真
似
た
謡
の
詞
章
風
の
文
章
を
作
る
例
が
散
見
す
る
な
ど
効
果
的
な
応
用
が
見
え
る
と
指
摘
す
る
。
浄
瑠
璃
に
お
け
る
謡
曲
摂
取
が
定
着
、
発
展
し
て
い
く
過
程
が
紐
解
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
「
土
佐
節
譜
本
の
研
究
ｌ
周
辺
芸
能
と
の
比
較
を
通
し
て
ｌ
」
Ｓ演劇研究センター紀要』Ⅸ）も謡本の節付の浄瑠璃譜本へ
の
影
響
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
小
林
健
二
「
近
世
芸
能
に
お
け
る
鈴
木
三
郎
異
伝
の
展
開
ｌ
能
・
狂
言
、
山
伏
神
楽
・
番
楽
」
（
『
大
谷
女
子
大国文」〃。３月）は能〈鈴木〉に関わる諸文芸作品の紹介と
分析。〈鈴木〉の間狂言のような位置にあるく追掛鈴木〉、〈鈴
木
〉
の
後
半
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
独
立
し
た
語
り
芸
で
あ
っ
た
と
も
さ
れ
る
狂
言
〈
生
捕
鈴
木
〉
、
謡
曲
を
元
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
番
楽
「
鈴
木
」
の
特
質
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
近
代
以
降
の
文
芸
作
品
へ
の
影
響
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
は
、
三
島
由
紀
夫
「
近
代
能
楽
集
』
の
「
班
女
」
に
お
け
る
能
の
継
承
と
再
生
に
つ
い
て
論
じ
た
高
橋
和
幸
「『班女』論」含樟蔭国文学』“。３月）がある。
他
文
芸
と
の
関
係
を
論
じ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
近
世
謡
曲
研
究
が
一一一本。川上真理「謡曲〈富士山〉の演能の場と言説ｌ江戸幕府
儀
礼
を
中
心
に
」
Ｓ
富
士
山
を
め
ぐ
る
日
本
人
の
心
性
」
法
政
大
学
国
際日本学研究所。３月）は、能〈富士山〉の江戸時代における
受容状況から、本曲の時代性を考える。〈富士山〉の演能記録
が
江
戸
中
期
ま
で
な
く
、
三
百
番
本
ま
で
謡
本
の
出
版
が
な
か
っ
た
こ
と
を
、
本
曲
が
江
戸
幕
府
に
用
い
ら
れ
る
必
然
性
が
な
か
っ
た
た
め
と
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
将
軍
家
に
お
い
て
有
意
義
な
作
品
で
な
か
っ
た
こ
と
と
、
唐
国
の
来
訪
者
と
い
う
「
他
者
」
が
な
け
れ
ば
、
富
士
山
の
誉
れ
が
見
出
さ
れ
な
い
と
い
う
内
容
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
江戸時代の〈富士山〉の受容は、綱吉時代前後の稀曲復活の影
響
が
大
き
い
は
ず
な
の
で
、
そ
の
点
を
踏
ま
え
た
考
察
が
必
要
だ
ろ
う
。
若
木
太
一
「
謡
曲
「
諏
訪
」
考
」
ｓ
長
崎
大
学
綜
合
環
境
研
究
』
創
立
皿
周
年
記
念
特
別
号
。
８
月
）
は
長
崎
市
の
諏
訪
神
社
に
伝
来
す
る
謡
曲〈諏訪〉の考察。寛文十二年に長崎奉行牛込勝登の官命によ
り
、
能
役
者
早
水
治
部
が
本
曲
を
作
っ
た
と
す
る
説
の
妥
当
性
を
、
当
時
の
社
会
状
況
な
ど
か
ら
裏
付
け
る
。
本
文
を
す
べ
て
翻
刻
す
る
な
ど
、
資料紹介に近い内容である。中尾薫「永正三年本〈玄上》
と明
和
改
正
謡
本
Ｉ
加
藤
枝
直
説
の
投
影
を
中
心
に
ｌ
」
ｓ
催
花
賞
受
賞
記
念論文集」）は、金春安明の論考により永正期の成立でないと
判明した観世文庫蔵永正三年本〈玄上〉について、加藤枝直の
草
稿
を
編
集
し
た
「
謡
曲
改
正
草
案
頓
」
の
改
訂
詞
章
案
と
の
一
致
が
見
ら
れ
る
点
に
基
づ
き
、
投
影
さ
れ
た
箇
所
の
検
討
や
、
当
該
謡
本
の
朱
筆
の
明
和
改
正
謡
本
へ
の
反
映
ぶ
り
か
ら
、
永
正
三
年
本
の
詞
章
が
明
和
本
の
制
作
過
程
に
か
か
わ
る
詞
章
で
稿
本
的
存
在
と
位
置
づ
け
る
。
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法
政
大
学
ｎ
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
国
際
日
本
学
と
し
て
外
国
で
の
研
究
に
も
着
目
し
つ
つ
、
学
際
的
視
野
か
ら
の
研
究
が
試
み
ら
れ
た
。
山
中
玲
子
「
伝
統
と
同
時
代
性
Ｉ
能
楽
研
究
の
国
際
化
は
可
能
か
」
（
ｎ
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
国
際
日
本
学
研
究
叢
書
６
『
日
本
学
と
は
何
か
』
３
月
）
は
国
際
学
会
で
の
発
表
の
報
告
で
、
日
本
・
海
外
に
お
け
る能楽研究の現状及びこれからのあるべき姿についての提言。
能
楽
研
究
所
が
今
後
国
際
的
な
研
究
拠
点
を
目
指
す
上
で
の
指
標
が
示
さ
れ
て
い
る
。
「
国
際
日
本
学
研
究
』
３
号
（
３
月
）
に
は
、
若
手
研
究
者
の
論
文
が
二
本
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
〈
弱
法
師
〉
と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
リ
ァ
王
』
を
比
較
し
た
式
町
真
紀
子
「
和
解
の
過
程
ｌ
〈
弱
法
師〉と『リア王」二組の父子を中心に」は、和解する親子と
い
う
切
り
口
だ
け
で
比
較
す
る
の
は
多
少
無
理
が
あ
る
か
。
〈
弱
法
師〉について「上演上の空白期間において登場人物の集約が
行
わ
れ
た
」
と
あ
る
が
、
世
阿
弥
自
筆
本
に
の
み
見
え
る
妻
が
後
世
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
の
は
意
図
的
な
削
除
な
の
か
、
そ
れ
と
も
断
絶
期
間
中
に
無
章
句
本
な
ど
か
ら
派
生
し
た
偶
発
的
な
脱
落
な
の
か
な
ど
、
考
察すべき問題点が多く残されている。小川健一「〈班女〉訳に
お
け
る
Ｒ
・
タ
イ
ラ
ー
氏
の
翻
訳
方
法
と
そ
の
意
義
」
は
一
九
七
○
年
と一九九二年に発表された、二種のＲ・タイラー訳〈班女〉の
比
較
検
討
。
海
外
に
お
け
る
研
究
成
果
を
日
本
で
も
検
討
す
る
必
要
性
や
意
義
を
感
じ
さ
せ
る
論
。
今
泉
隆
裕
「
幽
霊
能
の
普
遍
性
と
個
別
性
ｌ
日
韓
の
民
間
巫
俗
を
手
が
か
り
に
」
は
、
日
韓
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の比較から、「幽霊能（夢幻能）」の特質を考える。崇る死者
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
も
つ
韓
国
に
対
し
、
苦
し
む
死
者
が
描
か
れ
る
点
に
幽
霊
能
の
特
徴
を
み
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
本
地
垂
遊
説
に
よ
り
生
ま
れ
た
苦
し
む
神
の
姿
や
、
夢
幻
説
話
の
生
成
が
あ
り
、
票
り
に
お
び
え
る
武
士
た
ち
の
支
持
を
受
け
、
世
阿
弥
に
よ
っ
て
苦
し
む
神
が
舞
台
化
さ
れ
た
と
す
る
。
夢
幻
能
の
発
生
（
も
し
く
は
能
の
発
生
）
と
い
う
大
問
題
を
扱
う
論
が
僅
少
な
の
で
、
能
の
本
質
を
問
う
貴
重
な
論
と
受
け
取
っ
た
。
た
だ
し
、
今
泉
説
の
根
幹
に
あ
る
能
享
受
者
た
ち
の
死
穣
観
念
が
、
ど
れ
ほ
ど
能
の
成
立
に
影
響
し
た
か
は
疑
問
が
残
る
。
以
下
、
能
楽
関
係
誌
掲
載
の
論
文
を
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
『
観
世
』
では〈絵馬〉〈東岸居士〉〈石橋〉の三曲を特集する。〈絵馬〉は樹
下文隆「作品研究〈絵馬と（２月）及び中尾薫「明和本〈絵
馬〉の特徴と改訂の意図」（３月）の二本。樹下稿は、米田真
理「能〈絵馬〉の構想」ｓ名古屋大学国語国文学」Ｍ・平成ｎ
年７月）が近代以降の諸注釈書の誤りを正し、〈絵馬〉のワキ
を
藤
原
公
能
で
あ
る
と
し
た
、
そ
の
説
に
基
づ
き
、
諸
書
か
ら
藤
原
公
能
像
を
分
析
。
彼
が
ワ
キ
に
設
定
さ
れ
た
理
由
を
考
察
す
る
ほ
か
、
同
曲
が
天
岩
戸
舞
の
再
現
を
意
図
し
た
曲
で
あ
る
こ
と
や
近
世
に
な
っ
て
重
視
さ
れ
た
点
に
も
及
ぶ
。
中
尾
稿
は
明
和
改
正
謡
本
で
観
世
元
章
が
同曲を大幅に改訂した詞章の紹介と考察。〈東岸居士〉は梅谷
繁樹「〈東岸居士〉の背景ｌ曲舞、勧進、漂泊芸能者など」
（５月）、小田幸子「作品研究〈東岸居士〉」（６月）、佐藤保
「「柳は緑花は紅」の出典について」（７月）の三本。梅谷稿は
様
々
な
絵
画
資
料
を
用
い
て
、
時
宗
・
律
宗
僧
の
芸
能
活
動
や
、
曲
舞
・
暮
露
な
ど
の
芸
能
者
の
特
質
を
概
説
す
る
。
小
田
稿
は
成
立
年
代
・
古
態
・
シ
テ
の
造
型
な
ど
種
々
の
問
題
点
を
検
証
す
る
。
特
に
、
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本来〈西岸居士〉がツレとして登場していたという説を支持し
た
上
で
、
独
立
し
た
謡
物
を
取
り
込
む
形
で
東
岸
居
士
・
西
岸
居
士
が
登
場
す
る
曲
が
「
三
道
」
以
前
に
作
ら
れ
、
そ
の
改
訂
版
が
現
行
の
形
で
あ
る
と
推
測
す
る
。
本
曲
の
複
雑
な
成
立
過
程
が
明
快
に
示
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
研
究
の
指
針
と
な
る
。
佐
藤
稿
は
、
「
柳
は
緑
…
」
が
従
来
藤
東
披
の
詩
句
に
基
づ
く
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
該
当
す
る
詩
句
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
こ
の
句
が
中
国
・
日
本
の
禅
僧
に
好
ま
れ
た
こ
と
を
示
し
た
う
え
で
、
本
曲
の
例
は
「
皆
そ
の
ま
ま
の姿」を意味する禅語として、日本での用法に近いと結論づ
ける。従来の通説を改める貴重な指摘。〈石橋〉は柳瀬千穂
「作品研究〈石橋〉試論ｌ趣向と構成について」（ｎ月）を掲載。
同曲に引用される「和漢朗詠集』収録の漢詩についての古注
釈の理解などから、能〈石橋〉の作者が石橋を天台山にあると
解
し
て
い
た
こ
と
や
、
幸
若
舞
曲
「
笛
の
巻
」
の
石
橋
説
話
と
能
の
類
似
点
、
も
と
の
演
出
が
一
場
物
で
あ
っ
た
可
能
性
な
ど
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
興
味
深
い
指
摘
で
は
あ
る
が
、
独
自
の
論
を
展
開
す
る
な
ら
趣
向
・
演
出
論
と
も
に
も
う
数
点
別
の
資
料
の
提
示
が
必
要
か
。
『鋳仙」には二本。石井倫子「〈江口〉の遊女ｌ『撰集抄」
の窓から」（刑。ｎ月）は、素材となった説話やシテの造型、
世
阿
弥
に
よ
る
改
作
な
ど
に
触
れ
、
シ
テ
が
普
賢
菩
薩
と
な
る
結
末
に
、
そ
れ
を
見
届
け
る
こ
と
で
ワ
キ
も
観
客
も
救
済
を
約
束
さ
れ
る
「
宗
教
劇
」
と
し
て
の
完
成
を
見
る
。
金
賢
旭
「
修
験
の
世
界
観
と
「
葛
城
」
の女神」（柵。Ｅ月）は、〈葛城〉のシテが女神として登場する
こ
と
の
背
景
に
、
山
を
母
体
、
あ
る
い
は
女
性
と
し
て
見
る
修
験
の
世
界
観
を
想
定
し
、
天
照
大
神
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
る
旧
来
の
説
と
は
別
の興味深い視点を示す。また、シテが語る「三熱の苦しみ」
に
つ
い
て
も
「
龍
と
女
を
一
体
と
し
て
山
神
と
し
て
み
る
白
山
修
験
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」
と
関
係
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
説
く
。
京
都
観
世
会
館
「
能
』
に
も
四
本
。
藤
井
奈
都
子
「
よ
る
べ
な
き
心
の水に誘われて」（５月）は〈野宮〉の引き歌に関する考察。野
宮
の
別
れ
か
ら
伊
勢
へ
下
向
す
る
御
息
所
の
心
情
の
描
写
に
、
小
野
小
町「侘びぬれば…」の歌に拠る詞章があることを不自然とし、
小
町
歌
を
業
平
へ
の
恋
慕
と
考
え
る
中
世
理
解
を
投
影
し
、
光
源
氏
へ
の
御
息
所
の
思
い
を
表
現
し
た
と
考
え
る
。
短
い
論
考
に
多
く
の
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。
小
町
歌
・
業
平
歌
が
能
の
詞
章
で
ど
う
使
わ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
大
き
な
問
題
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。
岡
田三津子「謡曲の表現と宴曲」（６月）は〈放下僧〉に見える
「言句」という語の用例の紹介。この詞は〈放下僧〉が最古の
用
例
と
理
解
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
遡
る
例
が
宴
曲
（
早
歌
）
に
見
え
る
こ
と
を
紹
介
す
る
。
近
年
、
能
と
早
歌
と
の
関
係
に
言
及
し
た
論
が
少
な
い
だ
け
に
、
本
稿
の
報
告
は
貴
重
。
小
林
健
二
「
能
〈
融
通
鞍
馬〉の制作動機」（７月）は「申楽談儀』にクセの一部が引用
されている〈融通鞍馬〉の成立年代を探る論。清涼寺本「融通
念
仏
縁
起
絵
巻
」
が
足
利
義
満
七
回
忌
追
善
に
作
ら
れ
た
と
す
る
研
究
を
受
け
、
融
通
念
仏
宗
を
礼
賛
す
る
本
曲
に
も
、
同
様
の
成
立
背
景
を
想定する。宮本圭造「謡曲「布忍山』と寺内安林」（皿月）は、
従
来
能
楽
研
究
者
に
存
在
を
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
番
外
曲
の
報
告
と
、
作
者
の
寺
内
安
林
に
関
す
る
論
考
。
『
松
原
市
史
資
料
集
」
十
四
号
に
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紹
介
さ
れ
て
い
る
〈
布
忍
山
〉
は
元
禄
期
に
再
建
さ
れ
た
河
内
国
の
布
忍
山
永
興
寺
の
再
興
の
願
い
が
寵
め
ら
れ
て
い
る
と
し
、
こ
れ
を
作
っ
た
寺
内
は
河
内
で
活
動
し
た
俳
人
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
す
る
。
近
世
新
作
曲
と
俳
譜
と
の
関
係
は
、
今
後
追
究
が
望
ま
れ
る
研
究
課
題
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
、
謡
曲
・
世
阿
弥
伝
書
に
見
え
る
「
童
男
」
と
い
う
語
の
解
釈
を
考
察
す
る
天
野
文
雄
「
重
男
」
と
い
う
風
体
の
こ
と
」
（
「
お
も
て」肥。６月）がある。〈小鍛冶〉の「重男壇の上にあがり」
や
〈
須
磨
源
氏
〉
の
「
御
影
の
う
ち
に
あ
ら
た
な
る
、
童
男
来
た
り
た
ま
ふぞや」に加え、〈鵺〉や『一一曲三体人形図」の用例から、世
阿
弥
の
周
辺
に
お
い
て
、
「
少
年
」
の
意
か
ら
「
神
霊
的
な
若
い
男
」
と
い
う
意
味
に
転
化
し
、
さ
ら
に
一
つ
の
「
風
体
」
と
し
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
る
。
「
童
男
」
が
風
体
を
示
す
語
と
し
て
も
使
わ
れ
た
こ
と
は
納
得
い
く
が
、
常
に
「
神
霊
的
」
の
意
を
含
ん
で
い
た
か
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
紫
明
』
で
の
連
載
、
飯
塚
恵
理
人「幽玄のいざない」は義経伝承の二作品の考察。「〈烏帽子
折》試解」（別。３月）は若干の断絶感がある前場・後場の関
係
と
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
の
考
察
。
前
場
は
、
左
折
り
の
烏
帽
子
の
謂
れ
を
語
り
、
鎌
田
の
妹
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
父
義
家
に
ち
な
む
「
嘉
例
」
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
る
。
後
場
は
「
義
経
記
』
な
ど
の
例
を
引
き
、
「
源
氏
」
と
し
て
の
「
門
出
」
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
前
年
の
小
林
健
二
「
義
経
、
二
度
の
奥
州
落
ち
の
旅
と
芸
能
」
の
説
と
重なる見解。「〈船弁慶〉試解」（Ⅲ。９月）は「義経記』「吾妻
鏡」との比較から、〈船弁慶〉の義経像を考える。『吾妻鏡」
「
義
経
記
』
に
お
い
て
義
経
は
頼
朝
に
敵
意
を
表
し
て
い
る
の
に
対
し
て、〈船弁慶〉では頼朝との関係修復を祈念しており、腰越状
で
語
ら
れ
る
義
経
の
姿
を
反
映
し
て
い
る
と
し
、
後
代
、
多
く
の
同
情
を
呼
び
起
こ
す
義
経
像
形
成
に
大
き
く
関
わ
っ
た
作
品
と
位
置
づ
け
る
。
芸
能
が
「
判
官
晶
眉
」
形
成
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
に
は
賛
成
だ
が
、
多くの見所を据え、起伏の富んだ劇構成をもつく船弁慶〉が、
「
悲
劇
の
死
を
遂
げ
た
と
い
う
義
経
像
の
形
成
に
、
大
き
く
関
わ
っ
た
作
品
」
と
い
え
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
【演出研究・技法研究】
ま
ず
は
、
作
品
研
究
の
一
部
と
し
て
の
演
出
研
究
か
ら
。
横
山
太
郎
「
檜
垣
蘭
拍
子
ｌ
そ
の
歴
史
と
可
能
性
」
ｓ
観
世
』
９
月
）
は
、
〈
檜
垣
〉
蘭
拍
子
に
関
す
る
諸
説
を
整
理
し
た
後
、
観
世
文
庫
所
蔵
の
「
享
保
頃
檜
垣
型
付
」
の
記
事
に
よ
り
、
観
世
宗
節
の
晩
年
、
徳
川
家
康
の
「
上
意
に
よ
っ
て
檜
垣
で
は
蘭
拍
子
で
は
な
く
序
の
舞
」
を
舞
う
こ
と
になったという説を紹介する。〈檜垣〉の舞は本来白拍子の物
真
似
の
要
素
が
強
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
い
う
こ
と
、
家
康
の
時
代
に
能
の
舞
に
関
す
る
意
識
が
変
容
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
現
代
の
能
の
演
出
と
し
て
蘭
拍
子
を
蘇
ら
せ
る
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
こ
と
、
の
三
点
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
問
題
だ
が
、
同
稿
は
そ
こ
を
明
確
に
分
け
て
整
理
し
て
お
り
、
研
究
と
実
演
の
場
を
つ
な
ぐ
際
の
基
本
姿
勢
と
し
て
共
感
の
で
き
る
論
だ
っ
た
。
尾
本
頼
彦
「
世
阿
弥
の
芸
論
・
自
筆
能
本
からみた世阿弥の能の演出」Ｓ催花賞受賞記念論文集乞は、
経を持って登場すると考えられている〈箱崎〉〈鵜羽〉の後シテ
が
、
世
阿
弥
時
代
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
経
箱
、
珠
を
持
っ
て
出
、
そ
の
持
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ち
物
を
用
い
る
所
作
を
見
せ
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
す
る
。
世
阿
弥
の
「
文
字
に
当
た
る
風
情
」
や
「
音
曲
・
は
た
ら
き
一
心
」
の
説
を
持
ち
物
の
問
題
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
前
半
部
に
は
首
肯
で
き
な
い
が
、
両
曲
の
後
場
の
詞
章
や
一
宗
節
仕
舞
付
」
『
金
春
安
照
装
束
付
』
の
記
事
を
分
析
し
た
う
え
で
の
右
の
推
定
に
は
説
得
力
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
。
謡
の
旋
律
と
記
譜
法
に
関
す
る
研
究
も
一
本
。
丹
羽
幸
江
「
江
戸
期
能楽観世流「明和改正謡本』の記譜法ｌ〈梅〉のイロを中心に
Ｉ」（昭和音楽大学「研究紀要」恥。３月）は、明和改正謡本
に
お
け
る
「
イ
ロ
」
の
直
シ
は
、
単
な
る
装
飾
で
は
な
く
「
ヨ
ワ
吟
ら
し
い
旋
律
を
作
り
出
す
効
果
」
を
意
図
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
記
譜
法
は
「
明
確
な
原
則
が
確
立
し
た
」
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
資
料
を
丁
寧
に
調
査
し
た
う
え
で
江
戸
時
代
に
お
け
る
「
イ
ロ
」
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
論
に
は
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
が
、
「
記
譜
法
を
対
象
と
す
る
本
稿
で
は
…
具
体
的
な
謡
い
方
に
つ
い
て
は
対
象
外
」
と
い
う
こ
と
で
、
結
局
ど
の
よ
う
に
謡
う
の
か
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
は
残
念
。
ツ
ョ
吟
と
ヨ
ワ
吟
の
区
別
な
ど
、
よ
り
大
き
な
面
白
い
問
題
に
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず
の
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
続
稿
を
望
み
た
い
。
前
年
か
ら
「
観
世
」
に
連
載
の
「
横
道
萬
里
雄
の
能
楽
講
義
ノ
ー
ト」（講義録起こし隊）は第５回から砠回（最終回）まで。内容
は
、
「
ヨ
ワ
吟
（
そ
の
４
～
６
）
、
ツ
ョ
吟
（
そ
の
１
～
２
）
、
能
管
の
し
くみ、大鼓と小鼓（その１～２）、太鼓、打楽器と笛の楽型、
掛
ヶ
声
、
小
段
の
話
」
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
あ
く
ま
で
現
代
の
能
楽
嚇
子
の
構
造
や
楽
器
の
し
く
み
だ
が
、
そ
の
源
流
を
探
る
よ
う
な
研
究
も
目
に
付
い
た
。
高
桑
い
づ
み
「
「
過
渡
期
の
鼓
胴
そ
の
後
」
再
び
」
ｓ
鎮
仙
」
剛
。
９
月
）
は
、
新
出
の
や
は
り
過
渡
期
の
鼓
胴
に
つ
い
て
の
報
告
。
既
に
報
告
済
み
の
「
能
以
前
の
鼓
胴
」
や
現
在
の
大
鼓
よ
り
や
や
小
ぶ
り
で
、
乳
袋
に
線
刻
を
持
ち
な
が
ら
蒔
絵
が
施
さ
れ
カ
ン
ナ
目
を
有
す
る
鼓
胴
を
、
能
以
前
の
鼓
胴
か
ら
能
の
鼓
胴
（現在より少しサイズが小さかった）へと移り変わる過渡期、
室
町
初
期
の
も
の
と
推
定
す
る
。
ま
た
、
小
島
美
子
「
能
の
四
拍
子
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
」
Ｓ
国
立
能
楽
堂
調
査
研
究
』
１
）
は
、
能
の
離
子
を
構
成
す
る
四
種
の
楽
器
が
ど
の
よ
う
に
で
き
て
き
た
か
を
考
察
し
た
も
の
。
能
管
は
龍
笛
か
ら
、
太
鼓
は
「
措
鼓
」
と
呼
ば
れ
る
指
で
弾
い
た
り
こ
す
っ
た
り
し
て
な
ら
す
太
鼓
か
ら
生
ま
れ
、
大
鼓
は
雅
楽
の
二
鼓
が
巫
女
を
通
し
て
白
拍
子
、
曲
舞
、
能
と
流
れ
込
み
、
小
鼓
は
雅
楽
の
一
鼓
が
田
楽
躍
で
用
い
ら
れ
て
い
る
う
ち
に
小
型
化
し
た
、
と
い
う
流
れ
を
想
定
す
る
。
日
本
の
芸
能
に
関
わ
る
多
く
の
楽
器
に
つ
い
て
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
特
に
、
龍
笛
に
「
喉
」
を
入
れ
た
の
は
本
来
、
折
れ
て
し
ま
っ
た
笛
を
修
繕
す
る
た
め
だ
っ
た
と
い
う
説
の
紹
介
は
、
透
過
Ｘ
線
で
の
調
査
結
果
と
も
合
わ
せ
て
興
味
深
か
っ
た
が
、
世
阿
弥
の
時
代
の
笛
は
龍
笛
だ
っ
た
と
の
説
を
は
じ
め
、
同
稿
に
示
さ
れ
た
根
拠
だ
け
で
は
に
わ
か
に
首
肯
し
が
た
い
部
分
も
多
い
。
同
稿
を
き
っ
か
け
に
こ
の
分
野
の
研
究
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
な
お
、
「
楽
劇
学
」
Ⅲ
号
は
、
第
一
四
回
大
会
奏
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
舞
う
ｌ
舞
楽
と
能
」
の
報
告
を
収
め
て
い
る
。
蒲
生
郷
昭
「
技
法
用語から見た舞楽と能」は、「まう」「まい」の語意の説明、
舞
楽
で
は
川
度
回
転
す
る
所
作
が
な
く
ま
わ
る
舞
踊
で
は
な
い
と
の
指
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摘
、
舞
楽
と
能
に
お
け
る
「
序
・
羽
・
急
」
の
考
察
な
ど
。
高
桑
い
づ
み
「
奏
演
と
話
舞
楽
と
能
の
芸
態
比
較
」
は
当
日
の
奏
演
の
報
告
。
【狂言研究】
資
料
紹
介
・
資
料
研
究
か
ら
。
小
谷
成
子
・
野
崎
典
子
『
和
泉
流
秘書」（愛知県立大学附属図書館蔵）翻刻・解題七」（「愛知県
立
大
学
文
学
部
論
集
（
国
文
学
科
編
屋
弱
。
３
月
）
は
表
題
の
台
本
の
翻
刻
の
七
回
目
で
、
巻
五
の
前
半
十
三
曲
を
収
め
る
。
狂
言
研
究
会
「
『
文
久
写
本
狂
言
集
』
（
愛
知
県
立
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
翻
刻
こ
ｓあいち国文」１．７月）は、表題の台本の翻刻を始める。
天
野
文
庫
旧
蔵
の
江
戸
末
期
の
鷺
仁
右
衛
門
派
の
台
本
で
、
十
五
冊
八
十
四
曲
と
小
舞
を
収
め
る
も
の
。
一
回
目
は
八
曲
を
翻
刻
し
、
担
当
は
熊
澤
美
弓
・
野
崎
典
子
・
狩
野
二
一
一
・
近
藤
愛
・
墨
功
恵
・
那
須
源
枝
・
有
馬
園
子
。
本
文
が
安
政
賢
通
本
に
酷
似
し
、
日
本
古
典
全
書
「
狂
言
集
」
に
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
が
四
十
曲
あ
る
の
で
翻
刻
に
価
す
る
と
い
う
の
だ
が
、
こ
ち
ら
を
翻
刻
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の
かは疑問である。
や
す
み
林和利「【報止ロ】豊橋・安海熊野神社蔵能楽資料の調査」
ｓ
催
花
賞
受
賞
記
念
論
文
集
乞
は
、
明
治
か
ら
昭
和
初
め
ま
で
能
楽
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
豊
橋
魚
町
の
文
書
資
料
が
安
海
熊
野
神
社
に
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
発
見
し
、
紹
介
す
る
も
の
で
、
米
田
真
理
作
成
の
目録を付す。全一七二点。大半が狂言台本で、他に間狂言台
本
・
三
番
里
関
係
書
、
若
干
の
謡
本
．
付
が
あ
る
。
た
だ
こ
の
目
録
は
撮
影
の
た
め
の
メ
モ
程
度
の
も
の
で
、
所
収
曲
も
全
部
は
示
さ
れ
ず
、
和
泉
流
ら
し
い
が
、
そ
れ
は
ど
こ
に
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
解
題
を
付
し
て
紹
介
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
史
的
研
究
で
は
、
橋
本
朝
生
「
大
蔵
虎
明
上
演
年
譜
考
」
Ｓ
能
楽
研
究
』
訓
）
は
、
大
蔵
虎
明
の
七
六
二
回
に
及
ぶ
上
演
年
譜
を
提
示
し
、
そ
れ
を
元
に
そ
の
生
涯
を
追
う
。
上
演
曲
の
傾
向
か
ら
や
や
線
の
細
い
役
者
と
見
ら
れ
て
い
た
か
と
す
る
。
父
虎
清
・
弟
清
虎
を
合
せ
て
三
人
の
上
演
記
録
の
あ
る
狂
言
は
一
五
五
曲
で
、
大
蔵
虎
明
本
に
は
非
所
演
曲
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
す
る
の
は
、
個
々
の
曲
の
事
情
を
あ
え
て
無
視
し
た
乱
暴
な
論
だ
が
、
問
題
提
起
に
は
な
ろ
う
。
近
年
発
見
さ
れ
た
も
の
を
含
め
た
著
作
・
文
書
の
一
覧
を
付
し
、
そ
れ
ら
に
見
え
る
花
押
六
種
を
載
せ
る
の
は
今
後
文
書
類
が
発
見
さ
れ
た
場
合
の
年
代
判
定
に
役
立
つ
か
と
考
え
た
も
の
で
あ
る
。
作
品
研
究
で
は
、
複
数
曲
に
わ
た
る
も
の
か
ら
。
林
和
利
「
狂
言
類
型曲の成立順系譜論（一）ｌ言語論争の狂言についてｌ」（「名
古
屋
女
子
大
学
紀
要
（
人
文
・
社
会
）
」
岡
。
３
月
）
は
、
古
歌
や
謡
を
引
用
し
て
言
葉
の
論
争
を
す
る
類
の
狂
言
に
つ
い
て
成
立
順
を
考
え
よ
うとして〈右流左止〉からの系譜を掲げるが、流儀間・台本間
で
曲
名
に
異
同
の
あ
る
も
の
や
内
容
に
異
同
の
大
き
い
も
の
の
方
が
成
立
か
ら
長
い
時
間
が
経
過
し
て
い
て
古
い
と
い
う
前
提
そ
の
も
の
が
成
り立つまい。それでは〈末広がり〉は新しいということになろ
う
。
資
料
の
時
点
と
し
て
、
天
正
狂
言
本
に
あ
れ
ば
天
正
六
年
と
す
る
の
も
、
年
記
が
本
文
と
は
別
筆
で
あ
る
こ
と
を
無
視
し
て
い
る
。
ま
た
天
正
狂
言
本
の
背
後
に
た
く
さ
ん
の
狂
言
が
あ
っ
た
こ
と
を
も
想
定
す
べきであろう。山下宏明「平家物狂言を読む（二）」（「愛知淑
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大
学
論
集
ｌ
文
学
部
・
文
学
研
究
科
篇
ｌ
」
皿
。
３
月
）
は
、
前
年
の続稿。座頭狂言の他、〈忠度〉など平家物語を出典とする能
の
間
狂
言
を
も
取
り
上
げ
て
、
狂
言
が
能
の
世
界
を
「
虚
仮
」
に
す
る
と
す
る
。
川
島
朋
子
「
狂
言
と
鳥
」
（
「
紫
明
』
別
）
は
「
鳥
」
の
特
集
の一編で、〈鳴子〉など鳥が話題となる狂言を紹介し、中世、
人
と
密
接
な
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
と
す
る
。
野
崎
典
子
「
見
所
人
の
笑
み」（『催花賞受賞記念論文集乞は、〈ぬらぬら（竹生嶋参）〉の
終曲部のセリフ、〈鱸庖丁〉の「ほうじょう」の語について諸
本
を
列
挙
し
、
狂
言
の
笑
い
が
観
客
一
人
一
人
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
するのだが、〈ぬらぬら〉のセリフが卑狼なのはその通りで、
「
ほ
う
じ
ょ
う
」
に
様
々
な
漢
字
が
宛
て
ら
れ
る
の
は
書
き
手
の
問
題
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
田
崎
未
知
「
座
頭
狂
言
考
ｌ
式
目
の
裏
返
し
を
す
る
狂
言
ｌ
」
（
同
上
）
は
前
掲
の
山
下
稿
で
も
問
題
に
さ
れ
た
ことだが、〈清水座頭〉〈伯養〉を取り上げて、登場する盲人の
身
分
を
検
討
し
、
狂
言
は
当
道
座
の
式
目
の
禁
制
を
破
る
行
為
を
行
っ
て
い
る
の
だ
と
す
る
。
小峯和明「説話と狂一一一一口の表現空間」（『能と狂言」５）は、
説
話
と
狂
言
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
典
拠
論
に
留
め
ず
、
言
説
論
へ
、
説
話
の
生
き
た
「
現
場
」
と
し
て
の
狂
言
か
ら
と
ら
え
か
え
そ
う
と
い
う
も
の
で
、
狂
言
の
説
話
語
り
の
パ
タ
ー
ン
や
セ
リ
フ
の
繰
り
返
し
、
も
ど
き
・
パ
ロ
デ
ィ
の
あ
り
よ
う
を
問
題
に
す
る
。
ま
た
小
峯
が
提
唱
する〈説話の本草学〉からも狂言は絶好の対象だとして、鬼の
持
ち
物
・
柿
に
注
目
す
る
。
田
口
和
夫
「
ヲ
カ
シ
の
あ
り
か
ｌ
天
正
狂
言本を中心に」（同上）は、〈附子〉〈磁石〉を言語遊戯が成立の
契
機
に
な
っ
た
例
と
し
、
天
正
狂
言
本
の
福
神
物
・
百
姓
物
の
脇
狂
言
に
お
い
て
も
導
入
部
に
言
葉
の
ヲ
カ
シ
が
あ
る
と
し
、
軽
い
言
葉
の
ヲ
カ
シ
こ
そ
狂
言
劇
形
成
以
前
か
ら
の
狂
言
役
者
得
意
の
演
技
で
あ
っ
た
と
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
狂
言
は
「
狂
言
」
な
の
で
あ
ろ
う
。
網
本
尚
子
「伯父が登場する狂言」（「富士論叢』印１１．９月）は、伯父
の
登
場
す
る
狂
言
に
セ
リ
フ
の
中
で
の
み
の
も
の
と
出
て
く
る
も
の
が
あ
り
、
出
て
く
る
も
の
で
は
シ
テ
と
な
る
も
の
、
使
い
先
と
し
て
設
定
す
る
も
の
等
が
あ
る
と
整
理
す
る
。
整
理
に
終
り
、
狂
言
で
伯
父
を
登
場
さ
せ
る
意
義
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
。
「国立能楽堂』掲載の小論が二編。大城学「沖縄の狂言」
（畑。３月）は、狂言を取り込んだ沖縄芝居チョーギンの上演
に
関
連
し
て
、
沖
縄
の
狂
言
の
種
々
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
羽
田
昶
「めずらしい狂言について」（脇。５月）は、稀曲〈鬼丸〉の上
演
に
関
連
し
て
稀
曲
を
概
観
す
る
。
以
下
、
個
別
の
作
品
研
究
。
稲
田
秀
雄
「
狂
言
「
煎
物
」
考
」
（
「
山
口県立大学国際文化学部紀要」、。３月）は、〈煎物〉が中世
京
都
の
祗
園
会
の
芸
能
を
核
と
し
て
構
想
さ
れ
た
こ
と
、
煎
物
売
り
の
登
場
の
仕
方
が
狂
言
風
流
と
関
わ
る
こ
と
、
煎
物
売
り
の
輻
鼓
打
ち
が
モ
ド
キ
の
芸
で
あ
る
こ
と
を
、
他
の
狂
言
と
関
連
づ
け
つ
つ
説
き
、
關
入
と
モ
ド
キ
と
い
う
演
技
術
を
生
か
し
て
構
想
さ
れ
た
と
す
る
。
山
下
宏明「狂言〈釣狐〉を読む」（『名古屋大学国語国文学」Ⅲ。ｎ
月）は、〈釣狐〉を白蔵主の語りを中心に丁寧に読み解き、語
りに能〈鵺〉との関わりを見て、狂言の「虚仮」を説く。なお
「茂山本〈今悔〉」とあるのは安政賢通本の誤りとのこと。
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宗
教
学
か
ら
の
研
究
が
二
編
。
前
川
健
一
「
対
論
か
ら
和
解
へ
ｌ
狂
言『宗論』を通じてｌ」（「東洋学術研究』妬１１）は、「東洋
文
化
と
現
代
社
会
ｌ
儒
教
・
仏
教
・
道
教
に
よ
る
哲
学
対
話
ｌ
香
港
中
文
大
学
と
の
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
よ
り
」
の
特
集
の
一
編
で
、
「
宗
教
間対話」の観点から〈宗論〉を見る。浄土僧と法華僧による滑
稽な宗論の打ち切りについて「互いが言うべきことは一一一一口って、
理
解
不
能
な
点
ま
で
達
し
た
」
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
「
初
め
て
和
解
へ
の
プ
ロ
セ
ス
が
開
始
さ
れ
る
」
と
し
、
結
末
に
は
「
中
世
人
な
り
の
宗
教
的
和
解
に
つ
い
て
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
」
と
す
る
。
深
く
納
得
さ
せ
ら
れ
る
論
で
あ
る
。
芳
澤
勝
弘
「
白
隠
の
蟹
払
子
図
Ｉ
狂
言
『
蟹
山
伏
』
の
こ
と
」
（
『
禅
文
化
」
川
）
は
、
江
戸
中
期
の
臨
済
僧
、
白
隠
の
禅
画
「
蟹
払
子
図
」
（
蟹
と
払
子
が
対
時
す
る
絵
）
に
あ
る
「
小
足
八
足
大
足
二
足
我
見
て
如
何
挽
子
が
云
く
蟹
で
は
な
ひ
か
」
の賛について、〈蟹山伏〉の話を元にしたものとする。蟹化物
の伝説と〈蟹山伏〉の先後については判断が難しいが、能登の
禅
寺
に
伝
わ
る
伝
説
で
は
僧
が
蟹
の
化
物
を
払
子
で
は
ら
っ
た
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
伝
説
を
伝
え
る
禅
寺
は
多
い
が
、
こ
の
絵
と
と
も
に
伝
え
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
つ
頃
の
も
の
か
、
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
絵
画
資
料
を
扱
う
も
の
。
藤
岡
道
子
「
玉
手
菊
洲
の
能
狂
言
絵
」
会
聖
母
女
学
院
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
鉛
。
３
月
）
は
、
平
成
十
四
年
の
同
誌
で
紹
介
さ
れ
た
玉
手
梅
洲
の
弟
菊
洲
の
能
狂
言
絵
に
つ
い
て
の
論。能の絵が多いが、ここであげる。菊洲の伝記を確認した
上で作品八点をあげ、未紹介のものについては写真を載せ、
明治期の能・狂言の実際を知る好資料とする。
間
狂
言
研
究
で
は
、
田
口
和
夫
「
〈
奈
須
与
市
語
〉
演
出
の
歴
史
」
ｓ鏡仙」珊。１月）は、〈八嶋〉の替間〈奈須与市〉が信長が将
軍
よ
り
腹
巻
を
拝
領
し
た
折
の
演
出
を
発
端
と
し
、
家
康
の
時
代
に
形
を
な
し
た
、
と
そ
の
定
着
の
歴
史
を
追
う
。
山
本
東
次
郎
「
脇
能
「
絵
馬」の間狂言について」（「観世』４月）は、蓬莱の鬼たちが
出る〈絵馬〉のアイに風流の面影が見えるとする。
国
語
学
的
研
究
で
は
、
研
究
と
そ
の
成
果
を
活
か
し
た
実
践
と
し
て
、
『能と狂言」５号の特集「狂一一一一口による中世口語の復元」をま
ず
あ
げ
た
い
。
前
年
の
能
楽
学
会
大
会
の
大
会
企
画
「
中
世
口
語
の
復
元
」
の
報
告
で
、
橋
本
朝
生
「
狂
言
に
よ
る
中
世
口
語
の
復
元
」
で
企
画
の
意
図
、
制
作
の
過
程
を
説
明
し
た
上
で
、
小
林
千
草
「
大
蔵
虎
明
● 
本〈河原太郎〉復元考ｌ室町の特徴的な音韻と｝」とば」は、大
蔵虎明本〈河原太郎〉の『日葡辞書』などによる音韻の復元と
室町期に特徴的なことばについて論じ、坂本清恵「狂言の音
声
復
元
’
十
六
世
紀
末
．
十
七
世
紀
初
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
中
心
に
」
は
、
室
町
未
・
江
戸
初
期
の
京
阪
の
状
況
を
各
種
資
料
に
よ
っ
て
推
定
し
、
和泉流天理本〈川原太郎〉の音韻・アクセントを復元し、復元
台
本
を
付
す
。
大
会
で
は
こ
れ
ら
の
成
果
に
よ
っ
て
実
演
が
行
わ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
を
聞
い
て
の
考
察
が
二
編
。
稲
田
秀
雄
。
河
原
太
郎
」
の
演
出
の
こ
と
な
ど
」
は
、
虎
明
本
と
天
理
本
の
記
述
態
度
が
違
う
も
の
の
、
と
も
に
現
行
よ
り
荒
っ
ぽ
い
演
出
で
あ
っ
た
と
し
、
長
谷
川千秋「失われたことばに声を与えることｌ「中世口語の復
元
実
演
」
を
聴
い
て
」
は
、
復
元
作
業
の
困
難
さ
は
あ
る
も
の
の
Hosei University Repository
118 
「
声
」
の
ひ
と
つ
の
可
能
性
を
示
し
た
も
の
と
す
る
。
自
分
で
関
わ
り
な
が
ら
言
う
の
も
お
か
し
い
が
、
面
白
い
企
画
で
、
再
演
の
要
望
も
あ
ろ
う
か
と
思
っ
た
も
の
だ
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
な
お
小
林
千
草
「大蔵虎明本〈河原太郎〉復元本文と国語史的考察」会湘南文
学
」
皿
。
３
月
）
は
、
前
掲
稿
の
補
足
的
な
も
の
で
、
復
元
本
文
を
載
せ、表現のあり方について詳しく論ずる。
語
彙
の
分
野
で
は
、
小
林
賢
次
「
鷺
流
狂
言
享
保
保
教
本
の
用
語
」
急
女
子
大
国
文
」
Ⅷ
。
１
月
）
は
、
ま
ず
国
語
辞
書
に
用
例
と
し
て
採
録
さ
れ
て
い
る
享
保
保
教
本
の
語
彙
に
つ
い
て
、
か
つ
て
の
翻
刻
の
誤
刻
に
よ
る
誤
り
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
は
「
狂
言
辞
典
語
彙
編
」
に
拠
る
こ
と
が
多
く
、
同
書
は
活
字
本
し
か
な
い
時
点
の
も
の
な
の
で
、
あ
り
え
る
こ
と
だ
が
、
現
に
な
か
っ
た
言
葉
が
辞
典
類
に
登
載
さ
れ
て
い
る
の
は
確
か
に
ま
ず
か
ろ
う
。
さ
ら
に
保
教
本
に
そ
の
語
の
初
出
例
と
な
る
も
の
、
用
例
が
極
め
て
稀
な
も
の
が
あ
る
の
を
あ
げ
る
。
同
「
「
物
狂
（
ぶ
つ
き
ゃ
う
こ
と
「
軽
忽
（
き
ゃ
う
こ
つ
）
」
ｌ
狂
言
台
本
に
お
け
る
使
用
状
況
を
中
心
に
ｌ
」
（
『
國
學
院
雑
誌
」
ｎ
月
）
は
、
表
題
の
二
語
に
つ
い
て
諸
流
台
本
で
の
使
用
状
況
を
調
査
し
、
享
保
保
教
本
に
見
え
る
「
ウ
ッ
ケ
ウ
」
の
語
を
「
物
狂
」
の衰退段階における一つの語形とする。
文
法
分
野
で
は
、
安
志
英
「
狂
言
に
お
け
る
逆
接
条
件
表
現
に
関
す
る
一
考
察
ｌ
男
女
の
位
相
を
中
心
に
ｌ
」
（
「
立
教
大
学
日
本
文
学
」
的
。
ｎ
月
）
は
、
逆
接
条
件
表
現
に
つ
い
て
、
虎
明
本
と
虎
寛
本
の
女
狂
言
に
よ
っ
て
男
性
語
と
女
性
語
の
位
相
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
、
仮
定
条
件
表
現
の
「
テ
モ
」
「
ト
モ
」
、
確
定
条
件
表
現
の
「
ガ
」
「
ド
モ
」
に
位
相
の
違
い
が
目
立
つ
と
す
る
。
待
遇
表
現
の
分
野
で
は
、
林
弘
子
に
よ
る
三
編
が
あ
る
。
「
天
理
図
書
館
蔵
「
狂
言
六
義
」
の
二
人
称
代
名
詞
「
そ
の
は
う
」
に
つ
い
て
」
（安田女子大学「国語国文論集」〃。１月）は、天理本の「そ
の
は
う
」
に
つ
い
て
、
従
来
言
わ
れ
て
い
る
の
と
は
違
っ
て
敬
意
の
高
い
語
と
す
る
。
ま
た
「
其
方
」
と
あ
る
の
を
「
そ
の
は
う
」
と
読
む
も
の
と
す
る
。
「
天
理
図
書
館
蔵
「
狂
言
六
義
」
の
二
人
称
代
名
詞
「
こ
な
た
」
に
つ
い
て
」
ｓ
安
田
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
、
。
３
月
）
は
、
天
理
本
の
「
こ
な
た
（
様
こ
に
つ
い
て
敬
意
の
高
い
語
で
は
あ
る
が
、
使
用
場
面
の
状
況
に
応
じ
て
用
い
方
を
工
夫
し
て
い
る
と
す
る
。
「
天
理
図
書
館
蔵
『
狂
言
六
義
」
の
待
遇
表
現
’
一
人
称
代
名
詞
を
中
心
に
ｌ
」
（
「
国
文
学
孜
』
剛
。
ｎ
月
）
は
、
天
理
本
の
一
人
称
代
名
詞
を
取
り
上
げ
、
待
遇
価
値
の
高
い
語
か
ら
四
群
に
整
理
し
、
序
列
を
越
え
て
入
れ
替
わ
る
も
の
も
あ
る
と
す
る
。
「
そ
の
は
う
」
は
虎
明
本
に
は
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
他
に
つ
い
て
は
同
時
代
の
虎
明
本
と
の
比
較
、
ま
た
後
の
和
泉
流
台
本
と
の
比
較
も
望
み
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
天
理
本
を
丁
寧
に
読
み
込
ん
で
い
る
。
【外国語による能楽研究】
平
成
一
九
年
の
英
語
論
文
に
関
す
る
大
き
な
話
題
と
し
て
は
、
房言己】の旨、】・巨目巴誌が狂言の特集を組んだことが挙げら
れるＥ冒言ヨミ高言量ミミ屡自・・】》岩ｓ）。これまでにも
能・狂言に関する論考を多く載せ、外国語（英語）による日本
研
究
の
一
つ
の
受
け
皿
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
同
誌
で
あ
る
が
、
そ
こ
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狂
言
に
特
化
し
た
特
集
が
組
ま
れ
る
と
い
う
の
は
一
つ
の
画
期
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
自
体
が
、
外
国
語
圏
に
お
け
る
能
楽
研
究
の
現
況
の
一
端
を
示
す
だ
ろ
う
。
内
容
的
に
は
、
十
八
篇
ほ
ど
の
論
稿
か
ら
成
る
う
ち
の
ほ
ぼ
半
数
が
狂
言
作
品
の
解
説
つ
き
翻
訳
で
あ
り
、
残
り
は
、
狂
言
師
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
こ
れ
ま
で
に
な
さ
れ
た
狂
言
の
翻
訳
の
一
覧
、
国
内
外
で
の
狂
言
に
関
す
る
催
し
や
企
画
、
教
育
の
取
り
組
み
な
ど
の
紹
介
で
あ
る
。
狂
言
の
歴
史
の
概
説
と
し
て
、
戦
後
の
狂
言
界
の
様
子
を
ま
と
め
た
小
林貴の文章（『日本古典芸能と現代能・狂一一一一口』〔岩波セミナー
ブックス、一九九六年〕所収）の翻訳が収められているが、
そ
の
他
に
歴
史
研
究
や
作
品
研
究
に
あ
た
る
も
の
は
な
い
。
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
現
行
曲
・
人
気
曲
ば
か
り
で
な
く
、
新
作
や
か
な
り
の
稀
曲
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
本
特
集
の
特
徴
で
、
作
品
名
を
列
挙
す
れば、〈末広〉〈清水〉〈左近三郎ｘ茶騏座頭〉〈箕被〉〈右近左
近〉〈濯ぎ川〉〈穴〉Ｑｇｇｐの□昌己のの〉が取り上げられている。
結
果
と
し
て
特
集
の
過
半
が
翻
訳
と
い
う
形
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
評
価
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
編
者
の
コ
メ
ン
ト
で
、
こ
の
特
集
が
従
来
の
狂
言
研
究
に
欠
け
て
い
る
部
分
を
補
う
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
具
体
的
に
ど
こ
が
欠
け
て
い
る
（
と
著
者
た
ち
が
考
え
て
い
る
）
の
か
は
明
示
的
な
形
で
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
翻
訳
曲
の
選
定
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の
か
も
不
明
で
あ
る
。
印
象
と
し
て
は
、
解
説
に
あ
た
る
部
分
（
い
わ
ゆ
る
前
付
け
）
に
も
、
発
展
の
可
能
性
を
持
つ
論
点
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
多
く
は
一
言
触
れ
る
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
論
点
を
今
後
い
か
に
本
格
的
な
議
論
に
展
開
し
て
い
く
か
が
、
課
題
と
言
え
よ
う
。
ま
た
国
内
外
で
の
各
種
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、
う
ま
く
問
題
を
切
り
出
せ
れ
ば
、
有
益
な
知
見
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
特
に
、
こ
ち
ら
で
は
問
題
が
具
体
的
な
形
で
出
て
く
る
た
め
、
興
味
を
ひ
か
れ
る
ポ
イ
ン
ト
が
随
所
に
あ
っ
た
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
巨昌の口の①房）冒冨の震雪三①呂のご目已雪局の⑰の宣屋曾曰ざ・
□の。＆のの。【卓目の一畳邑胸目」雪］壱ｇこぐ。、のご国昌、ざ『向口中
房可目』切言空昌の三三勺の弓目目・の、》．（田切‐匿①）は、大学
で
学
生
に
狂
言
を
教
え
る
著
者
の
経
験
を
語
っ
て
い
る
。
外
国
語
で
の
翻訳上演の際、原曲への忠実さ（呂昏の己９口）とわかりやす
さ・楽しませること（四月①のの宣忌ｑ）とのバランスが難しいと
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
誰
も
が
思
い
当
た
る
、
｜
般
的
な
問
題
で
あ
ろ
う
が
、
著
者
は
一
般
論
で
は
な
く
、
学
生
に
狂
言
を
教
え
、
上
演
を
企
画
す
る
際
、
著
者
が
ど
の
よ
う
な
問
題
に
突
き
当
た
っ
た
か
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
解
決
策
を
講
じ
た
か
、
そ
の
解
決
策
が
妥
当
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
等
を
、
具
体
的
に
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
原
曲
へ
の
忠
実
さ
を
、
文
章
の
字
面
で
は
な
く
別
の
レ
ベ
ル
（
観
客
の
印
象
や経験の様態など）に移すことで、目弓の己ｇｑと胃Ｏののの一三‐
】ことが対立しないポイントを見出す可能性があることなど、
興
味
深
い
指
摘
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
取
り
組
み
は
成
功
例
ば
か
り
で
は
な
い
し
、
講
じ
ら
れ
た
解
決
策
自
体
に
対
す
る
賛
否
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
と
も
あ
れ
、
今
後
こ
う
し
た
形
で
、
問
題
点
を
そ
の
都
度
の
解
決
策
な
い
し
解
決
案
と
あ
わ
せ
て
具
体
的
に
提
示
し
て
い
く
こ
と
が
、
「
狂
言
と
は
何
か
」
と
い
う
本
質
的
な
問
題
に
関
す
る
議
論
を
膨
ら
ま
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せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
他
、
能
楽
関
係
の
論
文
に
つ
い
て
、
管
見
に
入
っ
た
も
の
は
、
以
下
の
二
点
。
９．ｍの》国皀霞石の弓昌旨、国景貢毒目異国の四目□の。の禺巨
三・戸》》福岡大学人文論叢＄》ロ。．』（画き「）函霊下色『・
創作能〈博多山笠〉の概要を、能およびその他の芸能メディ
ア
が
、
国
家
な
い
し
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
創
出
と
関
わ
っ
て
き
た
歴
史
の
延
長
上
に
置
い
て
、
レ
ポ
ー
ト
す
る
。
そ
の
よ
う
な
芸
能
メ
デ
ィ
ア
の
持
つ
「
政
治
性
」
に
つ
い
て
、
著
者
が
ど
う
い
う
立
場
を
と
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
罰夛后◎の亘信Ｏ亘・《三・四のｍ・口・口・臣邑Ｃ・白目①昌旦函の庶埠
目、Ｃ三のｍの巨寅昌旨三の』ご巳］呂目の②の三・国］の旨・の・薯曽薑
望冒きき置き具匿》皀・・画（９ｓ）＄宗Ｉ日ペ・
能
作
品
に
お
い
て
中
国
的
な
題
材
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
を、〈三笑〉と〈白楽天〉を題材に論ずる。能における中国表
象
の
問
題
に
つ
い
て
は
既
に
い
く
つ
か
の
試
み
が
あ
る
が
、
本
論
と
そ
れ
ら
の
先
行
研
究
と
の
視
点
の
異
同
が
説
明
さ
れ
ず
、
ま
た
分
析
に
あ
た
っ
て
詞
章
の
引
用
が
な
い
た
め
、
未
消
化
な
印
象
を
受
け
る
。
著
者
に
は
他
の
作
品
の
分
析
を
含
む
博
士
論
文
が
あ
り
、
本
論
は
そ
の
一
部
と
い
う
位
置
づ
け
の
よ
う
で
あ
る
が
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
議
論
の
展
開
を
望
み
た
い
。
狭
い
意
味
で
の
能
楽
研
究
に
含
ま
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
能
が
他
の
領
域
に
与
え
た
影
響
等
、
関
連
す
る
も
の
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
も
のがあった。
因・肩のＰきず皇・芦四一のＳ二・【□・曰亘】Ｓ忌己（・『三ミヮの
］弓、）串曽］崖尉皀亘寄８口のョ』＆・口・薑ミミ震言偽書葛暮§言
①画や自○・得（四つＣ『）函』１ｍｍ・
道
明
寺
の
歴
史
を
辿
る
中
で
、
能
「
道
明
寺
』
に
つ
い
て
も
触
れ
る
。
目琶の『・容冒皀・・弓言己亘の四宮。ご・【堕邑。ｎ房三一の・薑曽薑
ご菱・冨誓ｓ四ｓご・・】へ国（四つｓ）凸、－缶
〈海人〉や〈当願暮頭〉等と関係の深い「讃州志度道場縁起』
を含む七つの志度寺縁起のうち、五つを英訳する。
国四ヨ戸二屋己因・夢ロ両目＆ぐの凄）ロ・胃ずぢ己己の『の亘昌、
皆言ｍ・薯尋冒言舌震ミミｍＰｐＰ』（画ｓ『）ろ韻Ｉ三『・
ベ
ヶ
ッ
ト
の
作
品
を
題
材
に
、
演
劇
を
生
理
心
理
学
Ｓ
望
呂
９
℃どの二・四）の観点から見ていこうと提唱する論。著者は
イ
ン
ド
演
劇
の
専
門
家
で
、
非
西
洋
の
演
劇
や
演
劇
論
に
、
従
来
の
演
劇
研
究
で
は
捉
え
ら
れ
な
か
っ
た
演
劇
の
新
た
な
側
面
と
可
能
性
を
見
出
そ
う
と
し
て
お
り
、
先
行
研
究
と
し
て
三
・
ｚ
の
臼
目
目
や
い
Ｃ
旨
自
ら
の
世
阿
弥
研
究
を
挙
げ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
論
の
文
脈
で
様
々
な
芸
術
現
象
を
捉
え
よ
う
と
す
る
動
き
が
近
年
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
き
て
お
り
、
そ
う
し
た
流
れ
の
一
環
と
見
な
せ
よ
う
が
、
能
を
含
め
た
個
々
の
演
劇
ジ
ャ
ン
ル
が
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
見
え
て
く
る
の
か
、
今
後
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る。
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